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（わたしと賭かけをしましょう、朱あか月つき）

　白しら鷺さぎは静かに言うと、寝ね床どこから赤子を抱だき上げた。

（賭け？　お姫ひめさまらしくない提案だね）

　朱月は微笑ほほえむ。

（この子をあなたに預けるわ）

　白鷺は、朱月の揶や揄ゆを無視した。腕うでの中の赤子を愛いとしげに見おろす。

（あなたはこの子を十六年、──大人になるまで育てるのよ）

（十六年も育てられるかな。途と中ちゆうで死なせてしまうかもしれないよ）

　朱月は、白鷺の腕の中の赤あかん坊ぼうを覗のぞき込んだ。白しろ銀がねの頭とう髪はつに覆おおわれた頭は小さく、ひとひねりで握にぎりつぶせそうだった。

　朱月の影かげが落ちたのに気づいて、赤ん坊は目を上げる。空色の瞳ひとみは澄すんでいた。もう目が見えるのか、不思議そうに朱月を凝ぎよう視ししている。美しい、明け方の空のようなまなざし。

（わたしが殺せないのは赤ん坊だけだ。子どもはそうでもないんだよ、白鷺）

（いいえ、あなたにはできないわ。あなたには殺せない、わかってるでしょう？）

　白鷺は勝ち誇ほこったように言った。

　朱月はその言葉に、赤ん坊から目を逸そらした。

（……名前は？）

（まだつけてないわ）

　白鷺は朱月の逸らした視線の先に回り込み、再び赤ん坊を見せつけた。（あなたがつけて）

（どうして、わたしが）

　朱月は困こん惑わくして、白鷺とその娘むすめを見比べる。

（だって、あなたが育てるんですもの）

　白鷺の理り屈くつは、朱月にはわからない。彼女は昔からこのように『だって』の一言で、朱月には理解しがたい論理の飛ひ躍やくをする人だった。

　しんしんと雪の降る夜に生まれた赤ん坊は、何かを待つように朱月を見つめている。

（──しらゆき）と、朱月は、この母と娘に根負けして呟つぶやいた。（白い雪、で白しら雪ゆきだ。雪の降った夜に生まれたんだろう。それに君の字を合わせた）

（ありがとう）

　白鷺の顔が安あん堵どに彩いろどられる。（いい名だわ。白雪）

（……わたしなんかに命名させていいのか）

（この子が望んだのよ）

　ふふ、と白鷺は笑う。朱月は眉まゆを上げた。

（この子が？）

（あなたに育てられたいとも望んでるわ）

（生まれたばかりの子が、そんなことを望むはずはないだろう）
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（生まれたときに願っていたわ。この子はそのうち忘れてしまうでしょうけど）

　白鷺は、ごくあたりまえのことのように告げる。（この子はあなたのそばにいたがってるの。それに烙らく印いんを持っているんですもの。ここにいたって、わたしのように自由を奪うばわれて退たい屈くつな時間を過ごすだけ）

　白鷺の声はあくまで明るく、唄うたっているような抑よく揚ようを帯びてさえいた。彼女が人生のほとんどを束そく縛ばくされて過ごしたとは思えないほどだ。

（だから、あなたにこの子を預けたいのよ。……そして、この子が十六になったとき、あなたがこの子を少しでもいとしいと思っていたら、賭けはわたしの勝ち）

（──もし、なんとも思っていなかったら？）

（もちろんあなたの勝ちよ。この子を好きなようにして。あなたにこの子の命をあげる）

　白鷺は凜りんとした声で告げた。（この子なら、あなたの望むあの禁きん呪じゆも使いこなせるはずよ）

（ひどい母親だね、君は）

　朱月は顔を上げて肩かたをすくめる。（王家の姫が、わたしのような者に自分の娘を預けるなんて、どうかしてるとしか思えないよ。──しかも今では唯ゆい一いつ、真の王族直系だろう。城から放ほうり出してしまっていいのかい）

（あら、ひどくなんかないわ。可愛かわいい娘だからこそ旅に出すんじゃない。許されるならわたしが代わりに行きたいくらいよ）

　白鷺の言葉に、朱月は黙だまった。

　ただでさえ不自由な身の斎さい宮ぐう、白鷺だが、子どもを産むという禁を犯おかしてしまったからには、今後は斎さい宮ぐう殿でんからさえも出られない。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、窓外に思いをはせる生活を死ぬまで続けなければならないのだ。

　還げん俗ぞくすれば自由になれるだろう。しかしそれは、次の烙印を持つ者、──彼女の娘が代わって斎宮になることを意味する。

　白鷺は娘に自分と同じような思いを味わわせたくないのだろう。

（わたしが賭けに勝ったら……十六年経たったとき、あなたがこの子を少しでも、どんな意味でもいい、いとしいと、──死なせたくないと思っていたら）

（思っていたら？）

（この子のいうことを聞いてやって。どんな望みでも、どうか……受け容いれてやって）

　傲ごう慢まんで、何ひとつ悔くやまず生きてきた斎宮の声には、すがるような響ひびきがにじんでいた。
















　今では地上でもっとも長の歴史を誇る国、神しん杖じようは、結ユイの大陸の東部に位置する。

　九つの州を有するこの国は、諸外国との交流を必要最小限のみにとどめ、出入国は困難をきわめるため、街で外国人を見かけることはまれだった。

　だが、城内ではめずらしくもない。建国の祖、桂けい院いん蒼そう空くうの最愛の妃きさきが西方から流れてきていたので、王おう妃ひは今でも必ず西方の平民より娶めとられたし、側室もほとんどが外国人だ。国内の有力な貴族を姻いん戚せきに持ったがゆえの内乱を幾度か経験したので、傍ぼう系けいの王族は臣下に降くだらせ、直系の血筋に貴族や富ふ豪ごうの血が入るのを極力防いでいる。

「小こ雪ゆき、遅おそいわよ」

　白雪がぱたぱたと廊ろう下かを駆かけていくと、入り口で人数を数えていた少女が言った。彼女は由ゆ永えい。『ひいな』と呼ばれる側そば仕つかえ見習いの中でも数少ない成人の十六歳に達しているので、白雪と違ちがって長い髪かみをきちんと結ゆい上げているが、着用しているのはひいなと同じ制服だ。飾かざり気けのない襟えりの詰つまった上うわ衣ぎは釦ぼたんで留める袷あわせが隠かくれている。下衣は腰こし布ぬのと袴はかまの二種類あり、ほとんどの少女たちは翻ひるがえる裾すそを好んで膝ひざ下したまであるたっぷりした腰布を身につけていたが、由永はまっすぐな線の袴を穿はいている。彼女は次の春の除じ目もくで正式な側仕えとなることが決まっているが、今は他ほかのひいなの監かん督とくとなっていた。

「すみません、遅くなって」

　小雪と呼ばれるのにも慣れてきた白雪は、それだけを口にした。この場合、遅ち刻こくの弁解は、訊きかれない限りしてはいけない。相手にとってそれは言い訳にしかならないからだそうだ。

　由永は肩をすくめると、食堂の中を手で指し示した。

「お入りなさい。席は空いてるわ」

　食堂に来るのが遅おくれると、席が埋うまっていて入室を許可されない。そのときは誰だれかが食べ終えるのを待たなくてはならず、食事時間が短くなる。

　白雪は受付口に行くと、名乗って食事を受け取った。顔見知りになった廚ちゆう房ぼう人が、主菜をたっぷり盛りつけてくれる。

「あいよ、小雪はちっちゃいから、たくさん食べな」

　今の白雪は、本当は十四なのに十五と偽いつわっているためか、小さく思われがちだった。廚房人の心こころ遣づかいをありがたくいただき、白雪は空いている席を探す。

「こっち、小雪」

　聞き慣れた声がした。見ると、同室の迦か純すみが手を振ふっている。白雪はそちらへ足を向けた。

「ありがと、迦純」

「どういたしまして」

　迦純はそう言うと、盆ぼんを手に立ち上がった。「わたしはもう終わりだから」

「早いのね」

　白雪は席について手を合わせた。食前の祈いのりを済ませると、脇わきに立っていた迦純が囁ささやく。

「本当は起こそうかと思ったのよ」

「いいのよ、ひとりで起きなきゃいけないんでしょう」

　ひいなとなったばかりの白雪にとって、憶おぼえなければならないことは多かったが、それより、『ひとりでできなくてはならないこと』のほうが多く思える。起きるのも、誰かに起こしてもらってはならないという決まりがあった。

　他にも諸もろ々もろとある決まりによって、後宮で側仕えとして務める少女たちは厳しく躾しつけられる。

　正式に側仕えとして採用されるのは成人後の十六歳の春からだ。その後は十年間を王城内で側仕えとして過ごし、継けい続ぞくを望まない限り任を解とかれる。

　二十六を過ぎた側仕えは、実家に帰って裕ゆう福ふくな者の妻になったり、礼法の教師となったり、私し塾じゆくに勤めたりすることが多かった。王城の側仕えといえば、神杖の少女にとっては出世の道を意味するのだ。仕込まれた教養、礼れい儀ぎ、そして王城に仕えたという経歴によって、地方によっては貴族に近い扱あつかいを受けるもと側仕えもいるという。

「わたしたち東組は、午前は果樹園ですって。またあとでね、小雪」

　迦純はそう言うと、空になった食器を載せた盆を手に去っていった。

　百人ほどいるひいなは東西南北の四つの組に分けられていて、組ごとに違う仕事を割り振られるが、城内の舎人とねりたちの手伝いなどの雑ざつ役えきがほとんどだ。それも午前で終わり、午後は三種の講義を受ける仕組みになっていた。ひとつ、礼法。ひとつ、計算を含ふくむ書と一いつ般ぱん的な知識などの教養。ひとつ、武芸。残りの一組は休み時間となる。三講と休み時間をこなせばもう夕方で、夕食と入浴を済ませたら就しゆう寝しんとなる。休み時間以外は息をつく間もないほどに忙いそがしいため、早い就寝時刻でも、みなすぐに眠ねむりに就ついてしまうのだ。

　白雪は迦純を見送りながら、ずいぶん長くこんな日々を送っているような錯さつ覚かくをおぼえた。

「ねえ、姫ひめさまって、毎日お部屋に閉じこもって、何をしてらっしゃるのかしらね」

　隣となりの少女たちの会話が耳に飛び込んできて、白雪は箸はしを動かす手を止めた。が、すぐに食事を再開する。今までもっぱら麵麭パンを食べてきた白雪は、米の飯を食べ慣れていないので箸を使うのは覚おぼ束つかない。

「毎日、御ご所しよでお勉強なさってるって話よ」

　情報通らしき少女がひそひそ声で言った。しかし、喧けん噪そうを縫ぬってその会話は白雪の耳に届く。

「竜りゆう珠しゆとしては強大な力をお持ちだそうだけど、斎宮としての教育をきちんと受けてらっしゃるわけじゃないんですものね。憶えることはわたしたちよりたくさんあるでしょうよ」

「どんな方なのかしら。わたしたちと同じ年なんでしょう」

「旅から旅をなさってたそうだから、きっとしっかりしてらっしゃるはずよ」

　白雪はなんとなくいたたまれなくなってきた。早く食べ終えようと箸を操あやつるが、焦あせってますます巧うまくいかない。そのうちつるりと箸先が滑すべって、芋いもの煮につけを器うつわから飛び出させてしまう。

「少なくともあの新入りみたいに、不器用でもにぶくもないでしょうよ」

「手のひらにあんなみにくい火傷やけどの跡あとがあるなんて、よほどとろいのね、あの子」

　ひときわ声が大きくなり、白雪はきょとんとした。顔を向けると、喋しやべっていた少女たちがくすくす笑いながら白雪を見ている。

　左手のひらにある火傷跡のことをからかわれるのは慣れている。なので白雪は特に気にせず、反射的にその視線を見返した。

「いったい何をしてあんな跡がついたんだか」

「食べ終わったなら、早く行ったら？」

　白雪は巧く使えない箸を置くと、転がった芋を指先で取り上げ、口に放ほうり込んだ。こちらを見ていた少女たちは、まあ、といっせいに顔をしかめる。はしたないとでも言いたいのだろう。しかし、流れる旅をつづけてきた白雪にとっては、卓たくに転がった芋なら口に入れるのはあたりまえだ。しかもこの卓は街の場末の食堂とは比べものにならないほどしっかり拭ふかれていて清潔である。何をためらうことがあるというのだろう。

「たぶん姫さまは、他の人が席が空くのを待ってるのを気にもとめずに、食べ終わったあと延々とくだらないおしゃべりをして朝の貴重な時間を潰つぶしたりなんてしないでしょうね」

　白雪がそう言うと、反論を予想していなかったのか、少女たちは目を丸くした。ひとりの少女は、握にぎりしめた拳こぶしを震ふるわせていた。

「しかもそれが、人をそしったり嘲あざけったりする話題なんてこともないんじゃないかしら」

　芋の煮つけは白雪には慣れない味つけだったが、今は美味と感じるようになっていた。咀そ嚼しやくしてのみ込むころには、喋っていた少女たちは不ふ服ふくげな面おも持もちで盆を手に手に去っていく。

（負けてないな、白雪）

　床ゆかに落ちた影かげから声がする。千ち白しろだ。

　彼の気配に、白雪は溜ため息いきをついた。

　白雪の影の中には、この国の守護神が身を潜ひそめている。

　強大な竜珠を秘ひめる先代斎宮の娘むすめ、──そして当代の斎宮でもある白雪が、側仕え見習いの少女たちに混じって、八日間、一いち旬じゆんが過ぎていた。










　その、一旬前のことである。




「あけて！　出してよ！」

　乱暴に閉められた扉とびらを、白雪は叩たたいた。

　連れてこられたのは、どこともわからぬ小部屋である。剝むき出しの石いし壁かべや床が寒々しい。人を閉じ込めておく用よう途との部屋なのだろう。

　神かみ降ふりの丘おか──死せる斎宮たちの霊れい、彩さい姫ひが眠る神聖な塚つかが崩くずれたのは、白雪がその彩姫たちに斎宮として認められ、この神杖国の守護神である千白を顕けん現げんさせたこととも関係があった。

　神降りの丘の崩ほう壊かいに巻き込まれないよう、白雪たちはひとまず王城へ戻もどろうとしたが、途と中ちゆうで王城から遣つかわされた赤せき鳥ちよう隊たいと出で会くわした。

　斎宮を守護する四人の騎き士しの筆頭は、異母兄弟の彼らの長ちよう兄けいでもある蘇す芳おうで、しかも彼は赤鳥隊所属だ。同どう僚りように、何な故ぜこのような場所をうろついているのか、また、神降りの丘で何が起きたか知っているかと問われた蘇芳は、かいつまんでことの次し第だいを説明し、連れている白雪を斎宮だと紹しよう介かいした。──新しい斎宮だと。

　蘇芳が異母弟おとうとたちとともに斎宮探たん索さくの旅に出ていたのはみんな知っている。また、つい先日、城に戻ったことも知られていた。だが、斎宮となるべき烙らく印いんを持つ姫が見つかったのは公おおやけにされていなかったのだ。

　その後、白雪と騎士たちは赤鳥隊によって城内へ連れ戻され、白雪は四人と引き離はなされてこの部屋に入れられた。扱いは丁てい重ちようだったが、それでも不安だったし、このように閉じ込められるのは腹立たしかった。まるで罪人ではないか。

　ここに連れてこられるとき、縛いましめられなかっただけましかもしれない。蘇芳と青せい磁じは剣けんや刀を取り上げられ、琥こ珀はくの手にしていた杖つえも持ち去られた。それについて琥珀はひどく腹を立てているようだったが、言葉に出しては何も言わなかった。

（そりゃあそうだ。あの杖の価値を知らないやつらがどんな扱いをするか考えれば腹も立つ）

　不意に近くで聞こえた声に、白雪はぎょっとして身を竦すくめた。

　きょろきょろとあたりを見まわす。剝き出しの石壁の上部に、格こう子しのはまった小さな窓がある。そこからは明るい陽光が射さし込んで、白雪の足もとにわずかに影を落としていた。

　声は、床に落ちた影から聞こえていた。

（もっとひかりの下へ行け。全身の影を映してくれ）

　命じるような声に従って窓から射し込む陽光の下へ行くと、影が長くなる。やがて頭から足までの影が床に落ちると、そこからするりと銀色の姿が現れた。

　初めて目まの当たりにするその出現方法に、白雪は息をのんだ。

「……ちしろ」

　戸と惑まどいながらも名を呼ぶと、青年は微笑ほほえんだ。銀ぎん髪ぱつと同じ色の睫まつげが伏ふせられ、ひかりが宿ってきらめく。

「影が完全な形でないと、外に出られないんだ」

　千白はふわりと浮うきながら白雪に近づいてきた。

　銀細工の青年像のような姿をした神杖国の守護神、千白が白雪の前に姿を現してから一日と経たっていない。なのに彼は、まるで昔から白雪を知っているかのようないとしげなまなざしで見る。本人の言によれば、『ずっと白雪の中で眠っていた』そうだから、彼は知っていたのかもしれないが、白雪は千白の存在にこれまでまったく気づかなかった。

「しかしまあ、あれは複製で誰だれにでも触さわれるから、価値をわかるやつも少ないんだろう」

　千白の言っている『あれ』が、琥珀の持っていた杖のことなのはわかった。だが、白雪はそのことを口に出して言ってはいない。

「千白は、わたしの考えてることがわかるの？」

　直ちよく裁さいに訊きくと、ああ、と千白はうなずく。

「千白は、宿主の意に添そうために、その気持ちを悟さとることができる。だが、ふだんはなるべくしないようにしているし、しても、言葉になる前のだけしか悟らないようにしている。前の宿主たちにえらく怒おこられたからな」

「前の宿主たちって、……」

　白雪はふと、神降りの丘で会った彩姫たちを思い出した。

「千白は前の宿主たちの名を呼べないからな。ややこしくてすまない」

　苦く笑しようして千白はつづける。「千白にこの名前と姿をくれたのが、本当に最初のやつ。千白が守って、育てて、大きくしたやつだ。この国の最初の王になった」

「国祖のこと？」

　訊くと、千白は目を細めた。懐なつかしむような顔は、悲しげにも見える。

「そうだ。あいつは、千白がその意を悟るのをあまり気に留めていなかった。妻を娶めとってから気にし始めたがな。そのあとのみどりのやつが、自分は女おな子ごで千白が男の姿をしているから、何もかも知られるのは嫌いやだったらしい。湯ゆ殿どのや厠かわやに行くときは、影の中からも出ていろと言われた」

「湯殿や厠にまでついてきてたなんて、……そりゃあ、出ていろとも言うわよっ」

　白雪は顔を赤らめた。「わっ、わたしのときも、湯殿や厠では影から出ていてね」

　そんなときまでついてこられてはたまったものではない。

「気をつけるようにするが、そんなに恥はずかしいものなのか？」と、千白は至し極ごくまじめな顔をした。「ならばやはり、夜は同じ寝ね間まに入れてはくれないか」

　しょげたような千白のさまに、白雪は少し考えてから言った。

「そうね…同じ寝ね床どこでないならいいわ。寝間にいるだけなら」

　言ってから、白雪はあることに気づいて首をかしげる。「そういえば、男と女が同じ床でゆびきりをして寝たら赤ちゃんができるというけれど、神の千白と人間のわたしがそうしても、玻ハリ璃ノ神カミは赤ちゃんを授さずけてくださるのかしら？」

　別に赤あかん坊ぼうがほしいわけではない。ただ、神と人の血は混じり合うのか、と疑問に思っただけである。

　千白は白雪の言葉を聞いて、奇き妙みような表情を浮かべた。何故か困っているようだ。

「白雪、その……千白は白雪の中にずっといたが、眠ねむっていたので、白雪が何を見聞きして大きくなってきたか知らない。今までのことを教えてくれないか」

「今まで……」

　白雪は、どこから話していいかわからず、考え込んだ。

「ああ、語らなくていい。──こうすれば」

　そう言うと、千白は浮かぶのをやめて、石床に降りた。白雪の前に立つと、その手を取って顔を近づけてくる。目を閉じた千白の顔が間近に迫せまり、白雪は思わず息を詰つめた。

　こつん、と千白の額が白雪の額にふれた。その衝しよう撃げきで、白雪の肩かたまでの髪かみがさらりと揺ゆれる。

「……！」

　ふれた部分があたたかくなり、そこから何かが流れ出すのがわかる。思わず目を閉じると、瞼まぶたの裏で光が乱らん舞ぶした。脳のう裏りにさまざまな情景が駆かけ抜ぬける。

　それらは今までに白雪が見てきた風景や体験してきたできごとだった。野宿のときに焚たかれた火の明るさ、森から響ひびく狼おおかみの遠とお吠ぼえ、白い道の端はしで眠ったときに見た夜空、明るく晴れた空の下での祭り、雨宿りをした社やしろ、その縁えんの下で鳴いていた仔こ猫ねこたち。閏うるう旬じゆんに泊とめてもらった貴族の館やかた、お腹なかいっぱい食べられたときのあたたかさ、逆にひもじかったり寒かったりもした。やさしい人々もいたが、同様に、竜りゆう珠しゆだからと蔑さげすんだり忌いむ者もいた。文字を習い、読み方を憶おぼえ、多くの知識を得た。遠い国、遠い昔の話をいつも寝る前に父が聞かせてくれた。この地上、海の向こうにもさまざまな国があることを知り、いつか行きたいと思った。
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　いつも楽しかった。人に忌まれるのはさほど気にならず、つらさや苦しさを感じることは少なかった。何故ならひとりではなかったからだ……いつもそばに父がいた。いつか名前で呼ばせてもらうと約束した、父の朱月が。

　その父の死を、白雪はようやく受け容いれようとしていた。

　そうだ、父は死んだのだ。言い残した言葉に従って白雪が穴を掘ほり、亡なき骸がらを埋うめた。

　埋まい葬そう、そして蘇芳たち四人の騎士との出会いが、くるくると白雪の脳裏をめぐり、やがてつい数時間前の、神かみ降ふりの丘おかでのできごとまでが反はん芻すうされた。

　そこで記き憶おくの読み出しが終わったようだ。

「……なるほど」

　しばらくしてから、千白は白雪から離はなれて、低く呟つぶやいた。「そういうことか」

「何が、そういうことなの」

　千白の口調に不ふ穏おんなものを感じて、白雪は尋たずねる。

「白雪の髪が、ふだんは黒いのが何な故ぜか、わかった」と、千白は白雪の気持ちをなだめるように微笑んだ。「他ほかもいろいろとわかったが……」

　言葉を濁にごす千白に、白雪は、これ以上は問わないほうがいいのだと察する。無理に語らせたくもなかった。そこで話題を変える。

「千白は、神、なのよね」

「人間はそう言うから、人間にとっては、そうなのだろう」

「神って、人間のように肉体を持っているの？　竜珠でない人にも見えるの？」

　試ためしに白雪は手を伸のばして、千白の腕にふれてみた。剝むき出しの肌はだはあたたかい。

「これは肉体だぞ。竜珠でない者にも見えるに決まっている」

　白雪のしぐさがおかしかったのか、千白は笑った。「この皮ひ膚ふは斬きれば血も出る。腹が減ったり、厠へ行く必要はないがな。人間と同じように見せかけなければならないときは、そうすることもある」

　千白は、自分にふれる白雪の手を両手で包み込んだ。まっすぐに見つめられ、白雪は戸と惑まどう。

「その、……よくわからないわ。千白が、わたしの中にいたってこと」

「千白にもよくわかっていないから気にするな」

　千白は鷹おう揚ように言った。

　白雪はもちろんそれで納なつ得とくしたわけではなかったが、わからなくても気に病やむことはないと思えた。白雪にとってはもっと重要なことが他にあるからだ。

「ねえ、千白が神なら……」

「だめだ」

　白雪が言い終える前に、千白は首を振ふった。

　その口調に、白雪は顔を上げる。

「だめだ」と、千白は繰くり返す。「人間は千白を神と呼ぶが、千白は全能ではない。起きてしまったことは覆くつがえせない」

「やっぱり、死んだ人は、生き返らないのね……」

　白雪は呟く。

　千白は黙だまった。

　父を生き返らせてほしいと、可能ならば言葉にしていただろう。

　それが正しくないことだとしても。

　それほどまでに白雪にとって、父の朱月はかけがえのない存在だった。誰だれよりも大切に思い、誇ほこりに感じていた。父はなんでもでき、なんでも知っていた。誰よりも重い竜珠、使いこなせる術の多さ、やさしい笑え顔がおと語りかけてくれる声、撫なでてくれる手のぬくもり。

　一度失ったものは、もう二度と戻もどらないのだ。

「一度、選せん択たくを終えた者を、その選択より前に引き戻すことはできないし、無意味だ」

　千白は静かに言った。「それに、千白に死者の呼び戻しが可能ならばとっくにやっている」

「試したこと、あるの……？」

　千白は首を横に振る。

　では、やってみたことがないだけで、可能かもしれないのだ。

「白雪が心から強く望んで言葉にすれば、やってみるが……成功するかどうかはわからないぞ」

「……ごめんなさい」

　白雪は、千白の答えに強い罪悪感を覚えた。千白は本当に、白雪のためならなんでもするのだろう。ならば、だいそれた望みや正しくない願いを軽々しく抱いだくべきではない。

「謝あやまるな。──千白には無理だが、白雪にならできるかもしれない。──強い竜珠だけが使いこなせる、死者をよみがえらせる禁きん呪じゆがある」

　千白は囁ささやいた。「返魂かえしと結霊むすひという禁呪だ。竜珠が重い術使いがそのふたつを使えば、失われたものを、失われる以前とまったく同じ姿で現うつ世しよに引き戻すことができると言われている」

「そんなの知りたくない、……やめて」

　白雪は両耳を手でふさいだ。「もういいから……」

「千白は白雪を悲しませたくない。苦しい思いをさせたくない。……人間の世には人間の理り法ほうがある。だが、千白にはそれは関係ないから……白雪が望めば、その禁呪を授さずけよう。命じればいい」

　耳をふさいでも千白の声は、白雪の脳裏に響く。

「もうやめて！」

　叫さけぶと、すっ、と千白の気配が消えた。

　顔を上げると、千白はいなかった。

「……っ」

　ちしろ、と名を呼ぼうとしたが、やめた。

　今は心が乱れて、顔を見たら何を言ってしまうかわからなかった。

　白雪はその場に頽くずおれる。石いし床ゆかが冷たい。

　重い竜珠だけが使える禁呪。

　しかし、自分の竜珠はそれほどまでに重いのだろうか？

　後ろ首の中にあるという不思議の力の源みなもとである竜珠は、その力が強いほど『重い』と表現する。白雪は自分の竜珠を重いと感じたことはなかった。成人前のためもあってさほど安定してもいない。いくらか術は使えたが、それでもただ知識として知っているだけのほうが多い。

　死者を蘇よみがえらせることのできる、禁呪──

　もしそれが使えたとしたら……

　そこで白雪の思考を断たち切るように、扉とびらがあいた。

　白雪はのろのろと顔を上げる。

「白雪さま、ですか」

　戸口に立った男の呼びかけに、白雪は立ち上がった。じっと見ると、男は軽く頭を下げた。

「自分は、城内北面守備を担になう侍じ司し、道どう延えんと申します」

　顔を上げた男は、猛もう禽きんのように鋭するどい目をしていた。だが白雪は恐きよう怖ふを感じなかった。まだ若く見える道延と名乗った男の切れ長のまなざしとそげ気味の頰ほおに、粗そ暴ぼうな匂においはまったくなかったのだ。むしろ、その険しい表情さえなければ、整ってさえ見えたかもしれない。

　彼の纏まとう衣服は裾すそが長く、淡あわい青で統一されており、どことなく青磁の装しよう束ぞくに似ている。腰こしには刀を差しており、短い髪かみはきちんと撫でつけられていた。装束だけで、それなりの地位にある者だとわかる。

　道延がそれ以上何も言わないのは、自分の反応を待っているのだと白雪は気づいた。

「ええ、わたしが白雪です」

　白雪の落ちついた態度に、男は驚おどろいたようだった。わずかに目を瞠みはると、口を開いた。

「このような場に閉じ込めて、申しわけありません」

「わたし、何か悪いことをしたんですか」

　腹は立っていたが、白雪は静かに問う。「ここは罪人を閉じ込めるところでしょう？」

「自分は、白雪さまがどのような処しよ遇ぐうに置かれているか存じ上げません。……しかし現在、白雪さまをお守もりする役目を負う者が四名、神降りの丘の崩ほう壊かいに関かかわったとして八公議場の審しん問もんにかけられており、その証人として白雪さまをお連れするよう申しつけられております」

　白雪は、じっと男を見上げた。

「蘇す芳おうたちが、罪に問われているんですね」

　言葉を飾かざらずに問うと、道延はわずかに口もとをゆるめた。愉ゆ快かいがっているのが伝わってくる。

「そのとおりです、察しがお早い。白雪さま、あなたは真実、我が姫ひめの娘むすめ御ごのようだ」

「我が姫」

　その言葉を反芻して、白雪は目を瞬しばたたかせた。

「自分は以前、先代斎さい宮ぐう、白鷺さまの騎き士しを務めておりました」

　では信しん頼らいに足る男だ、と白雪は判断した。

「わかりました。わたしを、その八公議場へ連れて行ってください」

　白雪が告げると、道延はわずかに眉まゆを上げた。

「よろしいのですか」

　道延は試ためすように言う。「八公議場には、杖じよう州しゆ公うこうや八人の州公たちの他ほかに、その部下の小うるさい官どもが、あなたが真に白鷺さまの娘御であるかを見み極きわめようと、手ぐすねひいて待ちかまえているのですよ」

「それがなんだっていうの？」

　白雪は乱暴に言い放った。「蘇芳も、青磁も、琥珀も、黒こく曜ようも、みんなわたしの騎士なのよ。わたしを守ると言って、わたしの前で膝ひざを折ったわ。だからわたしも、あの人たちを守れるように強くなると誓ちかったの」

　道延は、じっと白雪を見た。見定める目つきを、白雪は不快に感じなかった。

「それに、わたしの母は白鷺という名だと、父は言ったんです」

「──では、参りましょう」

　低い声でうながされ、白雪はうなずいた。




　八公議場に通されて、白雪は思わず全体を見まわした。

　半円形の広間は、天てん井じようが高い。それも道理、ゆるやかな傾けい斜しやを描えがいて階段状に座席が設もうけられており、放射状に広がっているのだ。一列目には八人の男や女が座っていて、入場した白雪を値ね踏ぶみするように視線を向けてきた。八人とも、額に銀ぎん環かんをしめている。

「最前列におられるのが八公です」

　道延が白雪に説明した。「端はしから、物もの部のべ卿きようの朔さく穂ほどの、療りよう部ぶ卿きようの牡ぼ丹たんどの、治じ部ぶ卿きようの世せ津つどの、財たから部べ卿きようの来らい要ようどの、民みん部ぶ卿きようの蓮れん前ぜんどの、式しき部ぶ卿きようの朗ろう円えんどの、兵ひよう部ぶ卿きようの明めい吾ごどの、……刑ぎよう部ぶ卿きようの佳か春はるどの」

　一度に八人の名前を言われて、白雪は混乱しながら、最前列の者たちを眺ながめた。

　紹しよう介かいされた順に、顔の半分を布で覆おおった女性、まだ若い青年、年取った女性、大おお柄がらというよりでっぷりとした体型の男性、神経質そうな目つきの男性、青白い顔の男性、いかめしい顔つきの年取った男性、そして、場にそぐわぬにやにや笑いを浮うかべているまだ若い男性が、最前列の席についている。

　八人の後ろには何人もの官たちが座っていて、白雪を見ては無ぶ遠えん慮りよに口々に何かを囁いていた。その囁きは多かったが決して大きな声ではなかったので、白雪には自分がどのように評されているかまではわからなかった。

　入ってすぐ、半円形の広間の中心に議台が置かれ、その前に灰色の髪の老人が立っていた。脇わきには四人の青年がいる。白雪を守る騎士たち、──蘇芳、青磁、琥珀、黒曜だった。

　蘇芳の赤い髪は、額がく布ふがないためか、乱れて顔を隠かくしがちだった。だがその赤茶けた瞳ひとみが自分をじっと見つめているのに気づいて、白雪は安あん堵どを覚える。

　その隣となりには、蘇芳とは対照的な青みがかかった銀髪の青磁が立っている。装よそおいも、その名の色味に合わせたように青い。やはり、道延の装束に似ている。青磁は青せい竜りゆう隊たい所属だそうだから、これは青竜隊の制服なのかもしれない。

「侍じ司し」

　その青磁が、ふいにこちらへ近づこうと一歩踏ふみ出した。

「動くな、青磁」

　道延がぴしりと言う。「おまえは今は審問中の身だ」

　青磁はその言葉に目を瞠みはったが、すぐに後ろへ下がった。

「白雪、だいじょうぶ？」

　その隣から琥珀が呼びかけてくる。いつも明るい表情をのせていた可愛かわいらしい顔が、今は心配そうに曇くもっている。

「乱暴な扱あつかいはされてないわ。みんなはだいじょうぶなの？」

　白雪の問いに、琥珀の隣で黒曜がうなずく。大柄な彼の穏おだやかな表情に、白雪はほっとした。

　この四人は、今は神杖の斎宮となった白雪を守る騎士である。全員が母親は違ちがうが父親は同じ兄弟で、その父親はこの神杖の聖王、楓さつ院いん清せい祥しようこと祥しよう琳りんだ。祥琳は白雪の母、白鷺の異い母ぼ兄けいであるから、四人の騎士と白雪は、血のつながりは薄うすいがいとこ同士となる。

「そなたが、白鷺どのの娘御、──白雪どのか」

　呼んだのは、議台の前に立っていた老人だった。灰色の髪が、森で会った狼おおかみを思い出させる。穏やかなひかりに満ちたまなざしに、白雪はうなずいた。

「はい。白雪です」

「父君は、朱月どのじゃな」

　白雪はその問いに答えられなかった。父の名を聞いただけで胸がいっぱいになって声が出せず、ただうなずく。

　父が死ぬまで、自分の左手にある火傷やけどの跡あとに意味があるなど、白雪は知らなかった。

　死んだ父が言い残すまで、母の名も身分も知らなかった。

　なのに、今は。

「儂わしはこの国の大おと臣どの頭かみを任されておる、杖州公であり王族の長老である冬ふゆの宮みやの賀が宗そうと申す。白鷺どのの伯父おじにあたるので、白雪どのにとっては大伯父にあたりますのう」

　杖州公は議台を降り、白雪に歩み寄ろうとした。

「杖州公、そのような者に、迂う闊かつに近づくものではありませぬぞ」

　最前列の八人のひとりが口を開いた。白雪は、我に返ってそちらを見る。

「民部卿、白雪さまは陛下のお認めになった白鷺さまのお子です。先ほども申し上げましたが、神降りの丘おかで彩さい姫ひの方々もお認めくださいました」

　蘇芳が穏やかに言った。

「彩姫の認にん証しようなど、竜りゆう珠しゆではないみどもには、真しん偽ぎの判断ができぬ。おいそれと納なつ得とくはできんな」

　いかめしい顔つきの年取った男が言った。

「確かに、兵部卿のおっしゃるとおりじゃ」

　杖州公がそれに答える。

「ですが杖州公、白雪さまが白鷺さまの跡を継ついで斎宮に就つかれることは、陛下もお認めくださっているのです」

　琥珀は杖州公に向かって言った。

「ふん、下げ賤せんの者はやることが早いわ」

　八公のうちで、もっとも横よこ幅はばのある男、財部卿が吐はき捨てるように言った。「先に陛下にお目通りして認めさせてしまうなど、小こ賢ざかしいにもほどがある」

「おおよ。それに見よ、こたびの新しい斎宮については八公で吟ぎん味みするという理法を無視したというのに、ああもしゃあしゃあとしておる。下々の生まれは、ほんに始末に終えぬわ」

　その隣で、年取った女性、治部卿が嘲あざけった。白雪が視線を向けると、彼女は汚お物ぶつでも見るように目を眇すがめた。

「あの娘むすめの黒くろ髪かみ、父方の血が濃こく出たようじゃの。おぼこい顔をして何を企たくらんでいるやら、はかりかねるわ」

「おお、それは母親とて同じであろう？　のう……」

　ひそひそ声に、不快な笑いが続く。漂ただよう空気の異質さに白雪は顔をしかめた。慣れ親しんだはずの蔑さげすみの響ひびきが、以前とは異なる不快感をもたらす。

　今までの旅路で受けてきた蔑みや恐おそれは、白雪が竜珠であることに対してだった。しかしここで向けられるのは今までとは明らかに違う。ねっとりとまとわりつくように背筋を這はい上のぼってくるような不快感を振ふり払はらおうと、白雪はしゃんと背筋を伸のばして下腹に力を入れた。頭を上げ、まっすぐに前を見つめる。

「だいたい、あの女が斎さい宮ぐうであったのもおかしな話なのじゃ。陛下に次ぐ聖なる地位に、どこの馬の骨とも知れぬ女の娘が就つくとは、三千年の我が国の歴史も軽かろんじられたものよ」

「とはいえ烙らく印いん持ち。掟おきてに従わぬわけにはいきませぬ」

　半面を布で隠した女性、物部卿がたしなめる。

「ふん、あの女とて、約定破りをしたではないか。斎宮が子を産むなど、以もつての外ほか」

「それはわたしの母のことですか？」

　白雪は腹立たしくなって、聞き苦しい会話をつづける者たちに向き直った。「確かに、母が斎宮なのにわたしを産んだのは、掟破りだったんでしょうけど……」

　最前列で会話をつづけていた者たちは眉まゆを上げると、目配せしあった。

「なんじゃ？　何やらうるさい虫の羽音が聞こえるぞ」

「お気になさるな。どうせ、城外から入ってきたけがらわしき虫の羽音じゃ」

「ああ、ぶんぶんとうるさいものじゃ」

　一いつ瞬しゆん、白雪はかれらが何を言っているのかわからなかった。ぽかんとした白雪を嘲るような忍しのび笑いがそこかしこで漏もれる。

「卿ら、そのへんでおやめなさいませ」

　物部卿が静かな口調で止める。「陛下がお認めになったのであれば、我らにはどうにもできませぬ」

「陛下がお認めになったというのも、本当なのか？」

「あの騎き士しどもの言を信じてよいものか」

「昔は陛下のお子であったにしろ、今は違うのですぞ」

「特に、上のふたりは城外生まれ。ほんに陛下のお種か知れはせぬというのに」

　舌の滑すべりがよくなってきたのか、財部卿と民部卿、それに治部卿は、口々に言い合った。

「その件は、先代斎宮が血の探さぐりの儀ぎ式しきをなさって、陛下のお子であると認められていたではありませぬか」

　それまで黙だまっていた、物部卿の隣の青年、療部卿がやや呆あきれたように呟つぶやく。

「しかしその先代斎宮が掟破りの女ときては、血の探りの真しん偽ぎも疑わしい」

　とどめを刺さしたのは、療部卿と財部卿のあいだにいる治部卿だった。「だいたい、あの野や蛮ばんな女の産んだ娘など、」

「……どこから来たかわからないわたしを嘲あざけるのはかまわないけれど！」

　思わず白雪は叫さけんだ。「蘇芳たちを悪く言うのはよして！　母さんのことだって、あなたたちにそんなこと言わせないんだから！」

　彼らが何を言っているか、この国の内情を把は握あくしていない白雪にはほとんど理解できない。

　だが、四人の騎士を侮あなどられ、母すらも嘲られるは我が慢まんできなかった。

「黙らっしゃい！」

　財部卿が、その大きな体をぶるぶる震ふるわせて立ち上がる。「斎宮という神の花はな嫁よめにも等ひとしき立場にありながら、どこから来たかも知れぬ男と通じて子を孕はらむような、はしたなくも汚けがらわしい女など、悪く言われて当然じゃ」

「まったくじゃ」

　治部卿がしたり顔でうなずく。「おまけに、相手は流れ者の術師。しょせんどこから来たかもわからぬ流れ者の女が産んだ娘だったのじゃ、血は争えぬということか？　おぞましいのう。男なら誰でもよかったのやもしれぬ」

「そんな女の娘を斎宮に据すえるなど、如何いかがなものかと！」

　たたみかけるように、神経質そうな目をした男、民部卿が言った。

「斎宮は国を守るべき責を担になうもの。その責を忘れ、守護の結界を脆ぜい弱じやくにするような行いにはしるなど、ゆるされてよいはずがありませぬ」

「白鷺さまは素す性じようも分からぬ明あけ星ぼしの御おん方かたのお産みになられた姫。お育ちが悪くても致いたし方なかったのやもしれませんが、二代続けてどこの誰ともわからぬ者の血を引く姫が斎宮に就かれるのは、外とつ国くにに体面が保てませぬぞ」

　財部卿の言葉に、場内のざわめきがいっそう強まった。

　力強い手が腕うでを摑つかんで止めなければ、白雪は、口々に言いつづける者たちに殴なぐりかかっていたかもしれない。

「黙れ」

　すぐ後ろで、低い声がした。

　振り向くと、暗い影かげが見えた。白雪はびくりと身を竦すくませる。だが、それはすぐに黒曜だとわかった。いつしか白雪に近づいていた黒曜が、後ろから白雪の腕を摑んでいたのだ。

　興奮のあまり乱れていた白雪の呼吸が、みるみるうちに収まっていく。

「口を慎つつしめ、この役立たずの下げ郎ろうが！」

　民部卿が、椅い子すを蹴け倒たおさんばかりに立ち上がると、早口で叫んだ。「そのほうどもなど、陛下の血を引いていると称しようするのもおこがましい！」

「いやしい旅芸人に売色の女、陛下に取り入りし術使いの産んだ者なぞ、城内に入れるべきではなかったのじゃ！」

　治部卿も、口の端はしから泡あわを飛ばさんばかりにわめき立てる。「しかも、売色の女が産んだ者が作法をもっとも重んじる侍じ者しや館かん詰づめとは片腹痛いわ！」

　名指すようなその糾きゆう弾だんに、白雪ははっとして青磁のほうを見た。怜れい悧りな貌かおには動どう揺ようのかけらも見えない。だが、きつく嚙かみしめた唇くちびるがうっすらと赤くなっているのがわかった。

「遊ゆう里りで生まれ育った者などに、作法をとやかく言われる憶おぼえなど、」

「黙れと言っているのが聞こえないのか」

　民部卿の言葉を断たち切るように、黒曜はゆっくりと、一音一音を区切るようにして言った。

　白雪は、視線を黒曜に戻もどした。彼のおもては凍こおりついたように動かず、視線はまっすぐ民部卿に向けられている。

　民部卿は急に顔色を失った。怯おびえたようにぶるぶると震え、がくりと椅子に倒たおれ込む。

「やめろ、黒曜。言こと霊だまを放つな」

　蘇芳が弟を叱しつ咤たする。黒曜は何か言いたげに兄を見たが、その口はもう開かれなかった。

「黒曜、民部卿に詫わびなさい」

　青磁が、感情のない声で命じた。「我々はただの下げ人にん。今の言葉、州しゆう公こう卿けいに向けるものではないだろう」

「……失礼いたしました」

　黒曜は白雪から身を離はなすと、椅子の上で身を震わせる民部卿に頭を下げた。

　白雪は、理り不ふ尽じんな怒いかりを覚えた。

「黒曜は悪くないわ！」

　青磁を振り返って叫ぶ。

「姫、我々は審しん問もん中の身。許されてもいないのに、政まつりごとに携たずさわる役目を負う上うわつ方かた々がたに進言はできませぬ。ましてやただの下人が、上つ方々に口を閉とざせと命じてはならぬもの」

　青磁は頭を下げて、今まで白雪に向けていた乱暴な口調とはまったく逆の口ぶりで言った。その穏おだやかな声こわ音ねに、白雪は目を瞬しばたたかせる。

「姫、ご理解ください」

　蘇芳がつづいて頭を下げた。白雪は口を閉ざしたが、その代わりに強く拳こぶしを握にぎりしめた。

「言霊を操あやつれるからといって、いい気になるな、痴しれ者ものめが」

　どかりと椅子に腰こしをおろした財部卿が、小声で吐き捨てた。

　思わず白雪は頭を上げ、その前までつかつかと歩み寄る。

「あなたには何ができるの」

　白雪は、目を瞠みはる男に向かって、左手のひらをかざして見せた。「わたしにはこの烙印があるわ。だからこの国の斎宮だと言われた。この国を守ると、祥琳さまと約束したんです。あなたにそれができるんですか？　あなたは国を守る覚かく悟ごがあるの？」

　左手には、ひきつれた火傷やけどの跡あと、──星より降りし託たく宣せんによって与あたえられた烙印がある。

　これが、白雪が斎宮であると示すみしるしなのだと、朱月は言い残して死んだ。

　とたんに、最前列の端で大きな笑い声が響ひびいた。

「こりゃあいいや、お嬢じようちゃん」

　その場の緊きん張ちようが一気に砕くだける。白雪は瞬まばたきながら笑い声のほうを見た。

「刑ぎよう部ぶ卿きよう、お控ひかえなされよ」

　道延が、ややきつい口調でたしなめた。

　白雪は、刑部卿をじっと見た。三十代半ばに見える男は、顔のつくりがはっきりしていて、一見、西方の血が濃こく出ているようだった。その笑いは純じゆん粋すいにこの事態をおもしろがっていた。

「かてぇこと言うなよ、道延」と、刑部卿は砕くだけた口調で言う。「確かにみんな、守ってくれる斎宮に文句をつけすぎだぜ。そんなに嫌いやなら、さっさとこの国を出て行けばいい」

「……そ、そのようなこと、できるわけがなかろう……」

　財部卿は、ぼそぼそと反論した。「我が国は地上で唯ゆい一いつ、神の守護を受ける国ぞ。土地の美しさも豊かさも、整った政まつりごとも、何もかも、他国なぞ我が国の足もとにも及およばぬ」

「だったらがたがた言わねえほうがいい。──それと嬢ちゃん」と、刑部卿は白雪を見てにやにやする。「その烙らく印いんは大切なもんだから、こんなやつらに見せるのはやめたほうがいいぜ」

　その言葉に、白雪は左手をおろして、胸に当てた。刑部卿の言うとおりだと、素す直なおに思えた。

「刑部卿、慎つつしまれよ。大臣頭の御ご前ぜんであるぞ」

　再び注意した道延に、刑部卿は笑いかけた。

「何言ってやがる。慎めっていうなら、先に財部卿たちに言うべきだろう。八公には陛下を侮るやつしかいないのかって、このお嬢ちゃんに思われちまうぜ。せつねえせつねえ」

「何を言うか！」

　財部卿が顔を真っ赤にしてもごもごと言った。「みどもがいつ陛下を侮ったと言うのじゃ、刑部卿！」

「聞き捨てならんぞ、刑部卿」と、治部卿も疳かん高だかい声を上げる。

　だが刑部卿はそれを無視してつづける。

「それに、財部卿はご存じないのかね、新しい斎さい宮ぐうが泉せん州しゆうの州都茜せん芳ほうで、悪あく霊りように憑つかれて死んだ者たちを浄じよう化かしたという話。俺には伝わってきてるけど」

　八公議場全体がざわついた。

「そのような話、斎宮不在に不安を感じる民たみの流言であろう」

　治じ部ぶ卿きようがぶるぶる震ふるえながら決めつける。

　白雪は、刑部卿を見、次いで最前列に座る者たちをもう一度よく見た。

　口々にいやなことを言っていたのは、財たから部べ卿きよう、民みん部ぶ卿きよう、治部卿の三名なのがわかった。他ほかの者は、刑部卿と物もの部のべ卿きようを除けば数えるほどしか発言していない。

「そなたは科とが者ものを判ずる刑部卿であろう」と、民部卿が忙せわしない早口でまくし立てた。「その小娘が白鷺どのの娘むすめ御ごだとしても、神降りの丘を崩くずした張本人ならば、神域を破は壊かいした者として罪は免まぬかれまい。なのにその小娘の肩かたを持つというのか？」

「そうじゃ！　神降りの丘は神域であるぞ。式しき部ぶ卿きようはどう思われる」

「どう、とおっしゃられても……」

　青白い顔の男性は、困こん惑わくしたように呟つぶやいた。「みどもがどう思おうとも、この議場での意見は陛下がお決めになるための判断材料でしかありえませぬ。我らに決定権はないのですぞ」

「そのように弱気でなんとする！　たとえ王族といえども、謀む反ほんの大罪は斬ざん首しゆ、そうでなくとも理法に反して罪を犯おかせば流る刑けいは免れぬ」

「そうじゃ！　白鷺どのも禁を犯して子を産んだときに、斎宮から下ろすべきであったわ！」

「今までさんざん白鷺さまに守ってもらっておいて、いなくなった今になって罪人扱いですか」

　それまで黙だまっていた琥珀が一歩踏ふみ出すと、地の底を這はうような低い声で言った。

　杖州公が眉まゆを上げたが、発言を止める気はないようだ。蘇芳と青磁が視線を合わせたが、結局ふたりは口を開かなかった。

　白雪は琥珀の横顔に目を向ける。今まで明るい面しか知らなかった琥珀の、暗い側面を目まの当たりにしている気がした。

「なんだかんだ言って、あなたがたはつい先日まで白鷺さまの守護を受けていたんですよ。今度はその娘に守ってもらわなければならないというのに、……この子を罪人だと咎とがめるならそれも勝手にするがいいとしか、僕には言えません。ただ、そうすれば、この国を守護する斎宮に就つく者はいなくなる。他に烙印を持つ者はいないのですから。──それでもよろしければ、ですが」

「そこまでにせよ、琥珀どの」

　重苦しい沈黙を穏やかな声が破った。杖州公である。琥珀は杖州公を見て、再び口を開こうとしたが、結局は何も言わなかった。

「州公たちにも意見があるようじゃが、この白雪どのにはしっかりと斎宮の自覚がおありのごようす。──そして今、我が国には斎宮がおらぬ。ここは白雪どのに任せてみたいと儂は考えるが、いかがなものかな」

　杖州公の言葉に、誰も異論を唱えなかった。










　奥おく殿どのは王族が起居する区域である。王族というからには、王だけではない。王おう妃ひや母である王太后、また王族の長老にあたる冬宮や、他にも近い血の縁えん者じやが住区を与えられていた。

　王族とはいえ、神杖では不必要な華か美びは好ましく思われない。派手な装そう飾しよくは安っぽいと眉をひそめられるし、金銀や珠たまをふんだんに使えば財政を逼ひつ迫ぱくする。そのため、王城内は質実剛ごう健けんが重視されていた。

　しかし、奥殿の慈じ恩おん苑えんと名づけられた一画はやたらと飾かざりつけられ、凝こった装飾を施ほどこされている。そこに起居する女人は高貴な身分で、遠き日々に極きわめた栄えい華がを忘れられず、毎日、今は何なに故ゆえ人々が自分のもとに集つどい崇あがめぬのかと鬱うつ々うつとしていた。

　慈恩苑の主あるじは冬宮の妹であり、先代聖王の姉に当たる。名を久く波なみという。

　老いてなお美しいと言っていい容よう貌ぼうを保っていられるのは、王族としての権力を駆く使ししてきたからだろうか。濃のう褐かつ色しよくの髪かみをきちんと結ゆい上げているが、幾いく筋すじか乱れ落ちているさまが痛々しい。同じ色の目は落ち窪くぼんでいたが、ぎらぎらとした光を宿していた。

「ふん、刑部卿はその小娘を認めるというのか」

　下人の報告に、久波は高貴さとはかけ離れた荒あら々あらしさで呟いた。

「明言したのは刑部卿のみです。物部卿も何か思うところがあるようす。また、療りよう部ぶ卿きようも、若く、騎き士したちと親しいようですし……」

　舎人とねり頭がしらが下人の言葉を取り次ぐ。下人は平へい伏ふくしていて、御み簾すの向こうの高貴なる方がどんな忌いま々いましげな表情をしているか、わかるはずもなかった。

「それでは、八公の半数近くが認めることになるではないか！」

　久波は病的な叫さけび声を上げた。

　彼女にとって、弟が気まぐれに召めし上げた野や蛮ばんな側室が産んだ娘など、王族として認めがたかった。

　朱金の髪をなびかせ、ふたつとない剣けんを携たずさえていた西から来た野蛮な女は、それはそれは恐おそろしく傲ごう慢まんだった。あの女の産んだ娘、──白鷺も、けがらわしいほどに大だい胆たんで、神をも恐れぬ偽いつわりを山のように重ねていた。

　何度、その偽りを告発しようとしたか知れぬ。だがかなわなかった。

「……守護の神はご存じのはずじゃ。わたくしの願いを聞き入れてくださるはずじゃ」

　久波は囁ささやくような声で、しかし激しく言いながら手をもみしぼった。

「殿でん下か、お気を確かに」

　付き従っていた側そば仕づかえが、異変を悟さとって側に寄る。

「わたくしは認めぬ。あの女の孫が斎宮など！」

　久波にとって、この美しい神杖を統すべるのは正しき血筋の者であるべきだった。弟は自分と同じ父のもとに生まれたから、彼が王位を継ついだのは正しい。だが、弟の子を詐さ称しようして王座に就いたあの男や、西方の野蛮な女の血を引く娘は、久波にとってとても自分と同じ王族として認めがたかった。

　いっそ自分が王位を継いでいれば、あの者たちが聖なる位を汚けがすこともなかっただろうに！

「正しき血筋を愚ぐ弄ろうする者など、相応の罰ばつを受けるべきじゃ……！」

　ひきつるような高い声がして、下人はその場で身をすくめた。去るように申し渡わたされるまで、彼はただ平伏し続けた。










　白雪が、側仕えの夏か乃のに世話をされて寝ね泊とまりしたのは親王御ご所しよだ。城内の奥殿でも東とう端たんに位置し、ふだんは人の出入りがほとんどないため、密みつ議ぎには最適だった。

　白雪の使った寝しん室しつには、控ひかえの間と居間がいくつか付属している。居間の、外庭に面した一室に、白雪と騎士たちは集つどっていた。

　室内には分厚い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられている。暗い緑を基調に編み込まれた複雑な蔓つる草くさの円形模様は精せい緻ちで、一目で高価なものと知れた。部屋の中心の円形模様の上には同じ大きさの円えん卓たくが置かれ、周りには椅い子すが並べられていた。卓には、夏乃の心づくしのお茶の支し度たくが整っている。どうやら今、親王御所には夏乃だけが詰めており、他の側仕えは極力入らないようにされているらしかった。

　白雪が椅子のひとつに腰こしかけると、開け放たれた窓そう扉ひから心ここ地ちよい風が吹ふき込んでくる。

　何枚も設けられている外庭へ続く窓扉は、今はほとんど開け放たれていた。

「疲つかれたか？」

　蘇芳に問われ、白雪は首を振ふった。

「そうね。……あの人たち、いつもあんなふうなの」

「まあね。でも気にすることないよ」

　白雪の隣となりに腰こし掛かけた琥珀が、お茶を縦長の湯飲み茶ぢや碗わんに注つぎながら明るく言った。どことなく物言いがぎこちなく感じられるのは気のせいか。

「財部卿って、いつもうるさいんだ。娘を全員後宮に入れてるけど、陛下の寵ちようを得られなくて子どもができないから、もと王族の僕らを目のかたきにしてるんだよ」

　琥珀が一同の前に次々と置いた湯飲みは、さわやかな風味の茉まつ莉り花か茶ちやで満たされていた。白雪は湯飲みを手に取り、そっと吹き冷まして一口含ふくむ。そこで初めて喉のどの渇かわきに気づいた。

「八公の血筋は後宮に入れないはずなんだが」

　蘇芳が困惑めいた表情を浮うかべる。「しかし、八公より下、官や下人の娘ならば後宮入りも許される。──自分の娘を他家の養子にしてまで王族とつながりを持ちたがるなど、俺からすれば気が知れん」

「財部卿は、もとは富ふ豪ごうの新興貴族だからな」

　青磁が嫌けん悪お感かんも露あらわわに眉をつり上げていた。すぐに湯飲みに口をつけないのは猫ねこ舌じただからだ。

「偉えらい人の娘だと、後宮に入れないの？　よその国とは逆ね」

「外がい戚せきが政まつりごとに関かかわるのを防ぐためだ」と、蘇芳が説明する。「が、財部卿のように、強ごう引いんに押し入ってこようとする勘かん違ちがい者もいる」

「我が国はこれでもましなほうだぞ。後こう継けいとなった者の生母とその一族を処しよ刑けいする国だってあるんだからな」

　青磁はますます顔をしかめた。「まったく、信じがたい話だ」

　白雪はぞっとした。

「お母さんを殺されるだなんて……どうしてそんなことをしなければならないのかしら」

「ひとつの朝ちようが長くつづくと、いろいろなことが起きるのはどの国でも同じだ。のちの者が見たら不可思議なしきたりが培つちかわれるのはそのせいだろう」

　それはともかく、と蘇芳は話題を変えた。「今はこのあとの話をしなくてはな」

「このあとの？」

「おまえはもう斎さい宮ぐうなんだよ」

　青磁がいらいらしたように卓を指先で叩たたく。「国の結界は安定している。俺も竜りゆう珠しゆの端はしくれだからわかる。おまえが斎宮なのはもうどうしようもない事実だ。──だから、官どもにも、それを認めさせなきゃならん。そうしないと鬱うつ陶とうしくてたまらんからな」

「まあつまり……」

　蘇芳が言いにくそうに口ごもる。「白雪、君には斎宮らしくしてもらわなければならないということだ」

「斎宮らしく？」

「官たちは、血筋とか見た目とか、体てい裁さいにうるさいんだ」

　琥珀が兄のあとをつづけた。

「だから、おまえの立たち居い振ふる舞まいをなんとかしなけりゃならんというわけさ」

　青磁はきっぱりと告げた。

「わたし？」

　白雪はきょとんとする。

「城外で育ったおまえなんか、しょせん山やま猿ざるも同然の小こ汚ぎたない小こ娘むすめだ」

　青磁の言葉に、白雪は思わず立ち上がった。

「何よそれは！」

「俺は別にそれでもいいと思うが、官どもは、他人の欠点をあげつらうのが三度の飯めしよりも好きなんだ」

　気色ばんだ白雪を遮さえぎって、青磁はつづける。「やつらに侮あなどられたくなかったら、どこから見ても深窓育ちに見えるような立ち居振る舞いをせにゃならん」

「僕らは今の君のほうが、民たみは好感を持ってくれると思うんだ。今まで旅ばかりで苦労してきたというのも、親近感を与あたえると思う。でも、城内でそれは通用しない」

　琥珀が冷静に分ぶん析せきした。

「ちょっと待って！」

　たたみかけられるように言われ、白雪は慌あわてた。

「官の前だけ、澄すまし顔して、お淑しとやかに振る舞えりゃいいんだ。ふだんは今まで通りでもかまわん。っていうか、無理だろ、おまえには」

「どっ、どういう意味よっ、それは！」

　あまりにも失礼な青磁の言いように、やっとのことで白雪が反論すると、窓扉の向こうから爆はぜるような笑い声が聞こえてきた。

　一同はそろってそちらへ顔を向ける。

「青磁、その言いぐさはねえだろ、無理って！」

「刑ぎよう部ぶ卿きよう！」

　青磁が叫さけぶ。

「窓から失礼」

　刑部卿は笑いをこらえながら、足もとの窓まど枠わくを軽く越こえてやってきた。

　彼は素す早ばやく近づいてくると、白雪の肩かたに手を置いた。

「いい子だなあ、嬢じようちゃん。さすが、俺らの姫ひめの娘だけあるぜ」

　近所の子を誉ほめるように気安い口調で刑部卿は言った。

「母さんを、知ってるんですか」

「刑部卿佳か春はるどのは、白鷺さまの騎き士しであらせられたんだ」

「なんだよ青磁、畏かしこまった物言いしやがって。気色わりぃ」

　揶や揄ゆされて青磁は押し黙だまった。頰ほおが赤らんでいる。それを見て白雪は、青磁の肌はだの白さを改めて知った。

「今でこそ刑部卿なんかになっちまったけど、昔は一いつ介かいの侍じ者しやだったんだぜ、この俺さまも」

　刑部卿は今度は白雪の頭に手を置いた。そのぬくもりに、白雪は奇き妙みような懐なつかしさを覚える。

「さっきの道延さんも、母さんの騎士だって聞いたわ」

「そうそう、俺と道延の他にあとふたりいて、四人でお守まもりしてたんだ。──だけど、白鷺さまが斎さい宮ぐう殿でんから出られなくなって、任を解かれちまったがな」

　出られなくなって、と言ったときの佳春の表情の暗さに、白雪は胸を衝つかれた。

「……ごめんなさい。それは母さんがわたしを産んだせいね」

　白雪は思わず謝った。

「嬢ちゃんが謝るこたねえぜ。──謝るなら、俺だ」

　佳春は手を振る。「嬢ちゃんの母君を守る騎士でありながら、その役をまっとうできなかったんだ。俺たちがもっとしっかりしてれば、周りに知られずに嬢ちゃんに生まれてもらうことだってできたはずなのになあ……」

「そんなことをしたら、それがばれたときに、母さんだけでなく佳春さんたちも罪に問われたでしょう？　母さんはそんなふうに佳春さんたちを巻き込みたくなかったと思うわ」

　白雪が言うと、佳春の表情が明るくなる。

「ありがとうな、嬢ちゃん。嬢ちゃんはいい子だな」

　ほめられて、白雪は思わず笑え顔がおになった。佳春の言葉で、胸の中があたたかくなったような気がする。

「……ただ、嬢ちゃんがいくらいい子でも、俺にとっちゃ、姫さまってのは嬢ちゃんのおふくろさんのことなんだ。いつまでもな。──それをゆるしてくれないか」

「……はい」

　白雪は笑うのをやめた。ぎゅう、と胸の奥がひきつれる。

　この人は、母をとても大切に想おもっていてくれたのだ……今も、想っているのだ。

　そう考えると、うれしいような、悲しいような、どちらともつかない感情がこみ上げる。

「なあ、そうだろう、道延」

　佳春は、廊ろう下かに向かって開かれたままの扉とびらに向かって呼びかける。

　扉の陰かげから、呼びかけに応こたえるようにして道延が現れた。

「刑部卿、窓扉からのお出入りはご遠えん慮りよ願います」

　居間に入ってきた道延は、呆あきれたように言った。

「気色わりぃからやめろ、そういう口のききかたは」

「……おまえは刑部卿だろう！　もっと礼れい儀ぎ正しくすべきだ！」

　つかつかと近づいてきた道延の言こと葉ば遣づかいががらりと変わる。子どもを叱しかりつけるような口調だった。だが、叱りとばされているほうは涼すずしい顔をしている。
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「おいおい、上司にあんなこと言ってるぜ。どう思う、青磁」

　名指しされ、青磁は戸と惑まどいの表情を怜れい悧りな顔に浮かべる。

「どう、とは……」

「真ま面じ目めに取り合うな、青磁。こいつは人をからかうのが何よりの楽しみなんだ」

「人を、じゃねえぞ。頭のかたいやつを、だ」

　佳春は悪びれもせず訂てい正せいする。道延は苦い顔をした。

「まったく、八公に上がったというのに、おまえは一介の侍者だった昔と何ひとつ変わらん」

「八公って言ったって、先代の跡あと継つぎがいなかったから養子扱あつかいで継ついだだけだしな。俺がどう変わると思ってんだ」

　佳春は楽しそうにつづけた。「おまえだってちっとも変わっちゃいねえぜ、道延。頭のかてぇところも、何もかも」

「ふたりとも、仲がいいんですね」

　白雪は、ふたりをそれぞれ見比べて、言った。

　ぷ、と琥珀がふき出す。

　佳春と道延がなんとも言えない表情を浮かべて顔を見合わせた。

「……とにかく」と、蘇芳が話を引き戻す。「そういうわけで、白雪には明日からしばらく、ひいな、──側そば仕づかえ見習いとして働いてもらうことになった」

「えっ」

　驚おどろいて白雪は蘇芳を振ふり返った。

「ひいなって、ひよこってこと」と、琥珀が説明する。「半人前って意味なんだ。でも可愛かわいいでしょう」

「ひよこ」

　確かに可愛らしい印象だが、半人前という単語に白雪は複雑な気持ちになった。

「もちろん身分は隠かくして、夏乃の紹しよう介かいということにする。ひいなが働くのは午前だけで、午後は礼法や教養の講義を受けるから、しばらくすれば城内にいてもおかしくない立たち居い振ふる舞まいができるようになるだろう」

「働くってことは、お給金が出るのね」

　気になって尋たずねると、佳春が爆ばく笑しようした。蘇芳も、笑いをこらえているような顔になる。青磁は憮ぶ然ぜんとし、琥珀はうなずいていた。黒曜は微笑ほほえんでいる。

「そうだよね、労働するんだから、……ひいなでもお給金はいただけるよ。白雪の分は夏乃に渡わたるようにしておくから、あとで受け取ってね」

　琥珀はつづけて説明した。「それから、ひいなの講義には有志が赴おもむいてるんだけど、期間限定で僕らが出向くことになったんだ。礼法の講師は青磁で、教養は僕が受け持つし、武芸は蘇芳と黒曜が行くよ。毎日誰だれかしらには会えるから、何か不都合があったら言ってね。もっとも、講義中は先生と生徒として振る舞うけど」

「そりゃあいい。青磁はこれでも、高貴なる方々に付き従ってお守りする侍者だ。立ち居振る舞いも完かん璧ぺきだぜ。道延にしごかれてたからな」

　佳春の声に、白雪は思わず肩を落とした。青磁の口うるささ口くち汚ぎたなさは、会って少ししか経たっていないのに身に染しみていたからだ。

「教養に関してわからないところがあれば、書しよ籍せき館かんに来てくれれば僕が教えるし」

「書籍館って、星せい曜よう館かんづきのか？」

　ふいに、白雪の影からするすると千白が立ち上がった。

　佳春と道延が、ほとんど同時に腰こしの刀に手をかける。

「お待ちください！　それは、その、……神ですから！」

　青磁が慌あわてて制止する。

「神ぃ？」

「白雪は輝キ石セキノ神カミを顕けん現げんさせたんです」

　蘇芳の説明に、佳春と道延は顔を見合わせ、それからもう一度、白雪と千白を見た。

「千白……」

　立ち上がり、白雪は千白を見上げるが、先ほどのことを思い出して目を伏ふせた。

「白雪、さっきは気を悪くさせてすまなかった」

　千白は白雪に近づくと、顔を近づける。「千白は人の心の機き微びがわかっていないと、前にもよく言われていた。なのにそれを忘れていた。本当にすまなかった」

　白雪は目を上げる。

「千白は悪くない、ごめんね……わたしが無理を言ったから」

　謝るのは自分のほうだ、と思った。

「いや、千白が悪かったんだ。白雪は千白に何を言ってもいい、何をしてもいいんだから」

「千白、そんな…」

「あの、ええと……話を戻していいかな？」と、琥珀が言いにくそうに口を開く。「書籍館っていったら、城内には星せい曜よう館かんづきのしかないけど……」

「だったら千白は入れないな。入り口に書いてあるだろう。『輝キ石セキノ神カミ入るべからず』と」

　琥珀は目を瞠みはった。

「あれって、冗じよう談だんやいたずらじゃなかったんだ！」

「だから、黒ハル猫ノ神カミの像が入り口に置いてあるだろう。書籍館内で斎さい宮ぐうを守るのはあれだ」

　白雪は目を瞬またたかせた。また聞いたことのない神の名前が出てきたからだ。

「はるのかみって？」

「黒猫隊の名めい称しようのもとになった黒猫の神さまだよ」

　犬神は他ほかの国の土地神で聞いたことはあるが、猫の神は初めて聞いた。

「どんな神さまなの」

　興味を持って白雪は尋ねた。

　もとは狼おおかみと同じ種だったといわれる犬は、人間によく懐なつき、狩かりなどでも役に立ってくれる。牧羊犬、番犬として飼う家も多い。

　だが猫は、鼠ねずみの害にくらいしか役には立たない。路地裏の日当たりのいい場所でまるくなった猫たちが集まって眠ねむっているのを見たことがあるが、昼ひる寝ね以外にすることはないのだろうかと思った。国や土地によって、猫は『寝てばかりいるのんきもの』の代名詞だったりする。

「一いつ緒しよに昼寝をしてくれる」

　ぼそりと黒曜が呟つぶやいた。

「……それで神さまなの？」

　白雪は黒曜を振り返った。

「猫がふくふくと寝てばかりいられ、子どもが笑顔でいられる国がよい国だと国祖がおっしゃったから、我が国では猫の昼寝は平和の象しよう徴ちようなんだ」

　黒曜が、低い明めい瞭りような声で説明した。

「昔は子どもだけの守り神だったんだよ。十四歳から十六歳の女の子だけを守ってくれてたんだ。ちょうど白雪くらいの年ねん齢れいの子だね」

「どうして女の子だけ？」

「国祖の妃きさきを助けて、それ以降もずっと付き従ったのが由来だから」

「黒ハル猫ノ神カミといったら、今では助け手も意味する」と、青磁が説明を引き継いだ。「だから、災害救助に出向く部隊に黒猫の名が冠かんされているし、施せ療りように携たずさわる療りよう部ぶ省に所属している」

「他にもいろいろいるなあ、我が国だけの神ってな」

　佳春が口を挟はさむ。「初代八公は全員が神として祀まつられてるし」

「あの八人が祀られてるなんて、おかしな話だ」と、千白が言った。

「千白、知ってるの？」

「もちろんだ。まあとにかく……千白は書籍館には入れない。仕方ないから、そのときは白雪から離はなれているな」

　とん、と千白は再び宙に浮いた。「どうも千白と白雪のつながりが安定していない感じがする。だからたびたび離れるかもしれないが、白雪が危ない目に遭あいそうになったらちゃんと助けに来るから、不安になる必要はない」

　白雪は思わず眉まゆを寄せた。

「うまくいかないのは……わたしが、あんなことを言おうとしたから？」

　死者を蘇よみがえらせてほしい、と。

「ちがう」

　千白はちょっと笑うと、手を伸のばして白雪の頭を撫なでた。「白雪に被かぶせられているこの膜まくが、少し、千白の感覚を鈍にぶくするだけなんだ。千白は白雪の気配についていくために、必要以上に気を張らなければならなくなっている。それが少し、つらい。そのうち慣れると思う。だが、この膜の中に自然に入り込める方法があるなら探したいんだ」

「膜って、術なの？」

「いいや。皮ひ膚ふの上にもう一枚、薄うす皮かわを被っているようなものだ。白雪の髪かみや目の色が昔と違ちがうのは、膜がかかっているからだ」

　琥珀の問いに、千白は説明する。

「じゃあその『膜』を取れば、白雪は昔みたいな色に戻る？」

「もちろんだ。だが、千白には取れない」

　琥珀がつづけて問おうとしたのを察したのか、千白は言った。

「……思ったより役に立たねえんだな、輝キ石セキノ神カミってのは」

　ぼそりと青磁が言う。蘇芳がその袖そでを引いて注意した。

「ばかを言うな」

　ふふんと千白は鼻を鳴らす。「千白はおまえよりはよほど役に立つぞ。空も飛べるし、古いこともたくさん知っている。思い出すのに時間がかかるが」

「年寄りかおまえは！　すぐに思い出せなきゃ意味もねえだろう」

　青磁はどうも千白と合わないらしい。指先を突つきつけて糾きゆう弾だんした。

「ああ、千白は年寄りだぞ」と、千白はさらりと言う。「なんといってもこの国がなかったころにこの名と姿をもらったんだからな。年寄りはもっと敬うやまえ」

　さらりと返された青磁は、返す言葉を見つけられずぎゅうと唇くちびるを引き結ぶ。それを見て千白はにやにやしながら話を戻した。

「白雪に被せられた膜を外せるのは被せた者だけだし、被せた者は悪意があってそうしたわけじゃない。むしろ白雪を守ろうとしてやったんだ」

「……朱月が？」

　蘇芳がその名を口にする。

「ちがう」

　千白は指を立てて振ふった。「誰かわかっているが、教えてやらない。──千白は役立たずの神だそうだから」

　みるみるうちに青磁の顔が険悪な色を帯びる。

　それを見て、佳春が口もとを押さえた。肩かたが揺ゆれている。この状じよう況きようを楽しんでいるようだ。

「じゃあな、白雪。影かげの中に戻もどったらただいまと言うから、おかえりと言ってくれ」

　去りぎわにそう言うと、千白は白雪の顔に顔を近づけた。白雪が戸と惑まどって身を引く前に、鼻の頭が擦すれ合い、一いつ瞬しゆんで離れる。

　子どものようなそのなごりを惜おしむしぐさに、白雪は思わず微笑ほほえんだ。

「いってらっしゃい」

　白雪以外の全員が呆あつ気けにとられる中、千白はくるりと身を翻ひるがえした。途と端たんにその姿は白しろ銀がねの毛皮に覆おおわれた狼となって、あけ放たれた窓から跳とび出す。

「……あれが、この国を守る輝キ石セキノ神カミなのか」

　道延が、何やら感かん慨がい深ぶかげに呟いた。










　神杖より南にある長ちよう汀てい国は、まだ気温が高く、秋の気配もわずかだった。

「……何をしている」

　夕刻、さらに南の海辺から吹ふく風も冷たいころになると、浅あさ緋ひは城下に与あたえられた屋や敷しきに戻る。以前はほとんど城内に詰つめていたが、最近は毎日きちんと帰宅していた。与えられた屋敷は太子づきの術師にしてはそれほど大きくなく、使用人も数えるほどしかいない。

　屋敷は独特の形をしていた。細長い棟むねが四つ、壁かべのように四角く建てられていて、中央は庭になっている。四つの棟のどこからでも、窓さえあれば中庭の中央にある噴ふん水すいが眺ながめられただろう。だが、どの棟にも中庭に面した壁に窓はない。

　円形の噴水は、今は流れが止まっていたが、水すい盤ばんの中の水は赤く染まっていた。

「見てわからんか」

　水盤のふちに腰こしかけた男は、頭を上げて浅緋を見た。その両手は赤く染まり、手には小鳥の死体がある。

「術を試ためしたいなら、もう少し穏おだやかな方法にしてくれ」

　水盤の周りには鳥の羽が散らばっている。水を飲みに来た小鳥で何かを試そうとしたのだろう。使用人で試されなくてよかったと浅緋は思った。

「かわいそうなことを」

　浅緋は近づいて、男の隣となりに腰かけた。その手を開かせ、小鳥の死し骸がいを取り上げる。冷たく固まった死骸は、浅緋を暗い気分にさせた。

「そうだな」

　朱月は呟いた。「返魂かえしができても、結霊むすひが巧うまくいかん。ちいさな生きものならなんとかなるのではないかと思ったんだが」

　禁きん呪じゆの成否を易やす々やすと口にする男、──朱月に、浅緋はこっそりと溜ため息いきをついた。

　浅緋が初めて会ったときから朱月の竜りゆう珠しゆは強大だったが、だからといって禁呪を使いこなせるほどではなかったはずだった。

　小鳥の声が聞こえたような気がした。頭こうべをめぐらせても姿は見えない。集中すると、小鳥の霊れいが庭をさまよい飛んでいるのがわかった。

　浅緋は小鳥の死骸を手にして立ち上がると、噴水の周りの花か壇だんに行き、膝ひざをついた。土に小鳥の亡なき骸がらを置き、穴を掘ほって埋うめる。

「腐くさってしまうな」

「それでいいんだ」

　浅緋は小鳥の死骸を埋め終わると、立ち上がってそう言った。「腐ったら、土の養分になる。そこから芽が出て、花が咲さく」

　それが正しい命の循じゆん環かんだ。

　朱月はその循環から外れてしまった。──そうさせたのは浅緋だ。

　あのとき、浅緋が朱月の命を惜しまなければ、長きにわたって苦しむこともなかったはずだ。──浅緋も、朱月も、そして数多あまたの人々も。

　浅緋は、小鳥の霊の気配へ手を差し出した。霊が指先にのってくるのを感じる。ゆけ、と念じると、すうっと霊は消えた。

「内々の話だが、──神杖の新斎さい宮ぐうが決まったようだ」

　浄じよう霊れいを済ませてから告げると、朱月がぴくりと身を震ふるわせた。

「……ずいぶんと早耳だな」

「今は散さん光こう信しんが大陸中を駆かけめぐっているからな」

　結ユイの大陸内のどこのどんな国も、術使いがひとりいれば、その国で起きたさまざまなできごとを──外交上、差し障さわりがない程度ではあったが、他国の者も知ることができる。風や水、あるいは地脈を伝えたり、ひかりを使ったりと方法はさまざまだ。

　その伝達法のうちのひとつ『散光信』は、術による光伝達を使った正確で強固なものだ。今では人力による飛ひ脚きやくや早馬、狼煙のろしを使った遠方への合図や訓練された鳥による手紙のやりとりなどより重ちよう用ようされていた。

　術使いの掟おきてとして、偽いつわりの情報は流さぬこと、人命に関かかわることは徒いたずらに煽あおり立てぬこと、などいくつかの戒いましめが明文化され理法として成立しているからこそ、情報を得る手段としてこれほどまでに重きを置かれているのだろう。

「年内には正式な宣せん旨じが発されるだろうというのが、諸国の予想だ」

「ふん」

　朱月は鼻を鳴らした。「あのままでよく彩さい姫ひに認められたものだ」

「あのまま？」

「術の知識は俺が教え込んだから正しいし豊富だが、式シキが打たれている。守護式だ」

　朱月の言葉に、浅緋は眉まゆを上げた。

　式シキとは、大洋を隔へだてた彼方かなたに在る解カイの大陸のみで使われる、術とは似て非なる法則だ。

　結ユイの大陸における『術』は、竜珠でなければ使うことが難しいが、『式シキ』は、文字を読み書きでき言葉を話せる者になら修しゆ行ぎようなどせずとも誰だれにでも使える。

　単純な式シキを組み合わせた『複式』でさまざまな現象を引き起こせられ、術ではできないことも可能とするが、術と異なって長くつづく効果は望めず、また命には関われないという。

「あの娘、生まれて三か月までは銀ぎん髪ぱつで目も空色だった。ところが俺に引き渡わたされたときには黒髪で目は藍あい色いろになっていた。竜珠による変化だとしても早すぎる。しかも、生まれたときより放つ光が薄うすくなっていた。それでも尋じん常じようではなかったが……白鷺を問い質ただしたら、祝福を受けて以来、このように変化したと」

　白鷺も、生まれたときと死んだときでは髪と目の色が異なっていた。子どものころは茶色の髪だったのが、娘を産むまでには銀髪に変化し、それ以降は金が混じった。目の色も、金色から淡あわい緑にまでさまざまに変化した。これは極端な例だが、竜珠はこのように目や髪の色が変化することがままあった。

「祝福？」

「白鷺の母親が授さずけたそうだ。──祝福と偽って、孫を守護する式シキを打ったようだな。それが膜のようにあの娘を覆っているんだ」

　その言葉に、浅緋は苦く笑しようした。朱月の口調が、どことなく苦々しげな色を帯びたからだ。何度かまみえたことのある白鷺の母親を、朱月は殊ことの外ほか、苦手としている。

　浅緋は、あの女も、その娘である白鷺も嫌きらいではなかった。ただ朱月と比べて縁えんが薄く、その本ほん性しようを知るまでに至らなかっただけなのかもしれないが。

「あの子は、──白鷺は何な故ぜ、死んだ」

　数えるほどではあるが、浅緋も白鷺に会ったことがある。といっても、彼女が短たん衣いを着て、脚あしを剝むき出しにし、城内の庭を走り回っていたような幼い時分だ。だから今でもそのころの少年めいた姿しか思い浮かばない。

　浅緋の中で、二度と会えなくなった者たちは、最後に会ったときの姿のまま変わらなくなる。

「ばかだったからだ」

　朱月は簡単に言った。「いとしい者を偽いつわりで無理やりにつなぎ止め、それに依よる呪のろいを我が身に受けたからだ。──自分が王位に就ついていれば、誰も苦しまずに済んだものを」

　そしてあの娘も生まれなかっただろう。

　朱月は、つい先ごろまでともに旅の途と上じようにあった娘を思い返す。

　傍かたわらにあって費ついやした十四年が、自分にとっていったいどのような意味を持つか、朱月にはまだわかってはいなかった。

　娘として育てた、あの少女。

「白雪、といったな」

　朱月の心を見み透すかすように、浅緋が呟つぶやく。

「俺がつけた名だ」

　朱月はうなずいた。

「……父と娘のままでいればよかったのに」

　浅緋の言葉に、朱月はきっと顔を上げる。

「おまえが言うのか？」

　朱月は糾きゆう弾だんした。「俺をこんな醜みにくい生きものにしてしまったおまえが言うのか！　普ふ通つうの人間として年を取ることもなく、ただ妄もう執しゆうに従って長らえているだけの俺に！」

　浅緋は反論しなかった。自分の犯おかした罪をよく知っていたからだ。

「あの娘もやがて年を取って、……他ほかの者たちと同じように死んでしまうだろうに！」

　その言葉は、あの娘の命を惜おしんでいるとしか、浅緋には聞こえなかった。

　十四年という歳さい月げつは、人としてありえないほど長く生きてきた浅緋や朱月にとっても、短いようでいて長い。その間ずっと一いつ緒しよにいた相手に、朱月はどのような影えい響きようを受けたのだろう、と浅緋は考えた。もともと、心のやさしい、情の深い男である。──だからこそ憎ぞう悪おも激しい。心に負う痛手も深い。

　あの娘、白雪は、朱月の心をさらに弱く、柔やわらかくしてしまっただろう。浅緋は確信した。

　ただ離はなれるだけならば事実を知らせて突つき放せば済む。なのにあんなばかげた芝しば居いを打った。そして娘の心にいつまでも残るように存在を刻みつけた。彼女の秘ひめる強大な力を思いのままに操あやつるなら、自じ我がを抹まつ殺さつして意思のない人形にもできたはずだ。なのに朱月はそうしなかった。妻と離れた男を装よそおい、旅の途上、難なん儀ぎをしつつも我が子のように育てつづけた。

　そう、血を分けた我が子のように。

「俺は死なない」

　浅緋は、朱月と目を合わせぬまま、うなだれて言った。「おまえのすることを見届けてやる。約束しただろう」

　──あの娘はいつか朱月を滅ほろぼすだろう、と浅緋は確信した。

　神杖の国祖の娘は、赤い髪かみをしていた。子どものころの浅緋と同じ色だった。

　巫かん覡なぎだった彼女は、浅緋に言った。

（この国にも、いつかさいごのときがくるわ。そのときは、わたしたちの末の妹がすべてを背負うでしょう。ひかり放つ子が）

　光の柱が天を貫つらぬき、自分たちの眠ねむる塚つかがほどかれる先さき見みをしたのも彼女だ。さすがに浅緋がそうするのまでは見通せなかったようだが……その先見は、ずっとずっと長いあいだ隠いん蔽ぺいされつづける予言となった。

（あなたはそれを見届けられるのね）

　うらやましそうに彼女は言った……

「もちろんそうしてもらう」

　朱月は、ひどく明るい声で言った。「おまえは、最後に俺が殺す」

　それも悪くない、と浅緋はぼんやり思う。

　顔を見ると、朱月は楽しそうに笑っていた。

「おまえさえいなければ、こんなことにはならなかった」










　そうして、白雪はひいなとして少女たちの集団に混じった。




　その日の午前中は南面庭園で仕事をした。庭園といっても、南面は北面と違ちがって、庭園というより農園、果樹園と呼ぶのがふさわしい状態だった。果樹園の世話をする舎人とねりたちが栗くりを拾うのを手伝った。

　くだらないおしゃべりをしながらする作業は思いがけず楽しかった。ひいなには、地方の末まつ端たん貴族や富ふ豪ごうの娘も多く、城内での側そば仕づかえ見習いというと優ゆう雅がな印象が強かったのだろう、雑ざつ役えきにかり出されて不服そうな者もいるが、少なくとも白雪は楽しい。初めての作業なのでいろいろとわからないことが多く、要領も悪かったのだが。

　めんどうみのよい迦純は、白雪がよほど頼たよりなく見えるのか、何くれとなく世話をしてくれる。性分なのだろう。他の少女たちにも頼られていた。白雪と迦純は、課せられただけの量をどれだけ早く拾えるか、というこつから、田舎いなかの話までした。

　白雪に話せることなど少ないので、もっぱら迦純の話を聞いた。

「小雪は、斎さい宮ぐう殿でんの夏乃さまにご縁えんがあるのよね」

「うん、……母さんが、お世話になってたの」

　栗のいがを防ぐために、分厚い手て袋ぶくろをはめて、草むらにしゃがみながら、栗を籠かごに入れる。それでもいがが鋭するどくて、指の皮ひ膚ふに刺ささることもあった。

「うちは、おじいちゃんが先代の陛下の侍じ従じゆうだったの」と、迦純は器用に栗を拾いながら、言った。「先代の陛下がお気に入ってくださってたから、本当はもう少し財産が残ったはずなんだけど、借金とかいろいろあって、今は家族みんなが食べていくのがせいいっぱいで……わたしは長ちよう子しだから、働ける年になってすぐにここに来たの。お給金はみんな実家に送ってるわ」

　そう言いながらも、迦純の表情は明るい。

「じゃあ、自分には全然遣つかってないの？」

　白雪は驚おどろいて訊きいた。衣服は支給される制服があるし、食べるものや寝ねるところには困らない。しかし、書記に使う教材や筆、墨すみ、また石せつ鹼けんなどの消しよう耗もう品ひんは自分でお金を出さなければならないのだ。

「だって、いらないじゃない。お裁さい縫ほうに必要なものは貸していただけるし」

「筆とか、墨はどうするの」

「組で上から五番めまでの成績のよい者には、無料で支給されるわよ。石鹼は、お掃そう除じ競争で入賞したときにいただいたものを使ってるの」

「迦純、頭いいのね」

　白雪が感心すると、迦純は照れたような顔をした。

「妹や弟たちに教えたりしてたから、何度も同じこと繰くり返してて、よく憶おぼえてるってだけよ」

「迦純の兄弟って、どんな子たち？　わたし、兄弟いないからよくわからないんだけど……兄弟って、どんな感じがするの？」

　興味を持って、白雪は尋たずねた。白雪にとって、家族は父だけだった。父以外の存在とは、どのように感じるのだろう。

「弟がふたり、妹は三人いてね、……弟は、上はよくいうことをきくけど、下が腕わん白ぱく坊ぼう主ずで手がつけられないわ。妹たちは甘ったればっかり。末っ子はいつも母さんにくっついて離れないのよ。──でもみんな、わたしにとっては大切で可愛かわいい子たちなの」

　語る迦純の目は、懐なつかしそうに細められている。「この栗、どうするか知ってる？」

「ううん」

「実を甘く煮にて葛くずをからめて、食後の甘かん味みに出すのよ。でも、位の高い方の口にしか入らないわ。とてもおいしいの……妹たちが好きなのよ。いつか好きなだけ食べさせてあげたいわ」

　あたりに落ちている栗の数が少なくなっていた。先に来た者たちが拾っていったのだろう。

「斎宮の姫さまもお召めし上がりになるんでしょうね。お残しにならないといいけど」

「姫さまはお残しにならないと思うわ」

　白雪が力を込めて言うと、迦純は一瞬、戸惑ったような顔をしたが、そうね、とでもいうようにうなずいた。

　それから、立ち上がると迦純は、自分と白雪の籠を見比べる。

「わたしはもう充分だけど、小雪……」

　白雪の籠の中の栗は、まだ規定量に達していない。

「いいわ、先に行って」

　白雪は迦純を見上げた。「ひとりでできなきゃだめなんでしょう、これも」

　迦純はそれにすまなさそうな顔をして、うなずいた。




　時間ぎりぎりで規定量に達した籠を、果樹園の入り口まで持って行くと、実を数えている舎人の中に黒曜が混じっていた。籠を抱かかえた白雪にすぐに気づいて、黒曜は顔を上げて微笑ほほえむ。が、周りに他のひいなたちがまだいたので、声はかけてこなかった。

　舎人のひとりに籠を渡わたすと、中身の数を数え始める。それを待っていると、ふと、背後に人の気配がした。振ふり向かなくともわかる。黒曜だった。後ろで何か作業をしているらしい。

「だいじょうぶか」

　周囲の者たちに聞こえないくらいの小さな声で問われる。白雪の前では、舎人がしゃがんで栗を数えている。声に出さず、白雪はうなずいた。それから、竜りゆう珠しゆのあいだでのみ使われる心しん語ごを試ためしてみる。

（たいへんだけど、楽しい）

（それはよかった）

　うまく伝わったらしい。黒曜も言葉でなく心語で返してくる。

　舎人が栗を数え終わると、顔を上げた。

「本当はいがをとってもらうところまでやるんだけど、あんた初めての子でしょう。もうお昼だから、行ってもいいよ」

「ありがとうございます」

　気き遣づかいがうれしくて、白雪は頭を下げる。

　食堂のある棟むねへと駆かけ出す直前、ぽん、と大きな手が肩かたを叩たたいてくれた。

（おつかれさま）

　もちろん、黒曜だった。




　それでも昼食には遅おくれてしまった。

　食堂はいっぱいで入れない。戸口で何人もの少女たちが待っている。白雪はおとなしく列の最さい後こう尾びについた。食べる時間は短くなるが、午後の最初の講義の時間、白雪の所属する東組は休みだったので慌あわてなかった。

「あら、小雪、また遅おそくなったの」

　廊ろう下かの壁かべに沿って並んでいると、食堂から出てきた少女の集団から声がかかった。今朝、斎宮の姫君がどうのと言っていた者たちだ。

「またとろとろやってたんでしょ、どうせ」

　白雪はちらりと彼女たちを見たが、何も言わなかった。

　それをばかにされたと思い込んだらしい。少女たちの中から、ひとりがやや険悪な顔をして近づいてくる。

「ちょっと小雪、人が話しかけてるんだから返事くらいしなさいよ」

「食べたばかりなのに、お腹なかすいてるの？」と、白雪は尋ねた。「そんなにいらいらして」

　その言葉に、彼女はきりきりと眉まゆをつり上げた。

「あんたなんでそんなに偉えらそうなのよ。入ってきたばっかりのくせに、青磁さまに特別に礼法を教えてもらってるんですって？」

「礼れい儀ぎ作法がなっちゃいないって言われたの。それで別に頼たのんでないのに居残りさせられてるのよ」

「別に頼んでない、ですって！」

「今の、聞いた？」

　少女たちが口々にわめく。白雪は思わず後あと退ずさった。

　旅の途と上じようで大人の男に恫どう喝かつされたり冷ややかに睨にらまれたりするのには、腹が立っても逆に頭が冷えてより冷静になれ、怯ひるむこともなかった。

　しかし今のように、同年代の少女たちに詰つめ寄られるような経験はなかったので、どう対処すればいいのかわからない。喧けん嘩かだって、男の子とつかみ合いや殴なぐり合いをしたことはあっても、女の子とは口喧嘩しかしたことないし、その場合は、気き後おくれした白雪が沈ちん黙もくして終わってしまうのがつねだった。

「青磁さまは青竜隊のうえに斎宮の姫さまをお守まもりなさる騎き士しさまでもあるんだから、お忙いそがしいのよ！」

「なのにあんたみたいな新入りにわざわざ時間を割さいてくださってるのよ。感謝の気持ちもないの？」

「感謝はしてるけど……」

　教養と武芸はともかく、礼法が白雪は本当に苦手だった。この一いち旬じゆんで受けた礼法の講義ではすべて居残りを命じられている。同じ組の少女たちがいなくなったあとは、青磁の罵ば詈り雑ぞう言ごんを受けながら、歩き方や立ち居振る舞いの所作を延々と繰り返させられるのだ。

　正直、斎宮になるために礼法を叩き込まれると先に知っていれば、なる、と言わなかったかもしれないと思うほどにきつく、礼法の講義があった翌日は筋肉が痛むほどだった。それも、今まで城内のしきたりなどをまったく知らずにきた白雪を礼儀正しいお淑しとやかな斎宮に仕立て上げるため、通常ならば二年や三年かけて会え得とくする作法を短期間で身につけさせようと凝ぎよう縮しゆくした特訓のせいもあるだろう。

「何を騒さわいでいるの」

「小雪！」

　監かん督とくの由永が、迦純とともに現れた。どうやら、迦純が騒そう動どうに気づいて呼んでくれたらしい。

「あなたたち、入ったばかりでよくものもわかっていない子を責め立てるのが楽しいの？」

　由永の言葉に、白雪に詰め寄っていた少女たちは押し黙だまった。

「小雪、だいじょうぶ？」

　迦純に訊きかれ、白雪はうなずく。いたたまれなさがすうっと消えていく。どうやら迦純に心配されたことがうれしかったようだ。そんな自分の心の動きに、白雪は戸と惑まどった。今まで同年代の少女に、このように気にかけてもらったことはなかった。こんなことは初めてだった。

　これが友だちというものなのだろうか、と考える。

「小雪も小雪よ」

　由永は今度は、白雪に向き直った。「ずっとあなたを観察していて思ったのだけれど、あなたの物言いは相手を怒おこらせやすいときがあります。それに、小雪、あなたはこの子たちの名前を知ってるの」

　問いに、白雪は改めて、自分に詰め寄っていた少女たちを見た。三人いる、というのをそれでようやく認にん識しきする。

「いいえ」

「まあっ」

　三人の中でもっともしつこく絡からんでいた少女が憤ふん慨がいしたような声を上げた。

「もっと敬意を持って人に接しなさい」

　由永がたしなめる。「あなたの態度が、相手を不ふ愉ゆ快かいにさせているかもしれないと、考えたことが今までにありましたか？」

「……ありませんでした。それで不愉快になっているとも思いませんでした」

　白雪は正直に答えた。

「相手をしっかり見れば、自分の言ったことで何を感じたか、それがどう思われたか、ある程度はわかるようになります。あなたは自分に話しかけてくる相手を、あまり見ていないわ。いいえ、見てはいるけれど、気にとめてないのね。人はそれを侮ぶ辱じよくと感じる場合もあるのです。あなたも、自分が謂いわれなく侮辱されたら腹立たしいでしょう」

「はい」

　由永の言葉は理解できた。

　確かに白雪は今まで他人のことを気に留めていなかった。父がいればそれでよかったのだ。

　これからはそういうわけにはいかない。斎宮になったのだから、みんなのことを考えなくてはならないのだ。

「あなたたちは休み時間に廚ちゆう房ぼうの手伝いをなさい」

　三人は由永に告げられ、目を丸くした。

「そんな……！」

「わたしたちが悪いっておっしゃるんですか」

「あんまりです」

「小雪は今から、駅まで行くこと。みんなの手紙を出してきてください」

「えっ」

　白雪は思わず声を上げた。昼食にありつかないまま、作業をさせられるとは。しかも駅がどこにあるかも白雪は知らない。

「早くお行きなさい。わたしから命じられたと廚房頭がしらの舎人とねりに報告すること。あとで確認しますからね」

　由永に言われ、三人は渋しぶ々しぶ、今来た場所へと戻もどっていく。

　由永は白雪の腕を取る。

「あの、由永さま……」

　迦純が心配そうな声を出した。「小雪は、その、悪気があったわけじゃないと思うんです」

「そんなに心配しないで。ひどいことをするわけじゃないんですから」

　由永は、安心させるように迦純に笑いかけると、白雪の腕を取ったまま歩き出した。廊下の角を曲がると、白雪に向き直る。

「小雪、あなたは西から来たと聞いています。ならば城内どころか、この国のこともよく知らないんでしょう。いい機会ですから、手紙を出すついでに、少し見て回ってらっしゃい」

　白雪は目を瞬しばたたかせた。

「そんな……いいんですか？」

「斎さい宮ぐう殿でんの夏乃さまから、あなたを気にかけてくれと言われています」

　由永は表情を変えず、冷静に言った。「わたしは夏乃さまにお世話になってここに来ました。ここにいるひいなはみんな、誰だれかしら、城内で働く者の縁えん故こをたどって入城しています。夏乃さまに縁があるあなたは、わたしとも縁があるということなのでしょう。できれば姉し妹まいのようにおたがいを思いやれるようになりたいとわたしは思っています」

　性格なのか、由永は淡たん々たんと話す。感情は込こめられていないが、義ぎ理り堅がたさを強く感じた。それは不快ではない。むしろ信しん頼らいに足りる気がして心ここ地ちよい。

「……はい」

　白雪は、迦純のように自分を気に留めてくれる者が他ほかにもいると知って、不思議と安らいだ感覚をおぼえた。

「小雪は長く旅をつづけてきたのでしょう」

「はい」

「人との距きよ離りがうまく取れないのはそのせいもあるでしょうが、あなたの性格にも問題があると思われます。すぐに変えろとは言いませんが、そのままでいたら、あとでもっと苦労するかもしれません。今のうちに、直すことができるなら直したほうがいいわ。無意識だと思うけれど、人を見くだしているように見える言動がありますし」

「見くだすなんて、そんな」

　思いがけない評価に、白雪は反論した。

「自分はそのつもりではなくても、人にはそう見える態度だということです」

　その言葉に、白雪ははっとする。

「そういうふうに、見える……」

「人は、家族でもない相手の内面まで慮おもんぱかることはしません。見えるものだけで評価します。相手を不快にさせたくなかったら、自分がされて嫌いやなことをしないのは当然ですが、その判断を自分の尺度だけに頼たよってはなりません」
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　由永の説明はよどみない。「あなたは旅をつづけてきたというわりに、知らないことが多いように見受けられます。きっと、よほど強く守られてきたのですね」

　白雪はうなだれた。

　そうだ、父はずっと守ってくれていた。白雪が感じていた以上に強く。

　だが、これからはそういうわけにはいかない。自分の身は自分で守らなければならないし、……斎さい宮ぐうとして、もっと強くならなければならないのだから。

「夏乃さまからうかがったのですが、あなたはもう身寄りがないそうですね。帰るところがないのならば、ここで生きていくために、ここで必要な理法に従わなければなりません。そのことは他の場所でも役に立つと思いますよ」

　確かに由永の言うとおりだ、と思った。

「わかりました」

　納なつ得とくした白雪がうなずくと、由永は微笑ほほえんだ。

「あなたは素す直なおなところが長所ですね」










　駅は聖せい都と天てん藍らんにたどり着く国内すべての街かい道どうの終点である。城下の西せい端たんにあると教えられ、白雪は徒歩で城下街へ出た。

　正直な話、外へ出られるのはうれしかった。ひいなのみんなが家族にあてた手紙を預かって郵便に出すという重要な任務も苦にはならない。慣れない礼法や勉強より、こうして動きまわるのが白雪は好きだった。

　ただ、空腹感はかなり強くなっていた。まだ給金が出ていないのでお金をまったく持っていなかった白雪に、由永がいくらかの小銭を貸して特別に外食をゆるしてくれたので、早く用事を済ませて何かを食べようと、白雪は手紙の詰つまった袋ふくろを背負って早足で歩いた。

　真昼の明るい太陽の下もと、秋だが気温は高く、早足で駆かけるとうっすら汗あせばんだ。荷車や馬が行き交かう埃ほこりっぽい道の端はしを、白雪は荷袋を背負ってひたすら駅を目指した。

　小一時間ほどもそうして歩くと、やがて丸屋根の建物が見えてきた。どうやら駅らしい。そのうち全ぜん貌ぼうが見え始める。

　駅は円形の土地に建てられていて、その中心を目指すように周囲から幾いく本ほんもの道が到とう達たつしていた。道を行く馬車の車輪の音、人々のざわめき、商人たちの声に白雪は郷きよう愁しゆうを感じる。

　こんなふうに、ほんの半月ほど前までは、白雪もただ道を歩いて旅をしていた。──父とともに、いつまでもつづくと思っていた、旅を。

　ぎゅっ、と荷袋の紐ひもを握にぎる手に力を込める。

　父が死んだとき、自分はもう生きていけないかもしれないと考えた。

　だが、それでも生きている。生きていればお腹なかも減るし眠ねむくもなる。爪つめや髪かみも伸のびるし厠かわやだって行く。人ひとりが死んでも世界は変わらないのだ、と、白雪は身をもって知った。

　そして自分は何があっても生きて行かなくてはならない。斎宮として必要とされている限り。

　駅へ入っていくと、城の廊ろう下かより天てん井じようが高かった。梁はりには鳥が止まっているのが見える。天井は、四方位に色いろ硝子ガラスをはめ込んだ窓を設けているようで、床ゆかに落ちてくる光がさまざまな色をしていた。

　床に書かれた案内を読み解き、郵便窓口へ行って荷袋を渡わたす。荷袋はその後、返信とともに返されるから、白雪は身ひとつになって歩き出した。

　駅は活気に満ち、それが天藍を擁ようする杖州そのものの活気のように思えた。

　長く旅をつづけてきた白雪にとっても、天藍の駅はつくりからしてめずらしく、あたりをきょろきょろと見まわす。郵便の他にも、商人らしき荷の受け渡しをする人々が多く見られた。遠方から到とう着ちやくしたと思おぼしき人々の集団も見える。かれらは白雪と同じように、めずらしそうにあたりを見まわしていた。身なりがきちんとしてるから観光客なのかもしれない。

　それらを眺ながめていると、きゅっ、と胃のふちが空腹を訴うつたえた。それに反応するように、食欲をそそる匂においが鼻び腔こうをくすぐる。白雪は、その匂いにつられるようにして歩き出した。

　あたりに目を配りながら歩く白雪の足もとに、ふいに何本かの竿さおが倒たおれかかってきた。運ばれてきた荷が何かの拍ひよう子しでほどけたらしい。思わずとび退のくと、次いで子どもの悲鳴がした。

「やだ、はなしてよお」

　白雪が思わずそちらに目をやると、十歳くらいの子どもが、大男に胸むなぐらを摑つかまれて吊つり下げられているのが人だかりの隙すき間まから見えた。

「だったら、盗とったものを返せ！」

「あたしじゃないもん！」

「噓うそつけ、このがき！　早く俺の財さい布ふを返せって言ってるだろう！」

「ちがうもん、そんなことしてないもん！」

　白雪は人だかりを押しのけて前へ出た。小さな女の子は、摑まれた胸もとを揺ゆさぶられている。

「あたしそんなことしないもん！」

「何を言ってやがる、てめえ！　この薄うす汚ぎたない緑の服、救きゆう慰い寮りようのがきじゃねえか。どうせ食うに困って盗ったんだろう！」

　たたみかけるような男の言葉に、白雪は、震ふるえそうになる拳こぶしをぎゅっと握りしめた。昔、自分もあんなふうに難なん癖くせをつけられて罵ば倒とうされたことがあった。

　自分は父に助けられた。でも、あの子は──

「ちょっと、おじさん」

　思わず下腹に力を入れて怒ど鳴なると、ざわついていたあたりが静まり返った。

「あの子、お城の子じゃないの」

　白雪のひいなの制服を見て、誰かが言った。

「おやめよ、あいつは駅のあたりじゃ有名なろくでなしなんだよ」

「酔よっぱらいだし、すぐ人に絡からむし」

「あれで駅の警備団なんだから、たちが悪いったらありゃしない」

「逆らうとこっちが悪さしたみたいに上の人に言いつけられるし、たまったもんじゃないよ」

　何人かの止める声と同時に、誰かが手を伸ばして白雪の袖そでを引いたが、白雪はかまわず、さらに前へ出た。

「ああ、なんだ、このがきの仲間か」

　白雪に気づいた男が、乱暴に吐はき捨てた。

「ちがうけど、離はなしなさいよ。そんなちっちゃな子を締しめ上げて、楽しいの？」

　近づくと、男から酒の臭においがした。

「へっへえ……嬢じようちゃん、あんたが俺の財布の代わりになってくれるってのかい」

　男は子どもを叩たたき落とすと、白雪に向き直った。白雪は男を無視して子どもに駆け寄る。

「だいじょうぶ？　痛くない？」

　顔を覗のぞき込むと、涙なみだをぽろぽろこぼす目が白雪を見返した。

「あたし何もとってないよ！」

「うん」

　白雪はうなずく。「知ってるわ」

　見ればわかる。白雪は確信していた。

　この子は噓をついていない。盗ぬすみなど働いていない。

　誰だれに問うことも教えられることもなく、白雪にはそれがわかった。

　白雪の言葉に、子どもは目を瞠みはる。

「おねえちゃん、あたしの言うこと、しんじてくれるの……」

　白雪はその問いに力強くうなずいた。

「おい、嬢ちゃん！」

　肩かたに手がかけられるのを感じて、白雪はそれを引っぱたきながら振ふり返った。

　子どもを支えて立ち上がる。

　白雪は男の顔をじっと見た。

「あなたの財布は、さっき厠で落としてるじゃない！」

　白雪の口が、意思とは無関係に動く。

　男はその言葉に、目をぱちくりさせる。

「しかも、それをわかってて、憂うさ晴ばらしをしたくてこの子に難癖をつけただけね。恥はずかしいと思わないの！」

「な、にを言いやがる！」

　男は顔を真っ赤にして、白雪の腕うでを摑もうとした。白雪は子どもを半ば抱かかえるようにしてそれをかわす。人の輪が動き、野次が飛んだ。

「いいぞ、姉ちゃん！」

　白雪を摑もうとしていた手が拳になり、振り上げられた。白雪はそれを僅わずかな差でかわす。蘇芳と黒曜の武芸の講義は一度も居残りをせずに済んでいるから、たぶん体を動かすのは性しように合っているのだろう。

　だが、小さな子を連れてこの男を倒すことなどできない。冷静に男の動きを見切りながら、白雪は武器がほしい、と強く考えた。

　一いつ瞬しゆん後、熱を帯びた左手の中に何か堅かたいものが落ちてくる。思わず握ると、さきほど足もとに落ちてきた竿の一本だった。反射的に竿を両手で握り、突とつ進しんしてくる男の顔面に叩きつけた。

「なんだあの子、ありゃ術使いか？」

「ひいなでしょ、ただの。服見ればわかるじゃない」

「だけど、今、竿が……」

　ざわめく人々の中、竿の跡あとを顔に赤く残した男はのけぞったが、倒れなかった。

「てんめぇ～」

　膝ひざをついて、真っ赤な筋のついた顔を押さえうめく。

　さすがにそれ以上は相手をする気にはなれず、白雪は竿を放ほうり出すと、子どもの手を摑んで走り出す。

「待ちやがれ！」

　男の声が背後から追ってきた。




　街の通りをあてどなく逃にげ回ったが、男はしつこかった。公衆の面前で小こ娘むすめにやられたのがよほど腹立たしかったのだろう。

　走り疲つかれた白雪は、路地裏に置かれた樽たるの陰かげに、少女とともに身を潜ひそめた。

「ごめんね、おねえちゃん」

　白雪の右手を握にぎっている女の子は、すまなさそうに言った。

「だいじょうぶ」

　白雪はそれに笑ってみせる。

　不安だったが、この子にそれを知られるわけにはいかない、と思った。

「隠かくれてないで出てこい！」

　すぐ近くで乱暴な男の声がした。視線を上げると、路地の入り口にさっきまで白雪たちを追っていた男の姿がある。白雪は少女の手を握ったまま、口の中で姿隠しの呪じゆ詞しを唱える。そのおかげか、男は白雪たちに気づかなかったようだ。

「くそっ、どこ行きやがった、あのがきどもは！」

　いらいらと怒鳴りながら、男は路地裏から表通りへ駆かけ去っていく。

　白雪は小さく息をついた。ひとまず危険は去ったが、安心はできない。

　どうすればこの子を、帰るべき場所へ送り届けられるのか。

「おい」

　そう考えていると、別の男の声がした。「追われているのか？」

　白雪は息をひそめた。

　だが、子どもがぱっと飛び出す。

「おじちゃん！」

「お、茉まつ莉りじゃないか。おまえか、駅で騒さわぎを起こした子って」

「あたしなにもしてないよ！」

「……あなたは」

　白雪は、おずおずと路地裏へ出て、子どもの頭を撫なでている男を見た。表通りから射さす光のせいで顔がよく見えない。

「こりゃあ」

　感かん嘆たんするような口笛の音がして、聴きき憶おぼえのある声がした。白雪は目を凝こらして男を見た。

「ぎょ…！」

　うぶきょう、と言いかけた白雪の口を、飛びついてきた男がふさぐ。

「佳春、佳春だよ嬢ちゃん」

　慌あわてたように、刑ぎよう部ぶ卿きよう佳か春はるは言った。白雪がこくこくうなずくと、手を放してくれる。

「……佳春さん、なんでここに」

「おじちゃん、このおねえちゃんのこと知ってるの」

　茉莉が問う。白雪がどう説明しようかと困こん惑わくする前に、佳春が言った。

「ほら、このお姉ちゃん、御ご殿てんの服着てるだろう。少し前からお城で働いてるんだ」

「おねえちゃん、気をつけないとだめだよ。うちのおかあちゃんが、このおじちゃんは手が早いって言ってたから」

「茉莉、何をこまっしゃくれたこと言ってんだ。この嬢ちゃんは俺の守備範はん囲いじゃねえよ」

　佳春は何な故ぜか焦あせったように言った。「それよりおまえ、なんで駅なんか行ったんだよ、しかもひとりで。危ないだろう」

「にゃにゃが帰ってきてくれないかとおもって」

　茉莉はうなだれた。そのさまはしおれた花のようだった。

「七なな樹きが？」

　佳春の声がやわらいだ。「あのなあ、茉莉、七樹は……」

「いつか帰ってきてくれるよね？」

　茉莉は、うなだれたまま言った。落ちた涙で地面の色が変わったのが、白雪に見えた。

　その七樹という者を、茉莉が誰よりも頼たよりにし会いたがっているのがわかる。

「そりゃあ、あいつが帰ってこようと思えばな」

「約束したよ。帰ってくるって、言ったんだもん……」

「──だいじょうぶ」

　白雪はしゃがんで、茉莉の視線をとらえた。「生きてれば、絶対、また会えるから」

「生きてれば……」

　茉莉が繰くり返す。

「だから、その人にどうしても会いたかったら、何があっても、どんなことが起きても、諦あきらめちゃだめ。そして、その人がいつも元気で無事でいられるように、祈いのるのよ」

　白雪は言いながら、茉莉の手を取って合わせさせた。「お祈り、したことある？　どんな神さまにでもいいのよ……その人が、病気や怪け我がと縁えんがありませんように、次に会うまで自分を忘れずにいてくれますようにって」

　喉のどの奥が引きつって、声が出せなくなる。父の面おも影かげが脳のう裏りをよぎったが、なんとか笑うことができた。

「お姉ちゃんも、……会いたい人がいるの」

「わたしの会いたい人には、もう会えないの」

　白雪は首を振った。「もう二度と会えないのよ」

　ふと肩に手が置かれる。白雪が見上げると、佳春が笑顔を見せた。無理に笑ったような、悲しげな笑顔だった。

　彼にも、二度と会えない人がいるのだなと、白雪は思った。










　救きゆう慰い寮りようは駅の近くにあった。正確には、駅に併へい設せつされている花街と城下街の境に、である。

「まあまあ、佳春が来てくれるなんて、何年ぶりかしらね」

「……俺も、ここで凜りん子こさんに会うのは何年ぶりかなと」

　粗そ末まつな木造の建物は古びていて、修しゆう繕ぜんの跡が何か所か見られた。庭には小さな畑と果樹があり、何もない場所では洗せん濯たく物ものがはためいている。

　その洗濯物を取り入れていた初老の女性は、佳春と親しいようだった。

「いやだわ、佳春ったら。そんなに長いあいだ会ってなかったかしら」

　凜子と呼ばれた初老の女性は、乾かわいた洗濯物を両手に抱かかえて笑った。佳春が何か言いたそうな顔をする。

「で、今日はなんのご用で来たの？　ひょっとして、とうとう観念して身を固めることにしたとか、相手はその子だとかってご報告？」

「あほ言わんでください。この子は、その」

　佳春はちらりと白雪を見た。彼が何かをためらっているのを白雪は察したが、理由がわからず首をかしげる。

　すると佳春は、足もとにまとわりつくようにむらがっている子どもたちをはばかるように声をひそめた。

「……城内からお使いで出てきたんですよ」

　その後、こまごました事情を、佳春がすみやかにかつわかりやすく凜子に説明すると、凜子は、まあ、という顔をした。

「じゃあ、うちの子を助けてくれたのね、このお嬢じようさんは」

　彼女は説明を一通り聞くと、白雪に向き直った。「うちの子を助けてくれてありがとう」

「いいえ……」

　白雪は首を振ふる。自分だって助けられたことがあるのだから、できるならば誰だれかを助けるのはあたりまえだ、と父がいつも言っていたのを実行しただけだ。誰かの役に立てるのがこのようにうれしいとは、今まで思ってもみなかった。

「わたしは凜子よ。ここに寝ね泊とまりして臨時のお手伝いをしているの。こういう救慰寮は多いから、正式な世話役が巡じゆん回かいしてくれるのが年に一度くらいで、何人かお手伝いがいてようやくなんとかなってるのが現状なの。といっても、お手伝いはわたしみたいなおばあちゃんばっかりだし、子どもたちは元気すぎて目が行き届かないこともあって……本当に、今回はうちの子を助けてくれて、どうもありがとう」

　彼女の纏まとう穏おだやかな空気が白雪には心ここ地ちよい。

「わたしは、……小雪です」

　白雪がひいなとしての通り名を口にすると、凜子は目を丸くする。

「わたしの友だちと似た名前だわ」

「そうなんすか？」と、刑部卿がさして興味もないように尋たずねる。

「ええ、ただし、昔の名前だけど」

　でも、と彼女は懐なつかしげな顔をする。「そんな名前には見えない、とても激しい人だったわ。死ぬまでにもう一度、会えればいいんだけど」

　どこかが痛んだような表情が、一いつ瞬しゆん、凜子の顔に浮うかぶ。

　それに呼応したかのように、白雪の脳裏にちらりと朱しゆ金きんの焰ほのおが舞まった。蘇芳の焰とは異なる、人の手に慣れない野生の獣けもののような猛たけ々だけしい感かん触しよく。凜子にとってその焰は、遠い夜空の星のように、あてどない一いち縷るの希望なのではないかと感じられた。

　穏やかそうに見える凜子が、実はしっかりとした固い芯しんを持っているのを、白雪は悟った。外見と内面の相そう違いに、白雪は凜子に強く興味を持つ。

「会えますよ」

　再び、白雪の意思とは関かかわりなく口が動いた。

「あら、あなたは先さき見みをする子なの？」

　凜子はごく自然にその言葉を受け止めたようだ。

「よくわからないけど、そうみたいです」

　これから先に起きるであろうできごとが、自然と口をついて出てくる。本当にこれが先見と呼ばれる能力なのだろうか。こういう経験がなかったので不安になると、きゅう、と何か音がした。

「あらあら、おなかすいてるのね」

　凜子がそれに気づいて言う。

　白雪は顔を赤らめた。昼食を食べはぐれていたのをすっかり忘れていた。

「ちょうどいいわ。さっきのおひるの残りがあるから、食べておいきなさいな」

　そのとき、白雪には凜子が慈アル・母イー神シヤラのように見えた。




　救慰寮の本館は東方式の木造建築で、南側に縁えん台だいがあり、凜子におやつを振る舞われた子どもたちが集まってくると、それはそれはかしましくなった。

　救慰寮の子どもたちは、みな似たようなくすんだみどりの服を着ている。これはどこの救慰寮でも同じで、制服なのだそうだ。凜子も似たような色味の、質素で裾すその短い上うわ衣ぎと、体にぴったりして布地に余よ裕ゆうのない腰こし布ぬのを巻いていた。その制服を身につけた凜子は、細く乾いているのに、それでいて柔じゆう軟なん性を持ってさらさらとなびく古びた柳やなぎの木を思わせる。

「また頭数が増えてませんか」

　廚ちゆう房ぼうとつづいている食堂の食しよく卓たくで、佳春はお茶をすすりながら言った。

「仕方ないでしょう。斎さい宮ぐうがいなくなって、親を亡なくした子も多いのよ」

　斎宮の不在が、このように人々に影えい響きようをもたらすのだと改めて思い知り、白雪は身の引き締しまる緊きん張ちようを覚える。

　炊たいた米を三角に固め、黒い皮のようなものを巻きつけた代しろ物ものをのせた皿を、凜子は白雪に差し出した。

「はい、これどうぞ。中は昆こん布ぶと鮭さけよ」

　初めて目にしたそれに緊張を忘れ、白雪は目を丸くする。凜子が、あら、という顔をした。

「ひょっとして、おむすび、見たことないの？」

　訊きかれて白雪はうなずく。

「手で食べてもいいんですか」

「ええ、──これを使って」

　凜子が、白い濡ぬれ布ぶ巾きんを差し出してくる。白雪はそれで指先をぬぐうと、ひとつを手に取った。黒い皮のようなものは海かい藻そうだろうか。潮の香かおりがする。

　その匂においにたまらなくなってかぶりついた。

「あなた、よその国から来たのね。よく入国できたわね」

　確かに凜子の言うとおりだった。鎖さ国こくしている神杖に入るには、国境で何日も待たされる。

「入るの、たいへんでした」

　白雪は、一口食べてから説明したが、その先はつづかなかった。冷えて固まりかけた米のおむすびがとてもおいしくて、喋っていられなくなったのである。中に入っている味のついた海藻の煮に物ものと、塩味の焼き魚がまた食を進ませる。

「じゃあ、この嬢ちゃんが食べてるうちに、俺は労働しますか」

「そうそう、裏の門もん扉ぴが壊こわれかかってるの。しっかり直していってくれない？　七樹が行ってしまったあとで、他ほかに直せるような人もいないのよ」

「そんなこったろうと思いましたよ。あそこは前からがたがきてた。七樹も直してから出ていきゃいいものを」

　佳春はそう言うと、飲みかけのお茶をそのままに、手を振り振り食堂を出て行った。

　七樹という人はここでよほど頼たよりにされていたのだな、と思いながら、白雪は無言で食べつづけた。

「……よっぽどおなかが減ってたのね」

　それをじっと見て、凜子は言った。「あなた、ちゃんと食べさせてもらえてるの？　その服、ひいなみたいだけど」

「た、食べてます。今日はちょっと、へましちゃっただけで」

　おむすびをふたつ食べ終わり、お茶を飲むとようやく落ちついた。

「すみません、たくさん食べてしまって」

「いいのよ、最近、人数が減ったり増えたりして、量を間ま違ちがえて余ってたの。──あなたが御ご殿てんで働いてるってことは、ご両親はどちらに？」

「父さんと母さんは死んじゃったから、伯父おじの口くち利ききで見習いにしていただいたんです」

　琥珀に考えてもらった身の上を口にする。噓うそはひとつもないので気は楽だ。

「あら、……そうなの。──でも、縁えん者じやがそばにいるなら安心ね。それにお城の中なら、街にいるよりは安全だわ」

　凜子は心から白雪の身を案じてくれたらしい。

「凜子さんは、ここにお住まいなんですか」

「わたしは、ちょっと家出中なの」

　凜子の表情が、ふとかげった。「……息子むすこがいるんだけど、一いつ緒しよにはいられなくて」

「ひょっとして、佳春さんが……？」

「あの子は息子の友だちみたいなものよ。小さいころから知ってるわ。もともとはここにいた子で、偉えらくなった今でもここにいる子たちを気にかけてくれて、とてもありがたいの」

「息子さんと一緒にいられないって、どうして……お嫁よめさんと折り合いがよくないとか？」

　そういう老女は少なくない。白雪も何人か会ったことがあった。

　いつもなら白雪は、こんなふうに人のことを根ね掘ほり葉は掘ほり訊いたりしない。だが、重ねて問いかけたのは、凜子が話したそうに見えたからだ。

「いいえ、お嫁さんとはとても仲がいいの。出身地が近いしね。……わたしは息子によく思われていないの。──こんなこと、人に話すようなことじゃないんだけど、あの子は本当は、夫の子ではないから……」

　ええと、と白雪は考えた。

　子どもは縁えんを結んだ男女のあいだに生まれる、というのが白雪の認にん識しきだ。

　だがまれに、縁を結んだ伴はん侶りよ以外の子が生まれることもある。何な故ぜそうなるのか白雪には理解できなかったが、そういうこともあるのだ、と知ってはいた。それがいいか悪いかは、白雪の決めることではない。ただ、凜子が悔くやんでいるのだけはわかった。

「あの方、……夫は、そのことをご存じだったのに、わたしにも息子にもとてもよくしてくださって、血がつながっていないと知っていながら、息子を跡あと継つぎにしてくださったわ。息子は、夫を父として尊敬していたから、──本当のことを知ったあとは、わたしを許せなくなったみたいなの」

「許せないって」

「仕方ないわ。やさしい夫を裏切って、別の男と通じて、愚おろかなことにその子どもを産んでしまったんだから」

「よくわからないけど」と、白雪は正直に言った。「でも、その、……息子さんが、いつか許してくださると、いいですね……」

　ありきたりな慰なぐさめでしかない。しかし、言わずにはいられなかった。

「……あなた、やさしい子ね」

　凜子は、ちょっと笑った。「そう言ってくれた子が、他にもいたわ。あの子は本当にいい子で、わたしと息子の仲をよく取り持ってくれたけれど、このあいだ、病気で死んでしまったの。……あなた、少しあの子に似てるわ」

　白雪は黙だまった。かける言葉が見つからなかった。

「ここはその子が大切にしていた場所なの。あの子はお嬢じようさんだったけれど、小さな子どもが誰だれにも関心を持たれず淋さびしい思いをしたり、痛い目に遭あわされたり、ひもじい思いをしたりするのがどうしてもいやだって、昔は、よくここにも来てくれたものよ……」

　凜子は、言動や纏まとう雰ふん囲い気きから実は裕ゆう福ふくな階層の者なのだとわかる。そんな人や、その知り合いという人が不ふ遇ぐうな子どもたちのために心を砕くだいてくれたことが、白雪にはうれしかった。

「あらあら、おばあさんの話ばかりでつまらなかったわね。小雪ちゃんのお話を聞きたいわ」

「わたしの話」

　白雪は考え込んだ。身の上話など、何をどこまで話していいかわからない。実は斎宮だとはとても言えない。

「……この国に来るまで、父さんとずっと、いろいろなところを旅してたの」

　しばらくしてから白雪は、ぽつりぽつりと語り始める。自分の根幹をなすのはやはり父との生活だ。今の状じよう況きようにふれず語れるのも父のことだけだ。

「気がついたらもう旅の途と中ちゆうだったから、わたし、生まれたときからずっと旅をしてたみたいです。父さんは、とてもやさしくて強い人だった。いろいろなことを知ってて、教えてくれたわ」

　あの大きな手のひらや、やさしい声や。

　失われて、まだ少ししか経たたないのに、ただ懐なつかしかった。

　だが、時間が過ぎていくのは止められない。そのことも、身に染しみてわかり始めていた。

　どんなに望んでも父の生きていた時間に戻もどれるはずもなく、失われた命を引き戻せるはずもない。

　それに、禁きん呪じゆなんて自分に使いこなせるはずもない。

「このあいだ、死んでしまったけど。……でも、わたしの中で生きてる」

　白雪は、胸に手を当てた。「ここにいてくれる気がするの。──ただ、いてほしいと願ってるだけなのかもしれないけれど」

「そうね」

　凜子はうなずいた。「そういう気持ちが、死者を悼いたんで、魂たましいを天てん堂どうに導くのよ」

　そうであってほしい、と白雪は強く願った。




　それから、買いものに出かけた凜子の代わりに、救きゆう慰い寮りようの仕事を少し手伝った。干されていた洗せん濯たく物ものを取り込む作業が途中だったので、そのつづきをした。乾かわいた布地を山のように抱かかえて縁えん台だいへ置き、そこに座って一枚一枚を膝ひざの上でたたむ。たたみ終えたものはより分けて子どもたちにそれぞれ渡わたす。これと似たような仕事は、旅の途中に寄ったさまざまな場所で手伝ったことがあるため、白雪にも容易にこなすことができた。

「お姉ちゃん、ここに住むの」

　茉莉に洗濯物を渡すと、彼女は目を輝かがやかせながら訊きいてきた。

「ううん、わたし、お城で働いてるから」

「……じゃあ、もうここには来られないの」

　茉莉の表情が、みるみるうちに暗くなっていく。白雪は、どうすればいいかわからずおろおろした。

「おじちゃんはお城で働いてるけど、来てくれてるよ。おじちゃんが来るときに、一緒に来ればいいんだよ」

　茉莉と同じくらいの年齢の男の子が言った。

「おじちゃんはここの子だったから来られるんだぞ」と、彼よりやや年かさの男の子が、こましゃくれた口ぶりで言った。「ここに来ると、みんなにいやなこと言われるんだから、ほんとは」

　白雪はその言葉にひっかかった。

「いやなことって？」

「親のない子や、売色をする男や女から生まれた子どもは、盗ぬすみ癖ぐせがあるとか、噓を吐つくとか、小こ汚ぎたないとか言われんだよ」

　問うと、背後から聴きき馴な染じんだ青年の声が答えた。

　ぎょっとして白雪は、まだ配り終えていない洗濯物を抱えたまま振ふり返る。

「おまえ、何してんだよ、こんなとこで」

　そこにいたのは青磁だった。

「青磁……」

　白雪はまじまじと青磁を見上げる。

「ぎょ、……佳春どのが使いをくれたんだ」

　青磁はひどく怒おこったように言った。「迷まい子ごのひよっこを迎むかえに来いってな」

「せーじ！」

「青磁、きたよー！」

　男の子が、庭で遊んでいた子どもたちに向かって叫さけんだ。

　と、ありとあらゆるところ──植え込みや塀へいぎわ、庭園代わりの菜園など、さまざまな場所から、よちよち歩きの幼児から、白雪よりほんの少し幼い程度の子まで、わらわらと駆かけ寄ってくる。

「せーじ！　今日のおみやげは？」

「おやつー！」

「今日はなんも持ってきてねーんだよ！　こいつを迎えに来ただけだっつうの！」

　青磁はまとわりついてくる子どもたちに、がみがみ言った。「茉莉、ひとりで出歩くなよ。話聞いたぞ。要よう順じゆん、服はちゃんと着ろ！　だらしない格好はするな。蓮れん太たはきょろきょろしない。史ふみ名な、靴くつ下したが不ふ揃ぞろいだぞ。左さ雨う、ちゃんと髪かみとかしてるのか？　ぐしゃぐしゃじゃないか。芽め衣い、袴はかまの裾すそを踏ふむな、ちゃんと折り曲げろ！」

　礼法の講義のとき以上の口うるささである。白雪はぽかんとして、青磁と、青磁にまとわりつく子どもたちを見た。

「寿じゆ央おう、ちゃんとちっちゃい子のめんどう見てるか？　七樹はもういないんだろう。おまえが最年長なんだから」

　ひとりひとりの名を呼んでさまざまな注意をした青磁は、最後にいちばん背の高い、だが白雪よりふたつ三つは幼いと思われる少年に向かってそう言った。

「ちゃんと見てるよ」と、寿央はうなずく。

「よし、いい子だ」

「青磁、こんなとこ来ていいの」

　寿央に問われ、青磁は苦く笑しようした。白雪はその笑え顔がおに、何故か胸の痛みを覚える。青磁らしくない、どことなく諦あきらめたような、ひどく年とし取って見える笑い方だった。

「何、気にしてやがる。俺がここにいたのは本当のことだ。母親が妓ぎ女じよだったのもな」

「いよう、青磁」

　肩かたに道具箱を担かついだ佳春が、建物の裏から回ってくる。「使いはちゃんとついたな」

　どうやら大工仕事で外に出たついでに使いを出したらしい。豪ごう快かいに見えてよく気のつく男だ。

「使いを出すより、連れて帰ってきてくださいよ」

「こっちも忙いそがしかったんだっての。修しゆう繕ぜんとかいろいろな」

「……佳春さんもお偉えらくなったのに、よく人任せにしないでここに来てますね」

「おまえだってよく来てるんだろ？」

　刑ぎよう部ぶ卿きようが揶や揄ゆを込こめて言う。「北面の侍じ者しやになったくせに」

「ほくめんのじしゃってなあにー？」

「王さまや、尊い血筋の方をお守りする役目だよ」

　尋たずねる年少者に、寿央が丁てい寧ねいに答える。

「とにかく！」

　青磁は声を大きくした。「こいつは連れて帰ります。どうもありがとうございました！」

「凜子さんに会っていかなくていいのか。今は買い物に行ってるが」

「……ここじゃなくても会えるじゃないですか」

　それだけ言うと、青磁は白雪に向き直った。「帰るぞ」

　その有う無むを言わせぬ態度に、白雪は洗濯物を抱えたまま、こくこくとうなずいた。










「ごめんなさい、青磁」

　表通りに出てから、白雪は青磁に詫わびた。

「あとで夏乃にはきちんと謝っておけ。側そば仕づかえ見習いなんてと気を揉もんでる矢先だったからな。あまり心配させるな。──兄貴も、琥珀も、黒曜も心配してた」

「……青磁は心配してくれなかったの」

　気になって訊くと、青磁はきっと振り返った。

「しないわけねえだろ、このばかが！」

　目をつり上げて怒ど鳴なる。思わず白雪は耳をふさいだ。

「だから、ごめんなさいって言ってるじゃない！」

「言葉だけじゃわかんねえよ！」

　青磁は嚙かみつくように言った。「どうとでも取り繕つくろえる！　態度で示せ、態度で」

「態度って」

「これから城を抜ぬけ出したりなんかせず、」

「抜け出してなんかいないわよ、お使いだったの」

「……その、おまえのつとめをきちんと果たせ」

　斎さい宮ぐうとしての、と言わなかったのは、人に聞かれることを危き惧ぐしたのだろう。通りにはそれなりに人の姿があった。

　そこで初めて、白雪はあたりを見まわした。通りの両側には、窓の大きな建物がいくつも並んでいる。ほとんどが木造の楼ろう閣かくで、三階層より高いものが多かった。窓の木戸は閉じられていたが、朱しゆ塗ぬりの格こう子しがはめられ、改めて見ると今まで通ってきた街の通りとはまったく違ちがった印象を受ける。今までは石造りの建物ばかりだったが、そのせいではない気がした。

「ねえ、青磁」

「なんだ」

「どうしてこのへんの高こう楼ろうは、窓に赤い格子がはまってるの？」

「……おまえ、ずっと旅をしてきたんだろう。遊里とか、知らんのか」

「男のひとがお酒を飲みに行くところでしょう」

　白雪は、そうか、と納なつ得とくした。「ここは遊里なの？　わたし、よく知らないの。父さんは連れて行ってくれなかったし」

「ここは花はな扇おうぎという街で、上うわつ方かたがご許可なさっている公式な遊里だ。ここなら乱暴な客はつまみ出されるし、思い詰つめて心中を迫せまる者がいても叩たたき出されて二度と入ってこられないから、他の私し娼しよう窟くつよりはよほど安全だ。といっても、杖州には私娼窟はないが」

　青磁の言葉を、白雪は半分以上理解できなかった。難しく聞き慣れない単語が多すぎる。

「私娼窟ってなあに？」

「個人や団体で経営してる売春宿だ」

　青磁の眉まゆがどんどん寄っていくのが、横から見ていてもわかった。「おまえ、本当に何も知らんのだな。女が旅をしてりゃ、嫌いやな思いのひとつやふたつくらいはするだろうに」

「そりゃあ、嫌な思いはいっぱいしたけど……」

　だが、青磁が言っているのはどうやら意味が違うような気がする。

「だいたい、朱月は何も教えなかったのか、おまえに」

　青磁は溜ため息いきをついた。「遊里で男と女が何をするのか、とか」

「女のひとがお酒の酌しやくをしたり、舞まいを舞まって見せたり、唄うたを唄ったり、楽器を奏かなでて聴かせたりするんでしょう」

「間ま違ちがってないが……たまに女だけじゃないが……」

　青磁のうなり声は、怒っているというより、どこか困っているように聞こえる。

「じゃあ、子どもがどうやって女の腹に宿るか、とかは！」

　自分の言っていることが嫌になったように、青磁は声を荒あらげた。

「男のひとと女のひとが同じ床とこに入って、ゆびきりをして一いつ緒しよに眠ねむったら、玻ハリ璃ノ神カミが女のひとのお腹なかの中に連れてきてくださるって」

　白雪がすらすら答えると、青磁はしばらく口をつぐんでいたが、やがて、

「本当にそれだけしか教えられなかったのか」と、低い声で言った。

　白雪は無言でうなずいた。それ以上の何があるのだろう。

「だったら、赤あかん坊ぼうがどこからどうやって生まれてくるのかも知らんのか、おまえは……」

「知ってるわよ」

　白雪はややむきになって言った。「お母さんの股またが裂さけて生まれてくるんじゃない」

　早足で白雪の少し先を歩いていた青磁はぴたりと停とまる。追いついた白雪がその顔を覗のぞき込むと、青磁の眉み間けんには深い皺しわが刻まれていた。

「……なんでそれは知ってるんだっ」

「お産を手伝ったことがあるもの」

　青磁が驚おどろいていると思い、白雪は得意になってつづけた。「知ってる？　お母さんが赤ちゃんを産むときの痛みって、男のひとだったら死んでしまうんじゃないかって言われてるくらい痛いんですって」

「やめろ……」

　想像したのか、青磁は顔面蒼そう白はくになって呟つぶやいた。「そこまで知っていて、なんで肝かん腎じんのことを知らないんだ……朱月、わざとなのか？」

「父さんが、わざと何をしたっていうの」

「……まあ、確かに、男親だから、娘むすめのおまえには教えにくかったのかもしれん」

　やがて、周囲の景色が変わってゆく。城下街に入ったのだろう。

「そのうち、琥珀の講義で教えられるかもしれん。それより先にどうしても知りたきゃ、あいつに訊きいてみろ。俺たちの中では琥珀がいちばん物知りだしな」

「琥珀以外に訊いちゃだめなの」

「やめとけ」と、青磁は肩をすくめた。「黒曜は知ってるだろうが教えてくれんだろう。兄貴も俺と同じで、この手の話は苦手だ。他ほかのやつに訊いたらたまげられるか、からかってるのかと気を悪くされるぞ。──だいたい、女ばっかりの宿舎にいて、そういう話はせんのか。そ、その、月の……とか……」

　青磁が言いにくそうに口ごもっている。

「そんなに話をするような子はいないの」

　白雪は首を振ふって溜息をついた。「わたし、あんなにたくさんの女の子たちと一緒に過ごしたこと、なくって……だから、自分でもわからないうちに、相手に失礼なことをしてるみたい。それで今日は叱しかられて、ばつでお使いに出なきゃならなかったのよ」

「……まあでも、自分が無礼なことをしてるかもしれないと思い至ってよかったな」

　青磁は慰なぐさめるつもりなのか、そんなことを口にした。「まったく、おまえみたいな物知らずの小こ娘むすめは、もっと人のあいだで生活して揉まれるべきだぜ。やたら気が強くて頑がん固こかと思えばへんに素す直なおで人を信じやすいし、──朱月がいないままひとりでふらついてたら、今ごろどんな目に遭あわされてたやら」

　白雪は歩きながらうつむいた。確かに青磁の言うとおり、父を亡なくしてすぐに蘇芳たちと会えたのは運がよかった。あのままひとりでいたらどうしていいかわからず、今でも森をさまよっていたかもしれない。

「もっと経験を積んで、いろんなことを知りたいと思うわ」

　言いながら、斜ななめ前を歩く青磁の顔を見上げると、そのおもては険しく引き締しまっていた。青磁が緊きん張ちようしているのに白雪は気づく。あたりの空気が変わっていた。

　青磁が足を停める。

「せい……」

「静かにしろ」

　ほとんど唇くちびるを動かさず、青磁は囁ささやいた。

　城門が前方に見える場所まで来ているのだが、そこへは容易にたどり着けそうに思えない。

「誰だれだ」

　青磁は静かに問う。「自分を青竜隊の侍じ者しやと知っての待ち伏ぶせか？」

　追い剝はぎや行きずりの辻つじ斬ぎりでないのは白雪にもわかった。

　まだ明るく陽ひが射さす通りには、もはや白雪と青磁しかいなかった。どうにかして人の流れを止めるか逸そらすかしたのだろう。建物の陰かげには、いつもなら広げられている露ろ店てんすら見えない。白雪が行きに見た、空き地で転げ回る子どもたちの姿もなかった。

　青磁の声に応ずるように、顔を隠かくした黒くろ装しよう束ぞくの者たちが、通りに落ちる陰から現れた。

「白雪」

　青磁が、刀の柄つかに手をかけた。「下がっていろ」

　建物のほうへと押しやられる。

　黒い影かげが跳とんだ。白はく刃じんがきらめく。青磁はそれを下から斬きり上げた。血しぶきが飛び、斬られた男はもんどりうって倒たおれた。白雪は言葉を失い、その場にへたりこんだ。

「そっちはいい！　娘をやれ！」

　指令の声が飛んだ。白雪は、自分に影が落ちてきたのを感じて顔を上げた。黒装束の姿がすぐそばで自分を見おろしている。息をのんだ。

　腕うでを摑つかまれ、引きずり起こされる。放はなして、と叫さけんだつもりだったが、声が出なかった。相手が本気で自分を殺そうとしているのがわかり、駅の騒そう動どうのときほど体が自由に動かない。

「しらゆき！」

　斬り結びながら青磁が叫ぶ。「早く逃にげろ！」

　腕を摑んでいる者が、小刀を突つき出してきた。白雪は反射的に相手の腕を払はらいのける。小刀が飛んだが、相手は白雪を放さなかった。

「そいつにさわるな！」

　青磁が叫んだ。

　次の瞬しゆん間かん、白雪を摑まえていた男の首から上が、一瞬で消えた。たちまち首から血が噴ふき出し、胴どう体たいは後ろにのけぞって倒れた。

　血しぶきが白雪を濡ぬらす。

「…………！」

　声にならない悲鳴が、喉のどの奥で詰まる。

　なまぐささが鼻をつき、ぬるりとした感かん触しよくが肌はだの上を滑すべり落ちる。

　白雪が茫ぼう然ぜんとしていると、青磁がその前へかばうように背を向けて立ち二振りの刀をかざす。

　黒装束の者たちは、半数ほどに減っていた。地面に倒れ伏す者が幾いく人にんか見られる。どれもこときれているか、生きていても長くはなさそうだった。あたり一面、血の海になっている。

「死にたければ、かかってこい」

　青磁が静かに言うと、黒装束たちは、一瞬止まった。

　だが、次の瞬間、全員が煙けむりのように消えてしまう。

　あとには死体と血ち溜だまりだけが残った。

「……だいじょうぶか」

　刀を鞘さやに収めた青磁が白雪に近づく。肩かたに手を置かれた白雪は、びくりと身を竦すくめた。

「ど、うして……」

　声が嗄かれた。「どうして、あんなふうに、殺せるの……」

　責めるつもりはなかった。ただ、不可解だったのだ。

　誰もが、かけがえのない命を持っているのに。

「不服か。──俺は、おまえを守ると決めた、おまえの騎き士しだ」

　青磁の声は冷たかった。

「それとこれと、」

「おまえは俺に言っただろう、死ぬなと」

　遮さえぎる青磁の言葉に、白雪ははっとして顔を上げる。

　いつもは淡あわい色の青磁の目が、濃こい青に変わっている。気が高ぶっているようだ。血を見たためか、それとも。

「守るなら、生き延びろと言っただろう。──俺は、おまえに害をなそうとする者を殺すことでしか、おまえを守ることはできん。それ以外の術すべは知らん」

「でも、あんなふうに人を殺すなんて……」

　白雪は弱々しく首を振った。「死んだ人たちにだって、お父さんやお母さんがいるでしょうに……子どもだって、いたかもしれないのに……」

　自分を殺しに来た者を、殺さずにどうやって排はいするかなど、白雪にはわからない。

　ただ、人が人を殺すのは悲しいことだ。

　自分は父を殺され、とても悲しかった。胸に空いたうつろが埋うまるには、長い時間がかかるだろう。

　……青磁が斬った者たちの家族も、同じように悲しむのだ。

　たとえ家族がいなくとも、その死を悼いたむ人がいるはずだ。

「人の子であり親であるというなら、恥はずべき生き方をすべきではない」

　青磁は、強い口調ではっきりと言った。「俺に殺された者たちは、おまえを殺そうとした。まだ子どものおまえを、複数で寄って集たかって、だぞ。それは恥ずべき行いだ。その報むくいが、やつらには返ったんだ」
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　青磁は立ち上がった。

「報い……」

　白雪はうなだれた。殺された者たちの血で赤く染まった自分の身が見える。

　赤い、血。

「──そしていつか、屠ほふるように人の命を奪うばう俺も、その生きざまにふさわしい死に方をするだろう」

　白雪は思わず立ち上がった。

「……青磁、そんな」

　そんなことは言わないでと懇こん願がんするより前に青磁が口を開く。

「俺はただの人間だ。神じゃない。人を裁いて命を奪う権利はない」

　青磁の怜れい悧りな顔には、なんの表情も浮うかんでいない。白雪の手を取ると彼は淡たん々たんとつづける。

「殺した者は、いつか己おのれがそうしたように殺されるべきだ。──それが正しいと、俺は思う」










「大事にならず、何よりでしたのう」

　そう言ったのは杖州公、賀宗である。

　広い部屋は聖王の寝しん所じよで、部屋の主、祥琳は寝台に横たわっていた。赤と茶の入り混じった髪かみはきちんと整えられている。光の加減で青にも緑にも見える瞳ひとみだけが、やつれた顔の中で力強く輝かがやいていた。初めて白雪と会ったときよりずいぶんと健すこやかに見える。気のせいだろうか、頰ほおの線が幾いく分ぶんなめらかになってきたようだった。

「ごめんなさい」

　白雪は、何度も口にした言葉を繰くり返した。

　青磁とともに城内へ戻もどった白雪は全身が血に汚よごれていて、迎むかえ出た蘇芳を仰ぎよう天てんさせた。

　青磁の話を聞いた蘇芳は、早さつ速そく、現場まで同どう僚りようとともに検分に出たらしい。だが、血溜まりは残っていたが、他ほかに斬きり合いをした形けい跡せきはなかったというのが赤鳥隊の報告だった。青磁が斬ったと報告した者たちの死体も見つからず、近くを探たん索さくしてもそれらしき者たちは見つからなかったのと、白雪が関かかわったためもあって、この件は内密に処理された。

　白雪は気づかなかったが、青磁は軽い傷を負っていて、報告後は施せ療りよう院いんに収容されたという。

　血に汚れた白雪は、ひいなの宿舎ではなく、親王御ご所しよへ戻された。事件を知って半泣きの夏乃に湯ゆ殿どのへ連れていかれ、身を清められたのち琥珀に祓はらいを受けていると、王の寝所へ向かうよう、杖州公よりの命を受けたのである。

「青磁はすぐれた刀使い。今までにも何人もの賊ぞくを斬り伏ふせておる。あれにまかせれば、なんの心配も要いりませぬよ、伯父おじ上うえ」

　杖州公の言葉に、祥琳が言った。

「それにしても陛下、ほんに、お顔の色がよろしいですのう。数日前とは見み違ちがえるようじゃ」

「自分でも、少し前までとはまったく違うのがよくわかります」と、祥琳がうなずく。

「そうじゃのう。いつもなら、三日に一度しかお目をさまされぬのに、白雪どのが城へ入ってからは毎日お目ざめじゃ。ありがたいことじゃ」

「白雪がそばにいてくれるから、具合がよいのですよ」

　祥琳は重ねて言うと、白雪に微笑ほほえみかけた。自分が誰だれかの支えになれるのがうれしくて、白雪も微笑み返す。

「わざわざ来ていただいたのには、他にも話があるからなのじゃ、白雪どの」

　そのさまを見ていた杖州公が、穏おだやかに言った。「白雪どのが彩姫に認められたのは、竜りゆう珠しゆでない者にはよくわからぬ。先日の八公議で、兵ひよう部ぶ卿きようも言っておったであろう」

　白雪は、黙だまってじっと杖州公を見た。

　皺しわの刻まれた老人の顔は、穏やかでひどくあたたかく感じられる。祥琳の伯父だからだろうか、誰かに似ている、という気が強くした。

「本来、斎さい宮ぐうとなるべき者は城内で暮らす。だから、城内の者はみな、烙らく印いんを持つ者のことをよく知っているのじゃ。だが、白雪どのは違うであろう？」

　白雪はうなずいた。それを見て、杖州公はさらにつづける。

「城外から来た者が彩姫に認められても、竜珠でない者はそれをすぐには信じられぬ。九く連れん招しよう来らいという儀ぎ式しきは、その不信を一いつ掃そうするために執とり行われる儀式と言っても過言ではない。その後、国外へも新しい斎宮が立ったことを知らせるために陛下から宣せん旨じが発され、他国から使者を招いて宴うたげが催もよおされるが、そちらはまだ先の話じゃ」

「九連招来、ですか」

　白雪は目を瞬しばたたかせる。宴はともかく、まだ儀式があるとは、なんと堅かた苦くるしいのだろう。

「白雪どのは、我が国の国名の由来をご存じかのう」

「輝キ石セキノ神カミが宿っていた木から作った杖つえだと聞きました」

　白雪は、琥珀に聞いた話を思い出して答えた。

「そうじゃ。杖は九本ある。州都のそれぞれの祖そ塔とうの地下に刺ささっている。この聖都天てん藍らんのみ、祖塔は斎さい宮ぐう殿でんが兼かねるので、その地下にある」

　杖州公は、ゆっくり語った。「杖は、斎宮が結界を保つための標しるべじゃ。神の威いを示す神具で、杖が刺さっている限り結界が保たれるという約定により、地底から抜ぬくことはできん。しかしときには衆目に神の威を示す必要がある。初代の斎宮に就ついた若わか葉ばどのは、そのために複製をおつくりになられた」

　ふと、白雪は神かみ降ふりの丘おかで会った、中性的な面おも差ざしの彩姫を思い出した。彼女が、若葉、なのだろうか。その瞳の明るいみどり色が、その名と結び合う気がした。

「新たな斎宮が位に就つくとき、九く連れん環かん杖じようと呼ばれるその複製が斎宮に従うのを城内に詰つめる王族や貴族に見せる、それが斎宮の証あかし立だて、九連招来なのじゃ」

「杖を従わせるんですか。それが儀式──？」

「といっても、九連環杖を手に持つだけじゃ。あの杖は、彩姫に真に認められた者の手に持たれるのを拒こばみはせぬ。斎宮でない者にも従うことはあるが、それは杖が許した相手のみじゃ」

　なるほど、と白雪は納なつ得とくする。つまり琥珀が持つことができていたのは、彼が杖に許された者だったからなのだろう。

「ふさわしい者が持てば九連環杖は輝き、それまでの斎宮が刻んだ記き憶おくがすべて持つ者へ流れ込むという。それ以後は、望めばいにしえの知識が杖より得られるそうじゃ。──逆に、ふさわしくない者ものが手にしても、なんの反応も示さぬ」

　記憶が流れ込む、という意味が、白雪にはよくわからなかった。

「その証立てが成功すれば、あの人たちも、わたしを斎宮だと認めてくれるんでしょうか」

「もちろんじゃ。これは八公も従わねばならぬ理法によって取り決められておるからのう」

　杖州公は大きくうなずいた。「それで、急な話じゃが……九連招来は明日と決まった」

「明日、ですか」

　確かに急な話だ。

「今夜は親王御所へ引き取っていただく。ひいなの監かん督とくには夏乃から話が伝わっておるから、お気にめさるな」

「白雪、そなたの命を狙ねらう者がいるとわかった以上、悠ゆう長ちようにしてはおられぬのだ」

　祥琳が表情を曇くもらせて言った。

「はい……」

　白雪がうなずくと、杖州公が言った。

「……今さらだが、先日の八公議では、白雪どのには嫌いやな思いをさせてしまい、ほんに申しわけなかった。しかし、八公の言い分を頭ごなしにとがめるわけにはいかぬのじゃ」

　白雪は思わず、じっと老人を見つめる。

　聖王とは、この国でもっとも地位が高く、高貴な存在なのではないのか。なのに、自分より地位が低いであろう八公の発言を無視することもできないとは……

　それでは、聖王と呼ばれる者はいったいなんのためにいるのだろう、と白雪は思った。

「予は、聖なる我が国を治める王とされているが、予の発言など、さして重きを置かれん。たとえ予が白雪を認めても、八公はその真しん偽ぎを疑うというのだからな」

　白雪の心を悟さとったように、祥琳が静かに笑った。

「陛下、しかし、王の言葉は絶対ではないとお取り決めなさったのは、他ならぬ国祖です」

　諫いさめるめるような杖州公の言葉に、ああ、と祥琳はうなずく。

「国祖はご聡そう明めいであった。部下の言葉にもよく耳を傾かたむけ、独裁を嫌きらい、何ごともみなで取り決めるよう、理法をお作りになった。……だが、まさかその理法が、このようなときにも威い力りよくを発揮しているとはお考えにはならなかったであろう」

「この世のすべての事象によき結果を出せる理法など、神と違ちがって不完全な人の身では作り出せぬでしょう。ですが、上に立つ者は十全の力を尽つくし、できるだけ多くの事こと柄がらがよりよく運ぶよう努めねばなりませぬ」

「人の上に立つ者か」

　祥琳はうつろな声で言うと、寝しん台だいの天てん蓋がいを見上げた。「このごろよく考える。玉座に座るべきは予ではなく、白鷺であったのだろうと」

　その言葉に、白雪は目を瞠みはった。

　斎宮は玉座に就けないのではないのか。

　なのに何な故ぜ、母がふさわしいというのだろう。










　浅緋が帰宅すると、やはり朱月は噴ふん水すいのそばにいた。ただ、今日は特に血の臭においもしない。水すい盤ばんのふちに手をついて中を覗のぞき込んでいる。

「何を見ているんだ」

　近づいて脇わきから覗き込むと、水みな面もに映る不ふ鮮せん明めいな像が視界に入る。

「ここは結界が強いな」と、朱月は不服そうに言った。

「術使いの自宅だ。ちゃちな結界では不都合なのでな」

　水面では人ひと影かげが伸のび縮ちぢみしていた。

　結界が強いと文句を言いながらも、朱月は遠えん視みの術を使っている。その竜珠の強さに、浅緋は背筋に冷たいものを覚えた。結界をすり抜ける術も併へい用ようしているだろうに、結界を施ほどこしている浅緋自身にその気配がわからなかったのだ。

　自分など、この男が本気になればあっという間に握にぎりつぶされるだろう。浅緋は確信した。

「おかげでよく見えないぞ」

「何をみているんだ」

　浅緋は目を凝こらして映像の中で伸び縮みする影を見やる。

「……なんだ、これは」

　影は微び妙みように鮮明になった。先日まみえた斎宮の騎き士しのひとりで、装備は紅で統一されている。名は確か──

「蘇芳だ」

　朱月が、言った。「もと親王のなれの果て」

　蘇芳の他ほかにも幾いく人にんかの人影が映っている。どうやら街の通りらしい。

　蘇芳の足もとの地面は赤黒く染まっていた。

「あの城の中にいれば安全だとこいつらは考えているが、甘い考えだ。城内にも、毒を有したけだものはたくさんうろついている」

　朱月はひどく楽しそうに言った。不ふ吉きつな話題とは裏腹に口調はひどく明るい。

「特にあの城の中には、現王に不満を持つ者が多い。それを口に出して言う愚おろかな輩やからより、黙って腹の中にため込む者のほうがよほどおそろしいと思わないか？」

　ちらりと流し目を向けられ、浅緋は苦く笑しようした。

「ずいぶん楽しそうだな。何をたくらんでいるんだ？」

「あの国は外部への守りが異様に堅かたいが、内部は弱い。だからこそ、国内に外がい戚せきを持たぬよう、王のもとに嫁かす妃きさきはすべて外国人となっている。……そのあたりをつつくと、楽しいだろうと思ってな」

「……外戚には、どの国も悩なやまされるのだな。──だが、王位継けい承しよう者しやに生母を殺させるよりはよほどましだ」

　浅緋は暗い声で呟つぶやいた。

　朱月は、ふ、と笑った。

「あの若さまにずいぶんと入れ込んでいるじゃないか」

「二十年近くおそばに仕えていれば、それなりに情もわく」

　浅緋は水面から目を逸そらした。

　──初めて会ったときの静せい玄げんは、数多あまたいる王子のひとりだった。後宮におさめられた後うしろ盾だてのない女から生まれ、細々と生き存ながらえていた。

　現王の正せい妃ひと愛あい妾しようの息子むすこたちが放ほう蕩とうに明け暮れる中、彼はひとりで自らを磨みがき、鍛きたえていた。聡明な子どもだった。

　今も聡明だから、母の血で汚よごれた自分の手を恥はじることもない。

「おまえだってそうだろう」

「何が」

「あの小こ娘むすめを、殺さなかった」

「殺せなかっただけだ」

　朱月は吐はき捨てるように言った。「あの呪のろいのせいだ。──同じ血を持つ者は殺せないという、あの呪いが今もきいている」

　浅緋は口を閉とざした。

　手のかかる赤子を抱かかえて歩きながら、彼はどんな目に遭あっても苛いら立だったり怒おこったりしなかったのを、浅緋はふと思い出した。

　あの娘と一いつ緒しよにいたとき、本人がどう感じていたかはわからないが、端はたから見るとふたりは、それはそれは面めん倒どう見みのよい父と娘以外の何ものでもなかった。

　ふと、表が騒さわがしくなった気がして浅緋は顔を上げた。

　この庭の出入り口は西にし棟とうと北きた棟とうの接する隙すき間まにあるのだが、そこには竜りゆう珠しゆでなければ見破れない目め眩くらましの術がかかっている。この屋や敷しきの使用人はすべて竜珠ではないから入ってはこられないはずだ。

「浅緋？　いるのか」

　だが、その入り口から入ってきた者がいた。

「若」

　浅緋は驚おどろいて、主人に近づいた。

　長汀の太子は静玄という。長い髪かみを無造作に束ね、動きやすい、一兵卒のような質素な衣服を身に纏まとっている。その髪も目も黒いが、浅緋が初めて見たときは今より青みがかかっていた。この十年で変化したのだ。

　数多いる王子たちの中で、比ひ較かく的てき、現王に似た面おも差ざしをしている。本人はその貴族的な優ゆう雅がさを漂ただよわせる容よう貌ぼうを内心で忌いんでいたが、王太子という立場、聡明な資質と整った容貌のため、後宮の女性たちはこぞって彼の気を引きたがった。──誰だれひとり、後継者の生母とその一族がどのような末路を辿たどるかを知らないのだ。それは、長汀を治める鶴つる羽ば家における最大の秘密であった。

「このようなところまで足をお運びなさるとは」

「ひさしぶりだな、ここに来るのも」

　静玄はそう言うと、庭を見まわした。水盤のふちに腰こし掛かけている朱月に気づくと目を細める。

「あれは？」

「古くからの友人です。旅の途と中ちゆうに寄り、しばらく滞たい在ざいする予定です」

「おまえの友人？」

　静玄は眉まゆを上げた。「それは、めずらしいな」

　太子はじろじろと無ぶ遠えん慮りよに朱月を見た。

　朱月はこのとき、浅緋の貸した長汀ふうの装よそおいに身を改めていた。そうでなくとも静玄は朱月の顔を知らない。手下の者が斎さい宮ぐうとなるはずの少女の父親を斬きった、との報告を受けただけだ。だから静玄は、見知らぬ者として朱月をよく観察した。

　浅緋は表情ひとつ変えなかったが、内心は身も凍こおるような思いを味わっている。朱月は人にぶしつけな視線を向けられるのを好まないし、必要以上に詮せん索さくされるのも厭いとう。

　静玄はもともと育ちがよく、人のことをあれこれ尋たずねる悪あく癖へきなどとは無む縁えんだが、興味を持った相手のことはよく観察する。だが、それが人に対するのではなく、ものを見る視線だという自覚は本人にない。

「それほど竜珠がめずらしいですか」

　朱月は微笑ほほえんで尋ねた。「この国は、竜珠が少ないようですが」

「……別に、おまえが竜珠だから見ていたわけではない」

　静玄はさすがに自分の無礼に気づいて、浅緋に視線を戻もどす。「浅緋、おまえに話があって来たんだ。このところ、おまえは帰りが早かったし、俺はまだ傷が治ってないから、すぐに寝しん所じよに引き取らされるしで、話す時間がなかっただろう」

　そこでようやく浅緋は、この主人が忍しのんで赴おもむいた隣りん国ごくで負傷したばかりなのを思い出す。

　傍はた迷めい惑わくな結界の要かなめとなる斎宮、その位に上がる前の少女の命を奪うばうべくして隣国に侵しん入にゆうしたが、逆に手傷を負って戻るはめになった。それは静玄が弱かったせいではない。むしろ標的となった少女がありえないほどの強さを有していただけである。彼女は正式に斎宮になる前だったのに怖おそろしいほどの力を秘ひめ、またそれを自覚していなかった。

　そして、その力であの国を守るやっかいな守護神を顕けん現げんさせもしたのだ。

　浅緋は溜ため息いきをこっそりと圧おし殺し、主人に尋ねた。

「若、ここまでどうやって来たんですか？　馬で？　まさかおひとりで？」

「馬で来た。ひとりだ」

　その問いに、静玄は得意げな顔をした。

「お怪け我がが治りきっていないのに、何をなさってるんですか！」

「神しん杖じようの斎宮の宣せん旨じが年明けにでも発布されるらしいから、宴うたげに招かれるだろう。俺が王の代理で行くつもりだが、おまえも一緒に行くか？」

「……ご自分で行かれるつもりなんですか？」

「他の誰が行くんだ」

　静玄は顔を引き締しめた。「俺とおまえだけだろう、あの件に関かかわっているのは」

「斎宮に就ついてしまったからには、もうあの娘を殺すことはできませんよ」

　浅緋は朱月に背を向けるようにして主人の袖そでを引くと、一緒に噴ふん水すいを離はなれた。「警けい戒かいが厳重すぎます。それに、わたしならともかく、もう若が手出してはなりませぬ」

「殺すとは誰も言っていない。神杖が結界を張ることによって、近きん隣りん諸国がどれだけ困っているかを知らしめたいだけだ。それでも結界を張りつづけるというならこちらも考える、と」

　太子の言葉に、浅緋は思わず額ひたいを押さえた。

　言って聞いてくれる国ならばこれまでにも言っている。神杖が自国のみを守る結界を張っているため、その結界によって弾はじかれた悪あく霊りようが国境付近で多大なる面めん倒どうを引き起こしていると、今までにも何度も告げていた。話し合いの場も幾いく度どとなく持たれたが、すべて済なし崩くずしで終わっている。

　話してわからない相手だから、浅緋も実力行使をこの太子に進言したのだ。斎宮が死んだ今、次に斎宮となる者を殺せば、結界は弱まり、やがて消しよう滅めつするだろう、と。

　だが、新しい斎宮はもう実質的に位に就いてしまった。今あの娘を手にかければ、国の守りである斎宮を殺したとして、神杖と長汀のあいだに戦いが起きるのは必ひつ至しだ。

　たとえ神杖に軍がなくとも、他国の軍に匹ひつ敵てきする武ぶ人じんの部隊や、州公の私兵部隊は存在する。しかも、長汀の国力はどうしても神杖には劣おとるのだ。戦いだけは避さけたかった。

「その話は、とにかくお怪我を治されてからにしましょう。城までお送りします」

「子どもではないのだぞ。ひとりで戻れる」

　浅緋の案ずる声に、静玄はやや憮ぶ然ぜんとすると、さっと身を翻ひるがえし、庭を出て行った。

　太子の姿が消えると、くっくっと忍び笑いが聞こえる。

「……朱月、何がおかしい」

「おもしろい」と、朱月は肩かたを揺ゆらして嘲わらう。「あの若わか僧ぞう、どうやって手て懐なずけた」

「手懐けたとは人聞きのわるい」

　浅緋は顔をしかめた。「俺はおまえが神杖でそうしたように、この国の王城に入り込んだだけだ。俺を重ちよう用ようしてくれるなら誰でもよかった」

「この国では竜珠は歓かん迎げいされないのだろう。なのに、よくあの王子が太子になれたものだ」

「そのとおりだ。だから、若は太子にはなれたが、安心はしてはいない。いつ内乱で首をすげ替かえられるかわからないからな」

　国を少しでも豊かにし、民たみの生活に余よ裕ゆうができればどんなにいいかと。

　数多あまたいる王子の中で、真にそのことを憂うれえていたのは静玄だけなのを、浅緋は知っている。

　今もそれは変わらない。

　長汀は、大洋に面して東西に長い国である。神杖が領土に組み入れなかった自治州、藤とう泉せん、草そう州しゆう、斑はん来らいの三州から成る。長い戦乱が終結したのは二千年前だ。以来、現在の鶴羽家まで、何度か王朝を替かえながらも、一国としての体てい裁さいを保っている。

　海に面しているから貿易も盛さかんだ。西方諸国だけでなく、他ほかの大陸とも航路で結ばれている。結ユイの大陸から在ザイの大陸へ向かう海路は西方にもあるが、はるか遠く、大地の芯しんを通して結ユイの大陸の真裏にあると言われる解カイの大陸への海路は、長汀からしか辿れない。

　神杖の名産品が海路を運ばれる場合は、長汀を経由して船に積み込まれる。それによって長汀に落とされる利益は莫ばく大だいだったが、そのために神杖は長汀を格下扱あつかいするきらいがあった。

　他の産業は、長汀には皆かい無むに等しい。神杖の結界、つまり国境付近の土地は平へい坦たんな草原や森がほとんどだが、悪霊や、それらに憑つかれて妖よう獣じゆう化かした獣けものが多いので人が住めず、他に平野は少ないので農耕や牧ぼく畜ちくはほそぼそとしかできない。これまでずっと、国を成り立たせる産業は貿易と漁業だけだった。しかし、貿易によって人種が雑多に入り交じっても竜りゆう珠しゆの生まれる率は低い。それに加えて、昔、竜珠によって国が麻あさのように乱れたせいもあり、長汀ではいまだ竜珠への嫌けん忌きの念はぬぐわれぬままである。
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　現太子である静玄は竜珠だが、自らそれを忌んで術を使いこなす修練をしなかった。ただ、しきたりにより髪は伸ばさねばならないため、誰が見ても竜珠とはわかる。

「情がうつったな」

　朱月は鼻でわらった。

　おまえも人のことは言えないだろう、と思ったが、浅緋は黙だまっていてやることにした。気づいていないのならば教える必要もない。

「風が冷たくなってきた。中へ入ろう」

　浅緋は振ふり向かずに言うと、歩き出した。
















　寝ねる前、夏乃は白雪の髪を梳くしけずってくれようとした。しかし、白雪が自分でやる、と主張したため、白雪が髪の手入れをしたのち、爪つめを磨みがいてくれた。

「本当に、大事に至らず、何よりでした」

　夏乃は、細かな動きで白雪の爪を磨きながら言った。「それにしても、斎さい宮ぐうがひいなとして働くだなんて、前ぜん代だい未み聞もんですわ。騎士さま方も、いったい何を考えてらっしゃるのか」

「でも、楽しかったわ」

　白雪は、この一いち旬じゆんを思い返す。たったの一旬、八日間だったが、長くも短くも感じられた。毎日の作業や講義、窮きゆう屈くつな六人部屋や、人に頼たよらずなんでも自分だけでするという決まり、叩たたき込まれた礼法や、慣れない筆での書記、身のこなしをほめられた武芸……

「それなら、よかったですわ。でも……」

　夏乃は声を途と切ぎれさせた。「姫ひめさまがあのようなお姿でお戻りになられて、わたくしは寿じゆ命みようが縮みました」

「ごめんなさい」

　白雪は謝った。爪を磨く夏乃の手が震ふるえている。本当に心配してくれたのだ、と思うと、すまないと思う反面、少しうれしかった。

「白鷺さまも、あのように血ち塗まみれになって外からお戻りになられたことがありました……」

「母さんも？」

「街でいざこざに巻き込まれたとおっしゃっていました。詳くわしくは話してくださいませんでしたが」

　どうやら、白雪は母と同じ轍てつを踏ふんだらしい。

「ねえ夏乃さん、その、……斎宮でも、王位に就くなんてこと、あるの？　さっき祥琳さまが、玉座に座るべきは母さんだった、っておっしゃってたの」

　白雪の問いに、夏乃はうなずいた。

「兄弟でもっとも年若の者が家を継つぐのが我が国でのしきたりですので、白鷺さまは先王の末まつ子しですから、烙らく印いんがなければ、玉座に就くはずでした」

「よかった……そんなことにならなくて」

　白雪は心底ほっとした。

　母が王になっていたら、自分は生まれていなかったかもしれない。

「ですが、白鷺さまにご兄弟がなければ、烙印をお持ちでも、玉座にお就きにならざるを得ませんでしたよ。その場合は斎さい王おうを名乗ります。政まつりごとと神事が同時に行われるため、いろいろと不都合もありますが……」

「でも、斎宮は子どもを産めないんでしょう？　跡あと継つぎは、春はるの宮みやはどうするの？」

「その場合は、次の斎宮に位を譲ゆずってからお産みになられたお子を春宮となさるか、もしくは、先王のご兄弟のお子さま、おいとこ君のもっとも年若い方と『血の契ちぎり』を交かわして実の親子となられ、その方を春宮となさいます。今までにも幾いく度どかそのような『血の契り』を交わす必要に迫せまられるほど王族が少なくなったことはあったようです」

　三千年もひとつの王朝がつづいてこられたのは、そのような救済措そ置ちがあったからだろう。直系といっても、たったひとつの血筋だけで保ってきたわけではないようだ。

「血の契りって、どんなことをするの」

「各おの々おの方がたの血を混ぜ合わせて、実の親子になったと神々に申し上げることです。その逆が、『無む縁えんの誓ちかい』ですわ」

　夏乃は右手の爪を磨き終えると、左手へ移り、再び丁てい寧ねいに爪を磨き始めた。「『無縁の誓い』は、逆に王位継けい承しようの争いを防ぐために行われます。最近では、斎宮の騎士のみなさま方がなさいました」

　無縁、という言葉に、白雪はうすら寒いものを感じた。

　夏乃は、白雪が求めていないのに説明をつづけた。

「王族から臣下に降り、王位には決して関かかわらず、一いつ介かいの民たみとして生き、王である親とは他人になると宣言するのです。その後は決して親子と名乗ることはできず、お互たがいに、仕える者と仕えられる者として接し合わなければなりません」

「……淋さびしいね」

　白雪は呟つぶやいた。あの兄弟が、そのように血族を捨て自らを天てん涯がい孤こ独どくとしたと考えるとつらかった。ひとりは淋しい。そのようなことを心から望むなど、白雪には想像もつかない。

「本当のお父さんなのに、蘇芳たちはそう呼べないんだ」

「ですが、陛下は未いまだに息子むすことお呼びなさることもございますし、──あの方たちはとてもお可愛かわいらしい、よい方々ですよ」

　ふふふ、と夏乃は笑った。「わたくしは、ほんのちいさなころから拝見していましたが……蘇芳さまも青磁さまも、琥珀さまも黒曜さまも、みな、今からは想像もつかないほど、手のかかるお子さまでしたのに、今はすっかり立派な騎士におなりになって」

「夏乃さんは、みんなをちいさいころから知ってるの？」

「ええ。琥珀さまは城内でお育ちになっております。白鷺さまが琥珀さまに会いに行くのにお供したこともございましたので、幾いく度どかお会いしました。他のお三さん方かたは二歳からしか存じ上げませんが」

「二歳って」

「黒曜さまは城内のお生まれで、白鷺さまがお取り上げになられました。ですがその後すぐ、姫さまのように、母君が城外へお連れになり、二年後におふたりでお戻りになったのです」

「どうして、二年もお城の外で暮らしたの？」

「わたくしは存じ上げませんが……黒曜さまの竜珠が特別なのは、姫さまはご存じですか？」

「特別だとは聞いたけど、それがどんな意味で特別なのは知らないわ」

「わたくしも、特別とはどういう意味なのか存じ上げません。ですが、その竜珠のためもあって、母君は城外にお連れになったのではないかと言われています」

　黒曜の竜珠は、どのように特別なのだろうか。白雪は疑問に思ったが、必要があればそのときに黒曜が教えてくれるような気がした。

「下のおふた方とは違ちがって、蘇芳さまと青磁さまは、城外でお生まれになり、二歳になって初めて入城されたのです」

「いろいろと複雑なのね」

「そうですね。……みなさまを、お生まれを理由に卑いやしめる口さがない者もおりますが、人は生まれなどで貶おとしめられる謂いわれはないと、国祖の言にもありますものを、今どきのお若い方は忘れがちのようですわ」










　夏乃が去ってから、白雪は枕まくらもとに置かれた手て燭しよくの前に立った。

　部屋の床ゆかに、影かげがゆらゆらと揺ゆれて落ちる。

「千白」

　白雪はそれに向かって呼びかけた。だが、返事はない。白雪は首をかしげた。

　ひいなとして宿舎で集団生活をしているあいだ、千白はほとんど姿を見せなかった。白雪がそうしてくれと言ったためもあるだろうが、どうやら影から出ていろいろなところへ行っていたらしい。戻ってきても、どこへ行って何をしているのか、白雪には何も教えてくれなかった。白雪が訊かなかったからかもしれないが。

　千白に会えなくても特に困ることはないが、儀ぎ式しきがあることを話しておきたかった。

　杖つえがもし自分を認めなかったらどうすればいいのか、とも訊きたかった。

　それに、さきほど夏乃に聞いた斎王や血の契りの件も気になる。夏乃の話を聞く限りでは、白雪が玉座につく可能性がないとはいえないのだ。斎宮はともかく、王になる気など、白雪にはまったくなかったから、もしそうなった場合には何があっても助けてくれるように、とお願いしたかった。

　白雪はかすかな不安を覚えて、思わず窓辺に寄った。

　以前したように窓まど掛かけをまくり上げ、窓をあける。あたりに見張りの姿がないのを確かめてから、夜着の裾すそをひっぱりあげて窓まど枠わくに脚あしをかけ、よじ登って外へ飛び出した。

　夜の外気は冷えて冷たい。やせ細りつづける月は出たばかりで、庭木の隙すき間まから姿を覗のぞかせるだけだ。

　白雪はあてもなく芝しば生ふの上を歩き出した。白雪の不安を感じたのか、足もとの芝がさわさわとかすかな問いかけを発してくる。どうしたの？　と。

　ちしろ、と呟く。ちしろをさがしているの、と誰にともなく語りかけるが、誰も答えない。白雪の竜りゆう珠しゆは未だ不安定で、人間以外のものの語りかけが聞こえることがあっても、それに答えを返しきれない。返しているつもりでも、相手に伝わっているのか、伝わっていてもそれに対する返事がないだけなのかもわからない。術も、昨日は使えたのに今日は使えない、など、日によって竜珠の発現に差がありすぎた。

　今まで白雪は、千白が自分の中にいるとは知らずに生きてきた。だが、今となっては、呼んでも現れないと不安を感じるほどの存在にはなっている。

　ふいに、いい匂におい、──やわらかであまい匂いが鼻先をかすめた。その匂いとともに、空気がひかりを帯びたような錯さつ覚かくをおぼえる。

　白雪は、あまい香かおりにつられるように、香りの漂ただよう源みなもとへ足を向ける。

　親王御ご所しよは奥殿からやや突とつ出しゆつした造りになっている。三方が樹林に囲まれており、少し歩くともう木々が視界を覆おおってしまう。

　木立の合間をしばらく歩くと、丸い庭園が現れた。きちんと手入れされているらしいそこには白い石造りの噴ふん水すいがしつらえられている。近くにはあずまやがあり、白い丸まる卓たくや筒つつ型の椅い子すが置かれていた。

　あずまやの周りの茂しげみには小さな金色の花が灯火のようについている。あまい匂いはその花から漂っていた。小さな花びらからは想像もつかないほどのつよい匂いである。

　さらに奥には大木があり、太い枝から蔓つる草くさが垂れ下がっていた。その先にはかごがくくりつけられている。ぶらんこだ、と白雪は気づいた。

　夜なのに明るいのは、この場所がひかりを帯びて見えるせいだとわかった。これは人の目に見えるひかりではない。自分が幻げん視し状態に入って、見えるはずのないものを見ていることを白雪は悟さとった。

　白雪はゆっくりと噴水に近寄ってみた。水すい盤ばんは涸かれている。手入れをされてはいるが、誰もいない場所に水を使うほど神杖の王家は贅ぜい沢たくをしないようだ。それはいいことだと思ったが、どこか淋しげにも思えた。

　ふいに、明るい笑い声がした。複数の女性たちの声は、心の底から楽しそうだった。白雪は驚おどろいて振ふり向く。だが、誰の姿も見えない。

　遠い過去にここで交かわされたざわめきや笑い声が、遠く近くに聞こえる。会話の意味はほとんど聞き取れない。だが奇き妙みように懐なつかしく感じられる声がその中に響ひびいているのがわかった。

（しらさぎさま！）

　そのざわめきの中から、舌足らずな子どもの声が強く響く。

　呼び声のしたほうを見ると、ふたつ三つほどに見える小さな子どもがふたり、転がるようにこちらへ駆かけてくるところだった。

　明るい赤い髪と、対照的な青い髪。

　顔だけでは誰かわからなかっただろう。その髪の色で白雪は直観する。

　蘇芳と、青磁だ。

（きょうは、しらさぎさまがぶらんこをおしてくれるんでしょう……）

　子どもの小さな手が、まとわりついてくる。

「──白雪？」

　呼びかけに、白雪は我に返った。

　すうっとひかりは消え、幻視は始まりと同じくらい唐とう突とつに終わった。

　月のひかりだけが涸れた水盤に落ちている。

「また寝しん所じよを脱ぬけ出して」

　声をたどった先には蘇芳が立っていた。

「蘇芳こそ、また夜勤なの」

　白雪は幻視の余よ韻いんに身をまかせながら、微笑ほほえんで訊きいた。

「……どうしたんだ、こんな時間に」

　近づいてきた蘇芳の声が厳しくなったのに気づく。

「ごめんなさい、迷めい惑わくをかけて……」

　叱しかられるのかと思い、白雪は素す直なおに謝った。「他ほかにも、今日は迷惑かけちゃったし」

「それはもう済んだことだ。──今は城内だから安全だが、油断はすべきじゃない」

　蘇芳は怒おこっているわけではなさそうだった。気まずそうな表情を浮かべている。

「あのな」

「あの、」

　声が重なった。思わずふたりは目を合わせ、笑う。

「先にどうぞ、姫」

　蘇芳は笑うのをやめると、言った。

「あのね、……今、ちっちゃいときの蘇芳に会ったの」

　そう言うと、蘇芳は目を瞬しばたたかせた。

「ちっちゃいって」

「三つくらいの蘇芳。ぶらんこを押してって言ってたわ。青磁もいた。……ふたりとも、母さんを呼んでたわ」

　蘇芳はその手をそっと取ると、歩き出した。白雪もつられて足を踏ふみ出す。

「この緑りよく陰いん庭園は、正せい妃ひ殿でん下かと側室のみなさまと、……白鷺さまがお好きだった場所なんだ」

　小高くなったあずまやの下で立ち止まると、蘇芳は言った。「君は過去を見たんだな」

「たぶんね」

「……懐かしい。まだあったんだな、これ」

　蘇芳はぶらんこに近づくと、蔓つるにふれた。

「ちっちゃいとき、蘇芳もこれにのってたの」

　蘇芳はぶっきらぼうに、ああ、と低く呟つぶやいて、白雪から目を逸そらした。月明かりでもはっきりとわかるほど頰ほお骨ぼねの上が赤く染まっている。

　年とし上うえの男性を、白雪は初めて可愛かわいいと感じた。

　それまで手を握にぎってくれていた蘇芳が、白雪から離はなれた。

　ぬくもりが去るのを惜おしみながら、白雪は蘇芳の背を眺ながめる。

「……あのころは琥珀がまだ外に出られなくて、黒曜も生まれていなかった。青磁は城に来たばかりで、俺のあとをついて回っていた」

　懐かしげに目を細めて、蘇芳は蔓をぶら下げている木の枝を見上げる。

　その横顔に、白雪は、この人もちいさな子どもだったんだ……と不思議に思った。

「白雪、おいで」

　振り向くと、蘇芳が手招いた。「のってごらん」

　白雪はうなずくと駆け寄った。

　ぶらんこの蔓は思いがけずしっかりしていて、引っ張ってもちぎれそうにない。おっかなびっくり乗ってみると、そっと蘇芳が背を押してくれた。

　ゆらり、と体が揺れる。

「こうして、青磁と一いつ緒しよに白鷺さまを押したこともあった」

　蘇芳が懐かしむように言った。「まだ子どもで物知らずだったころは、大人になったら白鷺さまをお守まもりする騎き士しになろうと考えたりもしたものだ」

「蘇芳と青磁は、母さんのこと、とても好きだったのね」

　蘇芳や青磁のような者たちにそのように思われる母を、白雪はうらやましく思った。

「好き、というか……やさしくしていただいたし、城内で悪意を浴びていた俺たちを守ってもくださったから、感謝している」

　後ろで背を押してくれているから、蘇芳がどんな顔をしているかは見えない。それでも、照れているのが充じゆう分ぶんにわかる声こわ音ねだった。

「青磁はよく、いじめられて泣いては、白鷺さまに慰なぐさめられたり叱られたりしていた」

「しかられて？」

　白雪は思わず振り向く。

「ああ。外から来て何もわからぬ者をいじめる者は、自分より弱い者にしか権けん威いや力を見せられない愚おろか者だから、そんな者に涙なみだを見せるのはばかばかしい、と白鷺さまはおっしゃっていたよ」

　言いながら思い出したのか、蘇芳はくすりと笑った。「白鷺さまも、ご幼少のみぎりにはこの城内で窮きゆう屈くつな思いをなさったようだから、俺たちのことは殊ことの外ほか、気に掛かけてくださっていたようだ。当時はまだ親王扱あつかいの身でもあったし」

「でも、泣いてる子を叱るなんて……ひょっとして、わたしの母さんって、けっこう変わった人だったの」

　白雪は、母の人となりを摑つかみきれず尋たずねた。

「叱るといっても、責め立てていたわけじゃない。そのように弱くてはこの先が心配だと案じてくださったからこそだったと思う。まあ確かに、旅先で見た他国の姫君とは何もかも違ちがっていたな。──だが、俺たちにとっては素す晴ばらしい方だった。あの方のためなら命を捨てると口に出してまで言う者は、騎士の他にもいた」

「わたしも、母さんみたいになれるかしら」

　白雪は再び、空を見上げた。「そんなふうに、思われたいわけじゃないけど……思われるほどに、母さんは斎宮としての責を果たしていたということでしょう」

「そうだ。白鷺さまは、……君をお産みになったけれど、斎宮としては歴代の誰にも引けを取らなかった」

[image: ]

　そんな立派な斎宮だった母が自分を産んだことは、母の人生にとって唯ゆい一いつの汚お点てんになってしまったのかもしれない。

　それでも母に感謝したし、母のようになれたらいいと白雪は思った。

「わたしも、母さんみたいな斎宮になれるようにがんばるわ」

「──君は、君だ。君なりに力を尽つくせばいい」

　蘇芳の言葉が、あたたかく白雪を包む。

「ありがとう」

　上を向いて、背を押してくれる蘇芳を見る。と、彼は安あん堵どしたような表情を浮かべた。

「君はずいぶんと明るくなった。初めて会ったときは、……気落ちしていて、その……痛々しかった……」

「父さんが死んですぐだったんですもの」

　あれからひと月と経たっていないのに、白雪はさらりとその事実を口にできる自分に驚おどろきもしなかった。

　悲しみは心の引き出しにしまって、ひとりのときにこっそりと取り出して眺める術すべを身につけた。それに、自分が悲しんでばかりいるのは、父の望むところではないだろう。自然とそう思えるようになっていた。

　それも、蘇芳たち斎宮の騎士が心に寄り添そってくれるおかげだ。

「みんな誤解してるかもしれないけど、わたし、そんなにおとなしくないのよ。父さんには、おてんばだってよく言われたわ」

「まあ、だいたい想像はつく」と、蘇芳はうなずく。

「どういう意味？」

　白雪はぎくりとした。父の死の衝しよう撃げきから我に返ってからは、周りがよく知らない者ばかりで、少しはおとなしくしているつもりだったのだが、蘇芳にはそれも見み抜ぬかれていたのだろうか。

「君は白鷺さまによく似たところがあるようだから。──白鷺さまは、儀ぎ式しきなどの公式の場ではお淑しとやかにしていたので、民たみはおとなしく上品でかつ優ゆう雅がな姫君だと誤解していたようだが、城内ではいちばんの乱暴者だったという話だ」

「……乱暴者」

　白雪は目を瞬かせた。

「成人する前はいつも裾すその短い男の子の服を着て、城内のどこへでも現れ、官や下人には、姫さまは何人もいらっしゃるかのようだと気味悪がられていたという。むろん俺はまだそのころには生まれてなかったから事実かどうか知らないが、白鷺さまの騎士だった方々から聞いたので信しん憑ぴよ性うせいは高いだろう」

「蘇芳の憶おぼえてる母さんは、乱暴者だった？」

「いいや」

　蘇芳は首を振ふった。「乱暴とは思わなかった。ただ、気の強い方で、自分の意思をまげることは少なかったと思う。わがままではなかったが」

「それ、祥琳さまも言っていたわ。頑がん固こで強ごう情じようだったって」

「それは陛下だからだ。他ほかの者はたとえそう思っていても言えるわけがない」

　肩かたをすくめた蘇芳に、白雪はちょっと笑った。




　そうやってぶらんこを漕こぎながら他愛ない話をしているうちに、白雪の口数は少なくなっていった。

「白雪？」

　ふいに白雪の呼吸が穏おだやかになったのに気づいて、蘇芳は声をかけた。だが返事はない。

　どうやら、また眠ってしまったようだった。

　蘇芳は、そっと白雪の蔓つるを握る手をはずさせると、肩に手を添え、くたりと力の抜ぬけた体を抱だき上げようとした。

「触さわるな」

　鋭するどい声と同時に、地面から白い狼おおかみが飛び出した。蘇芳は白雪を支えたまま、剣の柄つかに手をかける。

　だが、すぐに狼は千白の姿を取った。

「白雪に、触るな」

「今日は、この子のそばについていてくれなかったのか」

　蘇芳はその言葉を無視して白雪を抱き上げると、まっすぐに輝キ石セキノ神カミを見つめた。

「ちょっと遠出をしていてな、もっと早く戻るつもりだった」

「この子が危ない目に遭あったというのに」

「人間は千白を神だと言う。人間たちには全能神だと思い込まれているようだが、そうじゃないし、先さき見みもできないからこれから起きることはわからない。複数の別の場にそれぞれ存在できるはずもない」

　千白は肩をすくめた。「だから白雪があんな目に遭うとは思わなかった。だが、あれくらいじゃあ誰も白雪を害せない。騎士でも守り切れただろう？」

「おまえは白雪を守るために存在しているんじゃないのか」

　蘇芳は千白の言いぐさに腹を立てていた。声が低まる。

「千白だけで充分だと言いたいだけだ」と、千白は白雪に指先を突つきつけた。「白雪は守られすぎだ。千白におまえたち、それにその膜まく、他にもまだいる。……みんなが白雪を傷つけたくないと考えている」

「おまえもそう考えているんじゃないのか」

「誰であろうと傷なんか一筋だってつけさせるものか」

　ふん、と千白は鼻を鳴らした。「まあもっとも、千白が人間に本気を出せば人間はみんな塵ちりになってしまうから、人間同士のごたごたからはおまえたちが守ればいい」

　千白が善良な存在ではないことを蘇芳はすでに悟さとっている。神を信じていない蘇芳は、人々が崇あがめ信しん仰こうする神を、この世に起きる自然災害、人知を超こえたさまざまな事象や、ものや動物の擬ぎ人じん化かとして捉とらえていた。

　だから千白のことは、神でも人間でもない別の存在なのだろうと蘇芳は思っている。

「……おまえだって本当は、弟たちであれ誰であれ、自分以外の者に白雪を守らせたくないくせに」

　蘇芳はぴくりと顔を引きつらせた。

「──白雪は、斎宮だ。……俺は、斎宮を守る騎士だ」

　それを見て千白は笑うのをやめる。

「ふん、うそつきめ。この城内は昔から偽いつわりが多いが、今もそれは変わらないな。おまえも、玉座の男も、おまえが弟と呼ぶ者たちも、その母たちも、……白雪を産んだ女も」

「黙だまれ」

　蘇芳は圧おしころした声でうなるように言った。「俺にとっては、おまえの言う偽りこそが真実だ」

「真実、そうだな、あれはいくつも存在する」

　千白の声はおもしろがるような響ひびきをはらんでいた。「事実はいつも常にひとつだ。だが、真実は人の数だけ存在する。──本当だと信じたことが、信じた者にとっては真実になる。真実なんてその程度のものだ。現実ではない、夢物語以下だ。事実だけが現実だ」

　蘇芳は返す言葉を見つけられなかった。千白の言げんが正しいのが蘇芳にも理解できたからだ。

「玉座の男を産んだ女、あの女も大おお噓うそつきだなあ」

　千白は唄うたうように囁ささやく。「白雪につらなる最初の噓はそれか。おまえは知っているのか、その噓を」

　蘇芳は白雪を抱く腕に力を込こめた。白雪がそれを感じて身じろぐ。そのかすかな動きが、蘇芳から憤いきどおりを蒸じよう発はつさせてしまった。

「……俺を怒らせて楽しいか、千白」

「まあ多少は」

　千白はそう言うと、すっ、と両腕をあげた。と、蘇芳の腕の中にいた白雪が消えて、次の瞬しゆん間かん、千白の腕の中に現れる。蘇芳は瞠どう目もくした。

「おまえたち人間は、千白のこういうところを神扱あつかいするが……」

　千白は白雪を抱きかかえ直すと、その顔を覗のぞき込んだ。

　安らかな少女の寝ね顔がおは、遠く懐なつかしい者の面おも影かげを宿している。

　三千年も経たっているから、人間という種しゆそのものが変化している。骨格や言こと葉ば遣づかい、文化の差、それらの要素を取り除けば、この少女は懐かしい者によく似ていた。

「人間にそんなことはできない」

「竜りゆう珠しゆならできるだろう？」

　千白は揶や揄ゆを含ふくんだ口調でつづけた。「千白もそのころのことはよく憶えていないが、東へ逃のがれた天イー竜クア神ルの子どもたちは、人間と区別をつけるために首の後ろに父親の鱗うろこを埋うめ込まれたはずだ。つまり、竜珠は半神半人の証あかしというわけだ」

　その言葉に、蘇芳は愕がく然ぜんとした。

「竜珠が、……神の血を引いているだと？」

「言い伝えにあるだろう。慈アル・母イー神シャラが息子の子孫を憐あわれんで、息子の残した鱗を与あたえて神の血を引く証としてやったと」

　確かにその伝説は蘇芳も子どものころから知っていた。竜珠をよきものと信じる民は、この伝説を史実として支持する。

「俺はそのころ、まだこの姿も持たず存在していただけだが、少しは記き憶おくが残っている」

　千白は、じっと白雪の寝顔を見つめる。「おまえたちにはわからないだろう……ただ存在し、待つだけの退たい屈くつさなど」

　人々は、千白の前身が眠っていた木を神木と呼んだ。千白が入ったためにいつまでも枯かれなかった大木は、人々の畏い敬けいの念を呼び起こした。

　その中で半ば眠り、半ば意識をさましながら待っていた、あの退屈な時間。

「今は、もう待たなくていい」

　千白は顔を上げ、蘇芳に微笑ほほえみかけた。「千白を必要とする者がいる。それがどれほど千白にとってありがたいか、おまえたちにはわかるまい」

　そう言うと、千白は白雪を抱き上げたまま、姿を消した。

　あとには月の光が散るばかり。










　日付の変わる少し前である。城内のほとんどは眠りに落ち、不ふ寝しん番ばんが城内を見廻るだけとなっていた。

　久波の寝しん所じよに呼びつけられたのは、彼女に縁えんあって入城したひいなだった。正式な側そば仕づかえとなったあかつきには、この慈じ恩おん苑えんへ召めし上げられることが決まっている。

　将来の主人に手ずから小こ瓶びんを渡わたされ、あることを命じられ、彼女は無礼も忘れて顔を上げた。

「お方さま……？」

　寝所を照らす蠟ろう燭そくの灯あかりがゆらゆらと揺ゆれる。

「何を驚おどろいておる」

　久波は微笑んで、言った。「わたくしの言葉が聞こえなんだか」

「い、いいえ……ただ、斎さい宮ぐうの姫ひめに、毒をというのは、」

「お黙り」

　久波の声は静かだった。癇かん癪しやくを起こしてすぐにわめき立てる癖くせのある女性が、である。いつもとはようすが違ちがっていたが、いつもの彼女を知らぬひいなにはわかりはしない。

「あの者は、霊れいに認められたと噓をついておるだけじゃ」と、久波は断言した。「だから神かみ降ふりの丘おかを壊こわし、確かめることもできなくしてしまったのじゃぞ。大罪人じゃ」

　それが久波の妄もう言げんだとは知らぬ少女は、告げられた言葉に怯おびえた。小瓶を握にぎりしめて身を震ふるわせる。

「そのような者が斎宮になって、守護の神が国を守ってくださると思うかえ？」

　囁きが、毒のように少女の頭を痺しびれさせていく。

　この国は守護の神が守ってくださる。だが、その守護がなければどれほどに天地が荒あれるだろう……それを考え、少女は歯を食いしばった。

　会ったことも見たこともない斎宮。それが神に認められぬ贋にせ者ものであれば、この国の気候は乱れ、外敵が入り込み、餓うえる子どもたちが増え……多くの人々が苦しみ、悲しみ、つらい思いを味わうだろう。

「国の安あん寧ねいを、そちも望むであろう」

　久波は重ねて言った。「あの者を、殺しなさい。さすればこの国は平和なまま」

　少女のうなずきを確かめると、久波は細かく指示を与え始めた。










　目がさめると、すぐ近くに千白の顔があった。

「……っ」

　白雪は驚いて起き上がる。

　だが、千白はぴくりともしない。薄うすくあいた唇くちびるから、すうすうと寝ね息いきが漏もれている。

　見まわすとあたりは薄明るかったが、まだ起き床しようの時間ではないようだ。室内にも、扉とびらを隔へだてた廊ろう下かにも、人の気配はないように思えた。

　ふだんより早く動く胸をなだめながら、白雪は千白の寝顔を眺ながめる。

「ちしろ」

　呼ぶが、応いらえはない。

　神と呼ばれていても人のように熟じゆく睡すいするのかと、白雪はそのさまを観察した。

　千白はうつぶせに眠ねむっていて、顔も半分しか見えない。銀色の睫まつ毛げがうっすらと影かげを落としているのを、白雪は銀細工のようだと思った。

　千白の外見は整っていて美しい。しかし、言動が幼児に近いのでそれが目立たない。

　こうして口を閉とざし眠っていると外見の美しさがきわだつ。琥珀と同じだ、と思った。彼もいつもは明るい可愛かわいらしい人だが、沈ちん黙もくするとその美しさがわかる。美しさと親しみは同時に存在しづらいのだろうか。

　千白の瞼まぶたが動き、すぐに淡あわい色の目がのぞいた。

「ただいま」

　彼は微笑んで仰あお向むくと、白雪に手を伸のばす。ぐい、と引っ張られ、白雪は千白の胸に倒たおれ込んだ。

「おかえり」

「まだ眠っていてもいいんだぞ」

　眠たげな声で言われる。

「目がさめちゃったの」

　白雪は、千白の胸むな板いたに頰ほおをつけながら答えた。

　布地を隔てて千白の鼓こ動どうが聞こえてくる。

　彼は生きた体を持っている。

　それが、不思議だった。

「不思議か？」

　くすり、と千白は笑った。「千白は、白雪の中から目ざめたときに、この世のあらゆる物質を寄せ集めてこの肉体を作ったんだ。何度滅ほろびても、千白自身が存在する限り、この外見で造り直せる。──だが」

　千白の声は低くなった。「千白は千白の体しかつくれない……」

　白雪は、ぎゅっと千白の衣を握りしめた。

「もういいの、それは」

　白雪は、小さな声で言った。「父さんにはもう会えないもの。わかってるから」

　白雪の背を撫なでていた千白の両腕に力がこもる。

　白雪はそれに安心して、再び目を閉じた。




　夏乃が起こしに来たときには白雪はまた眠りに落ちていて、寝しん台だいに千白の姿はなかった。

　目をさましたとき、白雪は、影の中に千白がいるのをごく自然に感じていた。どうにかして膜まくの内側に入る方法を見つけたのか、千白の気配が今までより強い。

「……これ、全部着るの？」

　食事を終えたあとで着き替がえの間まへ行くと、卓たくの上に何枚もの衣い装しようが置かれていて、白雪は思わず声を上げる。

「もちろんですわ」

　夏乃が何な故ぜかうれしそうにうなずく。「儀ぎ式しきのための、斎宮の第一正装です。姫さまは立ったままでいらしてくださいませね」

　そこから先、白雪は着せ替え人形のようにじっとしていなければならなかった。下着を着けて胸と腰こしを固め隠かくしてから、薄い紗しやの襦じゆ袢ばんで身を包む。その上に、さまざまな色の衣ころもを何枚も重ねて着た。重ねるほどに、薄い色から濃こい色へと移っていく。

「いい匂においがするわ……」

　何人もの側仕えがうろうろと自分の周りで着付けを進めていく中、白雪は鼻をくすぐるあまい匂いに気づいて呟つぶやいた。これは昨夜ゆうべにも嗅かいだ匂いだ。

「金きん桂けいです。この衣は秋の装よそおいですから、金桂の香こうを薫たきしめているのですわ」

　なるほど、見れば確かに最後の肩かた掛かけは実りの穂ほと同じ、黄味の強い橙だいだい色いろだった。あたたかみを帯びた色は秋のひざしを思わせる。

　衣装を整えてから、髪かみを結ゆうために鏡台の前に座らされた。

　白雪の髪は正式な形に結えるほど長くはないので、簡かん略りやく形けいなのだそうだ。それでも髪留めをつけられ、簪かんざしを挿さされ、耳みみ飾かざりをつけられ、すっかり頭が重くなる。夜になったら肩が凝こっていそうだ。

　整せい髪はつが完かん了りようし、やっと終わる、と安あん堵どの息をついた白雪が立ち上がりかけると夏乃が止めた。

「姫さま、こちらをお履はきください」

　前に高い沓くつが置かれる。

　箱のような形の履き物に、白雪は心底ぎょっとする。

「まさか、これを履くの!?」

「少々、お歩きにくうございますが、すぐに慣れます。──いえ、慣れていただきませんと」

　夏乃の言葉に、白雪は大きく溜ため息いきをつく。

「転んじゃいそう……」

「だいじょうぶです。そのときは騎き士しさまがたがお支えくださいますわ。それも騎士さま方のお役目です」










　儀式が行われるのは、八公議場ではなく、斎さい宮ぐう殿でんの前だという。

　斎宮殿のごく近い周囲は砂じや利りが敷しき詰つめられているが、その外周は庭園の草地に続いている。

　奥おく殿どのから斎宮殿へ向かう道は、草地を分ける石いし畳だたみになっていた。東方様式の参道である。

　参道の両りよう脇わきには八公が左右に四人ずつ並んでいる。八公の背後には、それぞれの部下が隊を組んで並んでいた。その中に刀や剣けんを帯びている者はひとりもいない。

　しかしよく見ると、八公のうち半分が剣もしくは刀を帯びていた。儀式のため、武器を携たずさえられるのは身分や位が上の者だけのようだ。特別な存在であるはずの騎士たちも帯刀帯剣を許されていないと、白雪は前もって琥珀に聞いていた。

　祥琳は、屋内を移動するときに使う車くるま椅い子すに座っている。椅子の両脇に大きな車輪がついていて、平らな場所ならすみやかに移動できる補助器具だ。車椅子を見たことがなかった白雪は、祥琳がそれに乗って姿を現したときには大層驚おどろいた。

「白雪、そなたは彩さい姫ひに認められた斎さい宮ぐうだ。何も案ずることはない」

　祥琳は、白雪を見上げて言った。

「はい」

「お行きください、姫」

　杖州公が告げた。

　白雪は、まっすぐに頭を上げ、高い沓で石畳を歩き始めた。

　八公の列、左側のひとりめは刑ぎよう部ぶ卿きよう佳か春はるで、刀を二本、腰に差している。白雪がちらりと見ると、場にそぐわない不ふ謹きん慎しんな笑えみを白雪に向けて見せた。白雪はそれに笑い返したかったがこらえ、右側へと視線を流した。

　右側は、物もの部のべ卿きようだ。腰には刀を差しているので、彼女も刀使いなのだろう。視線を向けると、布で覆おおわれていない目と合う。その顔に笑いは見えなかったが、彼女が自分を斎宮として認めてくれているのを白雪は感じた。

　見えない誰かからの勇気、氷ひ室むろで聞こえた呼び声のようなさざめきを、耳ではなく心や全身で感じながら、白雪は歩き出した。青磁に教えられたとおり、頭をまっすぐに上げて、肩に力は入れず、背筋だけを伸ばす。

　下腹に力を入れて、膝ひざを内側に締しめるようにし、一歩一歩を同一線上に下ろすようにして踏ふみしめる。

　たったの一いち旬じゆんであれ、礼法の特訓は無む駄だではなかったようだ。わずかだが鍛きたえられた体は、白雪の意思通りに動いた。

　しゃら……と、簪についた飾りがふれ合って鳴る。

　斎宮殿の前には、四人の騎士が跪ひざまずいていた。左から、蘇芳、青磁、琥珀、黒曜。四人とも、いつもと同じ色味だが、格式張った装束を纏まとっていた。どうやら礼装らしい。

　白雪が石畳の上を、転ばないように時間をかけてゆっくりと歩き終えると、一列に並んでいた騎士たちが左右に分かれた。そのあいだに小さな祭さい壇だんが現れる。

「杖つえをもて」

　蘇芳が告げると、斎宮殿の奥から、側そば仕づかえが杖を捧ささげ持って現れた。白雪は身をこわばらせた。うつむいている側仕えに見み憶おぼえがあったからだ。同時に、左手のひらで烙らく印いんが熱を帯びる。警告だ。だがいったい何が危険だというのか。

　側仕えは、祭壇に立てかけるように九く連れん環かん杖じようを置いた。祭壇の上には、ふくべと杯さかずきが置かれている。

　側仕えは緊きん張ちようしているのか、震ふるえる手でふくべを取り上げ、杯に中身を注ぎ始めた。

「……っ」

　側仕えは小さな声を上げた。杯が転がる。それもそのはず、白雪の影かげの中から手が伸びて、ふくべをはらいのけたからだ。

　次の瞬しゆん間かん、白雪の影の中から銀色の姿が現れていた。

「おまえ、白雪に何を飲ませるつもりだ」

　千白は、声を荒あらげて側仕えに詰め寄った。側仕えは怯おびえてその場にへたりこむ。

「やめて、千白！」

　白雪は叫さけぶと、側仕えに駆かけ寄った。その肩を摑つかんでゆさぶる。

「迦か純すみ、……どうしてここに」

　名を呼ぶと、側仕えは顔を上げた。それでようやく、彼女は目の前にいるのが同室の小雪だと気づいたようだ。

「こゆき……？　どうして、あなたが……」

「何をしておる！」

　背後で誰かが声を荒げた。振ふり返ると、財たから部べ卿きようが参道に踏み込んでこちらに向かっていた。

「止まれ。控ひかえよ。斎宮の御ご前ぜんである」

　蘇芳がその前に立ちはだかった。

「あなた、その格好……まさか、新しい斎宮って、あなたなの……」

　うつろに問われ、白雪は唇くちびるを嚙かんだ。答えられなかった。

「その男はなんじゃ！」

「曲くせ者ものぞ！」

　参道で騒さわぎ立てる声が複数になる。

「騒ぐな！」

　千白が振り返って叫んだ。「千白は輝キ石セキノ神カミと呼ばれるものだ。文句があるやつは前へ出るがいい！」

「輝キ石セキノ神カミ……！」

　その場に並んでいた者たちが、さまざまな声を上げる。歓かん喜き、悲鳴、畏い敬けいの声。恐きよう怖ふも入り交じった複雑な感情の波に、千白は思わずにやりとした。

「にせものの斎宮だって言われたけど……あなたが……？」

　迦純の声は震ふるえていた。自分と同室のひいなが斎宮だとは信じがたかったのだろう。白雪は首を振った。しゃらしゃらと簪が揺ゆれて鳴る。

「違うわ、わたし、本当に斎宮なの」

　白雪は左手を迦純に突つき出した。「これは斎宮の烙印なのよ。生まれたときに、斎宮になる証あかしとしてつけられたの」

「あなたが、本当に？」

　信じられない、というように迦純は呟つぶやく。

「本当よ。信じて」

　白雪はきっぱりと言った。「わたしは、この国を守るために斎宮になったのよ」

　それが自分にできる唯ゆい一いつのことだから。

　まっすぐに見つめると、迦純の目から、涙がこぼれた。

　にぶい動きで、彼女は首を振る。

「わ、わたし、あの方に、命じられたんですもの……お世話になってる、あの方に……」

　何かがはじけるような音が、迦純から聞こえた。

「手を放して、白雪！」

　琥珀が叫んだ。

　同時に迦純の体の表面がはじけ、赤黒い何かが飛び出す。

「いやああああああ！」

「迦純！」

　白雪は叫んで手を伸のばしかけた。赤黒い液体が飛び散り、伸びてきた触しよく手しゆが白雪の腕うでに巻きついた。手刀がそれを断たち切る。黒曜だった。

「さがって」

　白雪はその言葉に従えなかった。目の前で繰くり広げられる悪夢に、体が動かない。

　迦純だったものは、ぬらぬらとした肉の塊かたまりとなって膨ふくれ上がり始めていた。そこかしこからのろのろと触手が伸ばされ、白雪に襲おそいかかろうとしているが、黒曜の手刀がそれらをすべて断ち切っていた。

「白雪！」

　蘇芳が白雪の肩かたを摑んで揺さぶる。「しっかりしろ！」

「どうして、迦純が……」

「……天てん花かの種を植えつけられたんだ」と、琥珀が呟く。「動物の体に寄生すると、発はつ症しようして魔ま獣じゆう化かする場合がある……」

「むごいことをしやがる」

　青磁が顔をゆがめた。

　魔獣は、正確に白雪だけを狙ねらっていた。参道脇わきにいた人々はすでに影も形もなく、もっとも近い奥殿へと逃のがれている。

「千白、……なんとかして！」

「なんとかって……」

　たまらずあげた白雪の叫びに、千白は近づいてきて言った。「千白にはもう解ほどくことしかできないが、それでいいのか？」

「解くって……」

「目に見えないくらいまで分解することだ」

　その答えに白雪は青ざめた。つまりは殺すということか。

「まだ意識が残っているから苦しんでいるが、ああなったら、肉体の再構成はできないし、放置すればやがて魂たましいも魔獣化して天てん堂どうへ入れてもらえなくなるんだ」

「だって……と、友だちなのよ！」

「だったらなおさらだ。苦しみから解放してやれ」

「でも、千白はなんでもできるんでしょう。もとに戻して！」

「自分でその道を選んだ者の選せん択たくを覆くつがえすことは、誰であろうとできない。その本人以外は」

　千白は、心を高ぶらせる白雪を悲しげに見た。「あの子は、自分に天花の種を植えつけられるのを許きよ容ようしたんだ。自然に体に入っていたら、あんなふうにはならない」

「どういう、意味……？」

「斎宮の暗殺に荷か担たんする証あかしとして植えつけられたんだろう。昔から、裏切りを許さない者が部下に強要する手だ。──なのにあの子は、おまえを殺したくないと考えてしまったんだろう」

　動どう悸きが激しくなっていく。

「どう、すれば……いいの……」

「せめて祈いのりながら殺してやれ。おまえは斎宮だ。その祈りで魂こんも霊れいも浄きよめられるだろう」

　今までのよりも太い触手が、黒曜の胴どうに巻きついた。蘇芳が加か勢せいに駆けつける。

「わかったわ。何をすればいいの」

　心を決めて再び問う。

「とりあえず、あいつを呼び寄せるんだ」

　千白が指し示したのは、祭さい壇だんから転げ落ち、半ば魔獣の下した敷じきになりかかっている九連環杖だった。

　白雪は、言われたとおりに杖つえを呼び寄せようと左手をかざすと、熱いままの烙印をなだめるように右手を合わせた。

　両手の中に、杖が在ある、と強く念ねんじる。

　その間、千白はじろじろとぶしつけにあたりを見まわした。

　千白は魔獣には興味がない。あの程度ならば千白になど一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばせるが、そうすると被ひ害がいは他ほかにも及およぶ。白雪はそれを望まないだろう。そして、悲しむだろう。もとは人間の魔獣など、千白の相手ではない。

　千白の姿に怯おびえる者、いぶかしむ者、明らかに警けい戒かい心しんを見せる者、千白が何者かを正確に悟さとり、畏敬のまなざしや興味の念を向けてくる者もいる。

　どちらにしろ、白雪のように千白に対して自然に振る舞まえる者はいないようだった。千白は一目でそれを見て取る。

「ろくでなしばかりだが……」

　口の中で呟く。「だが、そこがいい」

　八公も、千白への態度はさまざまだった、逃れた先で怯えてへたり込んでいるのは財部卿や、先ほどまで文句をつけていた治じ部ぶ卿きようである。刑部卿は愉ゆ快かいそうににやにやしていて今にも口笛でも吹きかねない風情ふぜいだった。物部卿は残ったもう一方の目でまぶしそうにこちらを見ている。他にも、子どものように目を輝かせる療りよう部ぶ卿きよう、苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔つきの兵ひよう部ぶ卿きようなどを千白は素早く見て取った。

　問題は、ない。あってもせいぜい、人間同士で解決してもらう程度のことだ。千白はややこしいことが嫌きらいだから、厄やつ介かいごとが起きたときに解決しろと言われても、厄介ごとのもとからひきつぶすしか方法は知らない。

　ふいに白雪の気配が変わった。千白は振り向いた。

　光る白雪の左手の中に、神杖が現れていた。

　琥珀が以前、彩さい湖こ畔はんの戦せん闘とう時に呼び寄せた九く連れん環かん杖じようが、涼すずしい神音かのんを響ひびかせて、少女の手の中に収まる。

　あつらえたようにぴったりと。

「行け、白雪！」

　千白はそれを見て叫んだ。

　白雪は魔獣に近づく。

　応戦していた騎士たちに向けられていた触手が、するすると伸びて白雪に向かった。白雪はそれを、握にぎった杖の先で貫つらぬく。杖にふれた部分から焼けこげるような煙けむりが上がり、絶叫がこだました。

「みんな、さがって！」

　白雪は腹の底から叫んだ。興奮が全身に広がっていく。

　白雪の命めいに従い、騎士たちは魔獣から離れた。白雪は、伸びてくる触手を貫き、あるいは叩たたき落としながら魔獣の本体に近づいていく。

「……迦純」

　本体の前で呼びかけると、触手の動きが止まった。醜みにくいぬめぬめとした皮ひ膚ふに亀き裂れつが走り、そこから声が響いてくる。

「──こゆき、なの……」

「ごめんなさい、わたし、本当は白雪っていうのよ……」

　白雪は名乗った。

「ど、して……こんな、ことに……たす、けて……」

　白雪はいっぱいに目を瞠みはった。

　助けられるものなら助けたかった。

　斎宮でありながら、自分は迦純に何もしてやれない。あまりにも無力だ。

　今はもう、たったひとつの方法でしか、彼女を楽にしてやることはできない。

「ご、ごめんね……」

　杖を握りしめる。しゃらん……と九連環が鳴った。それに応こたえるように左手がますます熱を帯おびる。

「おねがい……くるしいの」

「苦しませたくなければ、その杖で貫け」

　いつの間にか傍かたわらにいた千白が囁ささやく。「おまえだけがこの子を楽にしてやれる。おまえにしかできない役目だ」

「わたしだけが……」

　そんなの、望まない。

　迦純を殺したくなんかないのだ。初めてできた友だちなのに。

　──友だち、なのに。

　だが、このまま彼女を苦しませつづけるわけにもいかない。

　白雪は歯を食いしばると、ゆっくりと杖を振り上げた。

「ひかりよ　ゆくみちをてらしたまえ」

　短い祈りを唱え、……亀裂めがけて振り下ろす。

　手応えがあった。

　杖は魔獣を貫き、石いし畳だたみへと縫ぬい止める。濁にごった絶叫があたりに響き渡わたった。

　魔獣から煙がたちこめ、やがてぐずぐずと溶とけ始める。千白が白雪の胴を抱かかえてとび退のいた。溶けた魔ま獣じゆうから肉にく塊かいが崩くずれ落ち、体液があたりに広がり出す。杖の刺ささった肉塊の中心に、肉にく片へんのこびりついた白骨が見えた。

　あれは迦純の骨だ、と白雪は察した。

　白雪は茫ぼう然ぜんとそれを眺ながめた。

　あれが、昨日まで一いつ緒しよに寝ね起おきしていた迦純のなれの果てだとは思えなかった。──思いたくなかった。

　煙がおさまると、蘇芳が杖へと近づいた。手にかけて杖を抜き取ると、参道へと降りる。

「これでも、白雪さまが贋にせ者ものだとおっしゃいますか」

　彼は、奥おく殿どのへ引いている者たちへ向かって叫んだ。凜りんとした声が響く。

　琥珀が白雪の手を引いて、蘇芳に近づいた。

「蘇芳、杖を」

「ああ」

　兄は弟に杖を渡した。琥珀はそれを、白雪に差し出す。

「さあ、儀ぎ式しきのつづきを」

　そうだ。儀式はまだ終わっていないのだ。

　白雪はぼんやりと手を伸のばして、杖を握った。

　今のできごとで麻ま痺ひしきった白雪の頭に、誰だれかが呼びかけてくる。


目をおさましになって、わがきみ



　奇き妙みような抑よく揚ようで、唄うたうような声が脳に響く。

　白雪はゆっくりと瞬まばたいた。


わたくしは、若わか葉ばの姫ひめ宮みやさまに造られた、九連環杖と申します……



　その声は男のようでもあり女のようにも聞こえた。年取っているようでもあり、幼くも感じられた。

　杖が白雪に語りかけているのだ。


わたくしの存じ上げているこれまでのことを、わがきみ、すべてあなたにお伝え申し上げます……



　ゆっくりと、ぎこちない語りかけがなめらかになっていく。


さあ、受け容いれてください、わがきみ……



　杖を握る白雪の左手がひかりを帯び、それがすぐに白雪の全身を包んでいく。霊れい的てきなひかりではない。誰の目にも映うつる、太陽のひかり、月のひかり、星のひかり、それらと同じひかりが、白雪自身から放たれていた。

　やがて白雪の体の表面が、ひかりの襞ひだで覆おおわれたかのように白くなる。


あなたとつながって、何もかもをお伝えします……



　杖がそう告げたとたん、ひかりの中で白雪の体が伸び上がり、硬こう直ちよくした。

「騎士ども、周りを囲め！」

　千白が叫んだ。

　白雪の目つきが変化した。夢見るように焦しよう点てんが合わない。霊れいが体を離れかかっているのだ。

「四し方ほう陣じんだ！」

　千白の指示をいち早く理解した蘇芳が、白雪の背後に、背中合わせのようにして立つ。次ついで青磁が白雪の前に、白雪に背を向けて立った。琥珀は右で外を向き、黒曜は左で、やはり白雪に背を向ける。外敵を排はいする守備の陣だ。

　千白は陣の中に入り、白雪の正面、額ひたいがつくほど間近に立った。白雪が杖を持つ左手を両手で包み込む。

　茫ぼう洋ようとした白雪の藍あい色いろの瞳ひとみが、千白のいちばん好きな色へと変化していく。夜明けの空が明るんでいくような、色。

　髪かみもまた、漆しつ黒こくからきらめく白しろ銀がねへ。










　……長の歴史が斎さい宮ぐうのしきたりや習慣を定めていったが、それによって苦しむ者や起きる不都合などはかえりみられなかった。多くの少女たちが虜りよ囚しゆう同然の身となって斎宮に就つき、食べるものや寝ねる場所、身に纏まとうものに困ることはなくとも、花の歳月を民たみのため、国のために費ついやした。不自由な生活に不満を持ち、退任後の将来に不安を覚え、恋こいもできない重圧によって、斎宮はますますその竜りゆう珠しゆを強めもした。
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　だがそれでも人を愛することを否定せぬようにという思いが杖にはこめられていた。愛は人を満たす。愛されなくとも、愛することができれば……愛することを許されれば。

　そうするうちに、先代斎宮の記き憶おく──母の記憶が、白雪の中をいっぱいに満たした。母が刻んだ記憶はもっとも明めい瞭りようで、彼女自身の個人的な記憶まで強く込こめられていた。

　白雪は目をあけた。周りには誰もいない。自分はひとり、杖を握って立っている。無む影えいの世界は果てなくつづき、遠くに天地を分ける筋すじが見えるばかり。

「母さん…」

　白雪は、手にしている杖に向かって呟つぶやいた。

　自分に会えないとわかって、母はこの杖に自分の記憶をすべて刻きざんだのだ。いつか娘むすめに伝わるように。誰にどれほど罵ののしられ嘲あざけられようとも、自らの生きざまを悔くいも恥はじもせぬと知らせるために。

（しらゆき）

　呼び声がして、目の前にひかりが現れた。ひかりは人の姿をしているが、輪りん郭かくしか見えない。

（いい子に育ったわね）

　聴きいたことのないはずの声が、脳の奥底から引きずり出された記憶と一いつ致ちし、白雪の口からその呼びかけを紡つむがせる。

「母さん……！」

　あてのない呼びかけではない。目の前にいる存在に向かって、白雪は呼びかけた。

（ごめんなさい、あなたが帰ってくるまで待ってられなかったわ）

　伸ばされる腕うではひかりに包まれている。抱だき寄せられ、白雪はその腕にしがみついた。

「母さん、……母さんなのね」

　ぬくもりに、白雪は微笑ほほえんだ。目め頭がしらが熱くなる。

（白雪、憶おぼえている？）

　彼女は囁ささやいた。（あなたは、わたしのお腹なかの中から出てくるとき、言ったのよ）

「わたしが？」

（かわいそうな人がいる、その人と一緒にいたいって）

　涙で潤うるみ始めていた目で、白雪はまじまじと母を見た。

　ひかりに覆われて、母の表情はほとんど見えない。だが、苦く笑しようしているのはわかった。

（頑がん固こで強ごう情じよう、ってあの方はおっしゃったでしょう？　そんなわたしの産んだ娘だもの、あなただって、頑固で強情なのよ。──だからどうせ、最初に言ったとおりにしてしまうんでしょうね。どんな目に遭あうとしても）

　生まれたときのことなど、もちろん白雪は憶えていない。

「その、かわいそうな人って、だれ……千白？」

（あなたのいちばんたいせつな人は誰？）

　母は問い返した。（いつもあなたのそばにいた人は誰？）

　白雪は瞠どう目もくした。

　それは……

（あなただけがあの人を救えるはずなの）

　彼女は厳おごそかに言った。（でも、そのためにはすべてを捨てなければならないのよ……）

（しらゆき）

　遠くで千白の呼び声がして、白雪は振ふり返った。










　白雪の体が力を失って倒たおれかかった。千白は素す早ばやく腕を伸のばして少女の体を抱き留めた。

「来るぞ！」

　蘇芳の叫びが呼び寄せたかのように、空が暗くなった。陽光は射さしているのに、雲ひとつない空が暗くなったのだ。

　不ふ吉きつな風が草地で渦うず巻まく。

「結界を張っていても、斎宮が無む防ぼう備びになるとこんなに集まって来るのか」

　千白の呟きは、鳥の羽ばたきにかき消された。

　上空から現れた人面鳥の群むれが襲おそいかかってくる。蘇芳は手を挙あげた。呪じゆ詞しを唱えると、手のひらから火か焰えんが生じ、襲いかかってきた人面鳥を焼き尽つくす。人間とも鳥ともつかぬ絶叫が響ひびいた。人面鳥は燃えながら落ち、草地でのたうち回る。斎さい宮ぐう殿でんに向かおうとしていた儀ぎ式しきの参列者たちは再び逃にげまどった。

「奥殿へ戻られよ！」

　杖州公が叫ぶ。「あれらは騎士に任せよ！　斎宮以外は襲わぬ！」

「前と同じだ」

　千白は呟くと、白雪の体をそっと抱いた。「あいつら、いつも斎宮まかせなんだな」

　うっすらと目をあいたままの白雪の後ろ首に、千白は手をやった。手を当てた薄うすい皮ひ膚ふを通して、竜珠の波動が強く伝わってくる。信じがたいほどに強い。この竜珠の強さは、いつもは白雪に打たれた式シキによって隠かくされている。だから白雪は旅のあいだも必要以上に悪あしきものたちを寄り集めることなく無事でいられた。

　盛り上がった足もとから木の根とも巨きよ大だいな蚯蚓みみずともつかぬ生きものが顔を出す。のたうつそれは、呪詞を唱えた青磁が手のひらから発した冷気によって凍こおりつき、粉々に砕くだけた。

　風に乗った白い獣けだものが、赤い目を爛らん々らんと光らせて琥珀の正面へ躍おどり出る。鋭するどい牙きばを剝むき出して琥珀に襲いかかったが、琥珀は無言で腕をかざした。獣はそれに嚙かみつくが、すでに術によって鋼はがねのごとき堅かたさとなっていた琥珀の腕が牙を砕き折る。琥珀は片手を振って獣を叩たたき落とした。次いでその手のひらから細かな光の針を幾いく本ほんもとばし、獣を地面に縫ぬい止める。

　えぐれた地から、焰ほのおをまとった獣が現れる。黒曜は向かってくるそれを両腕で捕とらえると、小声で呪詞を唱えた。呪詞が進むうちに、黒曜の手の中でもがき苦しんでいた獣は小さくなり、やがて光の粒つぶになり、消えてしまう。

「しらゆき……」

　千白は白雪に囁いた。「証あかし立だては終わったんだろう……帰ってこい」

　額をつけると、白雪の中に流れ込んだ情報が千白の脳のう裏りにも映される。今はまだ未熟な身の白雪には重すぎる情報量だったが、それでもすべてをしっかりと読み込んだのを千白は確かく認にんした。懐なつかしい顔もいくつか見えた。だが、感傷に浸ひたっている場合ではない。

「しらゆき」

　もう一度呼ぶと、白雪の瞼まぶたがゆっくりと動いた。

　唇くちびるが、ぎこちなく動く。

「ち、しろ……？」

「そうだ、千白だ」

「どうしたの……」

　白雪は、不思議に思って問う。千白が泣きそうな顔をしていたからだ。

「そんな顔、して」

「だいじょうぶか。立てるか」

「うん……」

　白雪はうなずいて、もたれていた千白の胸に手をついた。足は高い沓くつを履はいたままだったが、それでもちゃんと立てた。

「なあに？　嫌いやな臭におい」

　白雪はぼんやりしながら、漂ただよう血ち臭しゆうや焦こげた肉の臭いに眉まゆをひそめた。

「証立てに入った白雪を狙ねらって、この国を覆おおう結界内にいるまがもの、──害なす者が寄り集まってきたんだ」

「白雪、気がついた？」

　琥珀が振り返った。次々と襲いかかってくる獣は、琥珀の放つ光の針に射い抜ぬかれて、地面でもがき苦しんでいる。獣はやがて力ちから尽つきると、しゅうしゅうと悪臭を放ちながらどろりとした液体になり、地面に吸い込まれていく。

「杖を握って！　君だけがこの場を収められる！」

　琥珀の叫びに、白雪は、ずっと持っていたらしい杖をまじまじと見た。

　千白の手を離れ、一歩踏ふみ出す。

　二歩、三歩で四し方ほう陣じんを脱ぬけた。

「白雪……！」

　自分の前に出た白雪に、青磁が驚おどろきの声を上げる。

　白雪は石いし畳だたみの参道をはずれ、草地に立った。首をめぐらせると、奥殿へ逃げた人々が視界に入る。誰だれも怪け我がをしていないのを確かめていると、複数のかげりが自分に近づいてくるのがわかった。

　騎士たちに襲いかかっていた害なすもの、まがもの、無念の死を迎むかえ悪しきものとなった霊れいに取り憑つかれた生きものたち、生者をうらやむ死し霊りよう、妖よう霊れい、生いき霊りよう……それら有う象ぞう無む象ぞうが白雪を取り囲む。

　怖こわくはなかった。左手に握った九く連れん環かん杖じようが、すべてを教えてくれる。

「わがもとにこよ　よわきもの　くらきにかたむくよわきもの　わがもとにくだれ　われ　そなたらをひかりのもとへみちびく」

　杖から送り出された呪詞が、白雪の喉のどから発せられる。同時に杖が鳴った。

　自ら、鳴ったのだ。


あのときも、わたくし、こうしましたわ……懐かしゅうございます……



　杖が言った。白雪は思わずそれに微笑んだ。

　杖の発した神音かのんがやむと、白雪と杖が輝かがやき始めた。そのひかりは、白雪の呪詞で硬こう直ちよくしていたあしき者どもに浴あびせかけられる。絶叫がこだました。

　変化する苦しみの悲鳴だ。白雪はそれを悟さとって、杖を振った。神音が容よう赦しやなく鳴り響く。

　ひかりを求めて妄もう執しゆうから解き放たれ、さらに明るいところへ飛び立てるよう邪じや気きを捨てるための苦しみ。

　少しでもその苦しみが軽くなりますように、と白雪は祈いのった。

　結局、斎さい宮ぐうは祈るためだけの存在だと、白雪にはわかりかけていた。

　他者のための祈りならいくらでも捧ささげられる。だが、斎宮だからといって誰かの罪を肩かた代がわりして背負えるわけではない。斎宮でなくとも、もっと力のある竜珠でも、それは不可能なことなのだと悟る。

　自分以外の者の罪を背負うなど、神にもできないことなのだ。

　だから白雪はただ祈った。

　罪深き者たちが、自身の罪を負う勇気を持てますように、と。

　──それは自分のことでもあった。

（こゆき）

　満ちたひかりの中で、少女の声がした。白雪は目を上げる。

　迦純の霊が見えた。

「迦純……！」

　白雪は我に返った。

　初めてできた、友だち。

　なのに、殺してしまった。

（他ほかに、どうしようもなかったのよ……）

　迦純は白雪の心を読んだかのように苦く笑しようした。（せめて、魂たましいまで魔ま獣じゆう化かする前でよかった）

　白雪は歯を食いしばった。

「……ごめんなさい」

　その隙すき間まから押し出すように呟く。

（謝る必要はないわ。だから、祈って。わたしの魂こんが早く罪を償つぐなって天堂にいけるように。わたしの霊れいが早く天河のひとしずくに戻れますようにって）

　迦純の姿が薄くなっていく。

「祈るわ……！」

（いい斎宮になってね、……白雪さま）










　ひかりがやむと、あたりは再び明るさを取り戻す。雲ひとつない秋晴れの空が頭上に見える。

　騎士たちが駆かけ寄ってきた。四人とも、戦った名残なごりで汚よごれている。せっかくの礼装が台無しだった。

「だいじょうぶか」

「やればできるじゃねえか」

「怪け我がしなかった？」

　大きな手のぬくもりが肩かたに置かれる。疲ひ労ろうがすうっと消えていく。

「……ありがとう。みんなこそ、怪我はないの？」

　白雪が訊きくと、奥殿から呼び声がした。

「白雪！」

　叫び声は祥琳のものだった。白雪はそれに向かって歩き出す。

「祥琳さま、だいじょうぶですか」

　奥殿までたどりつくと、儀ぎ式しきの参列者たちの視線が痛いほど感じられた。みな物も言わず白雪を見つめている。魔獣の体液で汚れた白雪の姿に怯ひるんでいるようだ。

「白雪、……本当に、そなたは立派な斎宮だ」

　祥琳は、感かん極きわまったように言うと、周囲にいた者たちを見まわした。「そうであろう！　これでもまだ白雪を疑うたがう者はおるか！　おるならば姿を見せよ。予よの前に出いでよ！」

　奥殿の回かい廊ろうに、祥琳の声が響ひびき渡わたる。

　その残ざん響きようが消えぬうちに、ひゅっ、と音がした。

「陛下！」

　佳春が声を張り上げ、祥琳の前に立った。その身に矢が突つき刺ささる。

「佳春……」

「曲くせ者ものぞ！」

　兵部卿が叫んだ。頽れる佳春に、祥琳は車くるま椅い子すから降り、膝い行ざって近づく。白雪は急いでそれを支えた。

「佳春、何な故ぜ……この大ばかものが、っ」

　興奮したせいか、祥琳が呼吸を乱す。白雪はその背を撫なでさすった。

　矢はもう飛んでこない。代わりのように、回廊の近くにある植え込みから、黒くろ装しよう束ぞくの者がばらばらと現れた。みな手には小こ太だ刀ちを持っている。屋内の乱戦を見み越こした武器だ。

　草地にいた四人の騎き士しが、奥殿に向かって斬きり込んでこようとした黒装束の者たちに素す手でで立ち向かう。

「毒矢です」

　近づいた道延が、素早く矢を抜き、矢傷を調べた。「療部卿！」

「黒曜、手伝って！」

　呼ばれた療部卿は、黒曜を呼ぶ。ふたりがかりで向かってきた黒装束を容易に叩たたきのめして地に伏ふせさせた黒曜は、突とつ風ぷうのように駆けてきた。

「治ち療りようの呪じゆ詞しを」

　療部卿に命じられ、黒曜は佳春の傍かたわらに膝ひざをつく。傷口に手をかざすと、先に呪詞を唱え始めていた療部卿の声に被かぶせるようにして低く呟つぶやき始めた。

「あほ、俺なんぞいい、から……陛下と、嬢じようちゃんを守れ！」

「佳春！」

「怪我人は黙だまってろ！」

　祥琳と道延が異い口く同どう音おんにわめく。

「青磁！」

　佳春は声を振ふり絞しぼって、青磁を呼んだ。

「なんです！」

　斬りつけてきた者の腕に手刀を叩きつけ、腕を摑つかんで地に投げつけると、青磁はこちらへ走ってきた。青磁の後ろから斬りかかろうとした者は、琥珀が横から蹴けりを入れる。

「これやる、持ってけ」

　近づいてきた青磁に、佳春は短く言う。毒が回り始めたのか、腰こしの刀の下さげ緒おをはずすその手は震ふるえていた。

「これは……！」

　二振りの刀、金きん桂けいと銀ぎん桂けいを手に押しつけられ、青磁は瞠どう目もくする。

　これは長きにわたって国こく祖そを守り、今では聖王の守り刀である刑部卿にのみ帯刀をゆるされる神刀だ。今のように刑部卿が動けない場合は、北面の侍じ司しが帯刀することになっている。それが今、一いつ介かいの侍じ者しやでしかない青磁に渡されようとしていた。

「陛下、……陛下よりお預かりしこの神刀を、この者に貸し与あたえることをお許しくだされよ」

　いつもふざけた口調でものを言う刑部卿が、ひどくかしこまって祥琳に語りかけた。

「私が、……おまえのすることに異いを唱えたことなど、あったか？」

　祥琳は逆に、今まで聞いたことのない砕くだけた口調で言った。「おまえは、私に文句ばかり、言ったが」

「たまんねえな、最後に愚ぐ痴ちられるとは。──おまえ病人なんだから、さっさと寝しん所じよへ引き取れよ」

「最後などと言うな、ばかもの。私が退位したら、もう一度、一いつ緒しよに行こうと言っていただろう。あの、救きゆう慰い寮りようへ……」

「だいじょうぶです」

　呪詞を終えた黒曜が告げる。「刑部卿は、死にません」

　祥琳はその言葉に、安あん堵どの表情を浮かべると、青磁を見上げた。

「行け、青磁。国祖の金桂銀桂、刀使いのそなたにふさわしかろう」

「──はい！」

　青磁はおもてを引き締しめる。手にした二振りの刀を形式通り腰に帯び、すぐに鞘さやから抜くと、乱戦の中へ斬り込んでいった。

「陛下、お下がりください。ここは危険です」

　兵部卿が言上した。

「何を申す」

　祥琳は一いつ喝かつする。「息子むすこが戦っている、友が死にかけているというのに、下がれるか」

「陛下、あの黒装束……」

　青磁と交こう替たいするように琥珀が駆けてくる。「城内の者のようで、奥殿に潜ひそんでいたと思われます。生いけ捕どりにした者は、みんな毒を飲みました。顔が変形するので、時間が経たつと身元がわからなくなります。装束はみな同じで、個人を特定する者は何ひとつ持っていません」

「誰が使っている者だというのだ」

　祥琳は静かに問う。「この奥殿は、今は予と妃きさきと、……母上に属する者しか住んではおらぬ。白鷺の葬そう儀ぎ以来、妃は城外の離り宮きゆうにこもりきりで、母上は……姿をお見せにならぬ」

　祥琳のそばにいるのは、意識を失った佳春と、治療に専念する療部卿と黒曜、報告に上がった琥珀、道延と白雪である。周囲に人はいたが、みな逃げまどうか、遠巻きに見ているだけである。卿はさすがに踏ふみとどまっていたが、官や下人は、とっくに逃げ出した者も少なくない。

「妃ひ殿でん下かでないということであれば、……」

　琥珀は言いにくそうに口ごもった。「しかし……あの方は、そんな、」

「予はあの方には好かれておらぬからな」

　祥琳は、自じ嘲ちようめいた笑えみを口もとに刻んだ。「命を狙ねらわれるくらいなら、……差し上げるのに」

　白雪は何かの気配を感じて立ち上がった。手にした杖が警けい戒かいをうながす。

　あたりを見まわすと、誰かがこちらへ来るのが見えた。正確には、こちらへやってくる者が背負う、ひどく重たくて大きい念を白雪は感じたのである。それはどんよりとした澱よどみとなって、あたりに流れ出し始めていた。

　怨おん念ねんだ、と白雪は悟さとった。しかし、誰が誰に対して抱いだいているのだろうか。

「誰？」

　白雪は声を張り上げた。「道をあけて。その者をここへ通しなさい！」

　白雪の気き迫はくに気け圧おされたように人ひと垣がきがひらけた。

　割れた人垣を通り抜けてきたのは、ひとりの女性だった。

「祥琳どの、よいざまじゃのう」

　美しく着き飾かざった女性は、華か美びな衣い装しようが痛々しく見えた。時が止まったような、年ねん齢れいにそぐわぬ若々しい装よそおいが彼女の老いを強調している。面おも差ざしのつくりは貴族ふうに整っていたが、浮かんだ表情は侮ぶ蔑べつを色いろ濃こくにじませてひどく醜みにくかった。

　祥琳は眉まゆを上げた。

「伯お母ば上うえ、──いや、久波どの。何かご用ですか、このようなありさまのときに」

　久波は祥琳の父の姉にあたる。先王である弟を溺愛していた久波に、西方から来た祥琳の母は不義の疑いをかけられたことがあった。

　祥琳は物心ついたころからこの伯母に好かれていないことに気づいていたので、自分が王位に就いてからは、なるべく丁重に扱いながら遠ざけてきた。

　近しい親族に向けるにはふさわしくない冷たいひかりが祥琳の目に宿る。

「九連招来にも参列せず、今さら現れるとは、王族としての自覚がおありとは思えませぬ」

「不義の末に生まれたおぬしが玉座におるから、このような怪かい異いが起きるのでしょう」

　久波は疳かん高だかい笑い声を上げた。周囲の者たちが気まずげに目を逸そらす。

「何をおっしゃいますか」

　道延がぴしりと言い放つ。「陛下は先代斎さい宮ぐうの血の探さぐりによって、先王の御み子こであると明らかにされておられます」

「明らかにしたのは、当時の斎宮であったそのほうの妹ではないか」と、久波は祥琳に向かって言った。「まだ子どもであったあれを誑たぶらかして偽いつわりを言上させるのも容易たやすかろうぞ」

　思わず白雪は、久波の悪意から遮さえぎるように祥琳の前に立った。

　久波は眉をひそめる。

「なんじゃ、おぬしは」

「わたしは白雪です。──新しい斎宮です」

　みるみるうちに久波の顔が歪ゆがんでいく。

「おのれがあの女の孫か！」

　女は真っ赤な口をあけた。その表情は、よく磨みがかれた白い歯が牙きばのように見えるほど凶きよう暴ぼうだった。

「陛下に取り入りし、あの剣けん使づかいの野や蛮ばんな女！」

「よさぬか、久波」

　静かに制したのは、杖州公だった。「陛下は……そなたの言う陛下は、とうにおかくれあそばした。今はこの祥琳どのが、我が国を統すべる聖王陛下であるぞ」

「そんな男は認めませぬ」

　言うなり、久波は懐ふところから細長いものを取り出した。

「陛下の血など、一いつ滴てきたりとて流れておらぬくせに！」

　老女と思えぬ素早さだった。

「っ！」

　止めようとする賀宗を振り切り、久波は祥琳に懐かい剣けんを突つき出した。その手首を道延が打つ。

「陛下の御ご前ぜんである！」

「おのれ……おのれえええええ」

　倒たおれ伏ふした女の声が歪んだ。やがて身を起こして顔を上げた女の口から、ごぼりと音を立てて何かの塊かたまりが落ちた。

　巨きよ大だいな蛞なめ蝓くじにも似た半はん透とう明めいの塊は長く落ち、その場で生きもののように蠢うごめいた。白雪もこれには生理的嫌けん悪お感かんをもよおして竦すくむ。

　琥珀が懐剣を拾って投げつけた。鋭するどい刃はは塊の側面に命中したが、すぐに塊はそれをのみ込むようにして体内に取り込んでしまう。

「妬ねたみの念が、長い歳月をかけて凝こり固まったんだ」

　琥珀は眉を寄せて言った。「こんなに大きい醜しゆう怪かいは初めて見る……刃の武器じゃどうにもできない」

　醜怪から、やがてのっぺりとした丸い部分が顔のように浮かび上がる。醜い人の顔は、久波の面おも影かげを宿していた。

「何をそのように妬んだのか、……先代陛下の姉君として、栄えい華がを極きわめたであろうに」

　杖州公が嘆なげくように呻うめいた。

　醜怪はあたりをぐるりと見まわした。そして祥琳を見定めると、ぶるぶると震ふるえながら動き出す。

『そなたは、ぎょくざに、ふさわしくない……』

　濁にごった不ふ愉ゆ快かいな音が、顔の中にあいた穴から聞こえる。白雪はその穴をにらみつけた。

『けがらわしい……血の、流れる者……』

　白雪の中で、何かが噴ふき上がった。

「無礼者！」

　白雪は醜怪の前に立つと、凜りんとした声で言った。「この方はこの国の正当なる主あるじです！」

　醜怪が白雪の言葉に反応するように、ひときわ大きく震えて止まる。次の瞬間、床を蹴けって白雪に飛びついてきた。

　その動きを予想していた白雪は、杖でそれを打ち倒す。

「……そうやって使っていいのかなあ」

　琥珀がぼそりと呟つぶやいた。

　打ち倒された醜怪は、引きつれるように床の上でのたうつが、再び震えながら動き出した。今度は先ほどより動きが素す早ばやい。

　白雪は醜怪よりも早く祥琳の前に立った。杖を両手で握り、跳とびついてくるそれを受け止めようとしたとき、通路の端はしから駆かけてきた者が、醜怪に体当たりをした。

　白雪は反射的に、足もとの床に叩たたきつけられた醜怪の頭を杖で刺さし貫つらぬいた。絶叫をあげた醜怪は、やがてぐずぐすと溶とけ、床に饐すえた臭においのする液体が溜たまる。悪あく臭しゆうがあたりに漂ただよった。

「何ごとですか、これは」

　醜怪に体当たりをした人物が、振り向いて言った。

「……殿でん下か！」

　賀宗の声がした。

　くすんだみどりの服に、白雪は見み憶おぼえがあった。

「斎宮の九連招来が行われると今朝初めて知って、来たのですが……このようなことになっているとは」

　彼女は、醜怪に当たった肩を手でさすりながら、顔をしかめてあたりを見まわした。

「……母上、何なに故ゆえ」

　白雪の背後で、茫ぼう然ぜんと祥琳が呟く。「何故、わたしをかばったのです」

　祥琳が立ち上がろうとするのを、道延が支えた。

「何故って」と、彼女はその問いかけに、不思議そうな顔をした。「我が子をかばうのは、あたりまえのことではないですか」

「凜子さんが、どうしてここに……」

　後あと退じさりながら白雪が呟くと、現場の事後処理を指し揮きし始めていた琥珀が聞きとがめて顔を上げた。

「白雪、殿下をご存じなんだね」

「殿下って」

「王太后殿下、樟しよう院いん静せい凜りんさまだよ」
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　琥珀は、ちょっとだけ笑った。「凜子さんって呼ぶ人のほうが多いけどね」

「王太后って、凜子さんは、……祥琳さまの……」

「そう、母君だよ」

（仕方ないわよね。若気の至いたりとはいえ、やさしい夫を裏切って、別の男と通じて、愚おろかなことにその子どもを産んでしまったんだから）

　白雪は、凜子の言葉を一言一句違たがわず思い出していた。

　では、祥琳は……

　白雪は唇くちびるを引き結んだ。

「母上は、私を嫌きらっているのではないのですか。だから、いつも城下でお過ごしになられて」

「何を言うのです」

　凜子は首を振った。「あなたがわたしを嫌っていたのではないのですか、祥琳。あなたの敬愛する父上を裏切ったと……」

「確かに、」

　祥琳は小さく叫ぶ。「確かに、そのように考えたこともありました。しかし今になってみれば、母上には感謝するばかりです。……自分をこの世に送り出してくださった。──感謝しております」

　ちらりと祥琳は白雪を見た。支えていた道延がそれに気づく。

「姫、こちらへ」

　呼び声に招かれるようにして足を踏ふみ出した白雪は転びそうになった。高い沓くつでも緊きん張ちようしていたからか普ふ通つうに歩けていたのに、今は気がゆるんだためか噓うそのように足がもつれる。

　それを抱だき留めてくれたのは、傍そばにいた琥珀ではなかった。

「ちしろ」

「今回、白雪はよくがんばったな。ずっと見てたけど、千白がいなくてもだいじょうぶそうだった」

　千白はあくびをした。「見てただけだが、とても疲つかれた。眠るから影の中に入らせてくれ」

　白雪が何か言うよりも先に、千白は白雪の足もとの影の中へするりと消えた。同時に、それまで銀色だった白雪の髪かみがふわりと黒に染まり、空色の瞳ひとみも夜空の色へ戻る。

「んもう！」

　なんだか釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱かかえたまま、白雪はよろよろと祥琳と凜子に近づいた。凜子は目を丸くしている。

「祥琳、今のは……？」

「輝キ石セキノ神カミです。この子は、白鷺の娘の白雪。輝石神を顕けん現げんさせた新しい斎さい宮ぐうです」

　凜子は、じっと白雪を見つめた。いぶかしげな表情が、やがて驚おどろきへと変化していく。

「あなたは……小雪ちゃんじゃないの」

「すみません、……わたし、本当は白雪っていうんです」

　白雪が頭を下げると、凜子はますます大きく目を瞠みはった。

「あなたが、白鷺の……」

　凜子は目を細めた。「その格好をしていると、まるで、神しん事じのときの白鷺のようだわ…！」

　そう言うなり、凜子はその場に膝をついて頭を垂れた。白雪は驚いて一歩下がる。

「凜子さん……？」

「白しら雪ゆきの姫ひめ宮みや、どうか我が国をお守りください」

　静かな、しかしはっきりとした声が、周囲に響き渡る。

　道延に支えられて、祥琳が立ち上がった。そのまま白雪の傍らに立つと、こちらを見ている人々に向かって言い放つ。

「みな、膝をつけ。頭こうべを垂れよ。これが新しき斎宮、楓さつ院いん白雪姫宮である」

　祥琳が告げると、まるで風になびく穂のように、その場に残っていた者たちは次々に膝をつき、頭を下げた。

　白雪はさらに半歩後退る。

　あれほどまでに自分を嘲あざけっていた財部卿たちですら、その場に膝をつき、額を床にこすりつけんばかりにして頭を下げている。

　自分は何ひとつ変わっていないというのに。

　……胸の奥に、冷たい針のような痛みがはしった。







　黒装束の者たちは、久波の手下のものであることが知れた。久波の起居する慈じ恩おん苑えんには、側そば仕づかえの少女たちが数名残るだけだった。他ほかの舎人とねりたちは武芸をたしなむ程度で戦いには慣れていなかったが、狂くるった主人に命じられて引くに引けず、勝ち目のない戦いをせねばならなかったようだ。生いけ捕どりにしようとしても自らの歯に仕込んだ毒を飲んでみな死んでいった。

　迦純は縁えん故この先が久波につながっていて、久波の庇ひ護ごがなければ城から出され職を失う恐おそれがあったため、どうにも逆らえなかったようだった。

「久波は昔から、自分の血に玉座を継つがせる夢を見ておった」

　賀が宗そうは言った。

　久波は先代聖王、樟しよう院いん静せい風ふうの姉で、賀宗にとっては妹だ。

　彼女は弟の樟院静風、幼名は風ふう雅がをひどく可愛かわいがった。そのせいか、弟に嫁とついだ西方の娘を気に入らず、何かと粘ねん着ちやくないびりをした。

　しかしそんな彼女も、風雅がのちに迎むかえた側室の登場によって長く肩かた身みの狭せまい思いをする。久波の精神は、何もかもが型かた破やぶりすぎてまったく自分の思い通りにいかない側室の存在に重圧を与あたえられ、わずかずつ病やんでいったのだ。

「弟は、王位を継ぎたくなかった、生まれる順さえ変わっていればと、よく言っておった」

　斎さい宮ぐう殿でんよりもっとも近いということで、祥琳を始めとする王族関係者は、ひとまず親王御ご所しよの、白雪の使っていた一室に集まっていた。斎宮の騎き士したちは、外で舎人に交じって後始末に奔ほん走そうしている。斎宮の関かかわった件には必ず騎士が後始末に加わり、記録を残さなければならない決まりになっているのだそうだ。

「んなこた、おまえもいつも言ってたよな、祥琳」

　すっきりした顔つきの刑部卿、佳春が言った。

「おまえ、かなり血を抜ぬかれただろうに。何故そんなに顔色がいいんだ」

　道延が呆あきれたように呟つぶやく。矢から受けた毒素を抜くために療部卿が瀉しや血けつしたのだが、その際に失われた血を補おぎなうために黒曜が気を送り込んだ。そのおかげか、佳春は治ち療りようの前よりつやつやしているように見えた。

「陛下を身を挺ていしておかばいしたんだ。これで少しは休みをいただけるよな、祥琳！」

「ばかを言うな、何がおかばいしただ。昔だったらあの矢を撥はね返すくらいできただろう。年を取って鈍にぶくなりやがって」

　道延が厳しい言葉を吐はく。

「年って、おまえだって俺とさほど変わらんじゃないか！　だいたい、俺たちでいちばん年上なのは祥琳だぞ」

「年のことは言うな。確かに私はおまえたちより年上だが、まだ三十代だぞ。病やまいがちになって老ふけ込んだかもしれんが」

　祥琳がむきになって反はん駁ばくする。

「まあまあ、三人とも相変わらず仲がいいのね」

　凜子が、三人を眺ながめて微笑ほほえんだ。

　それから、不思議そうな顔で三人を見ていた白雪に向かって、

「この子たちは、子どものころからずっとこんなふうに仲よしさんなのよ。ねえ」

　その言葉に、この国でもっとも高貴な身分の男性と、その部下と、さらにその部下は口を閉とざしてしまった。

「陛下！」

　そこへ蘇芳が、開け放したままの窓そう扉ひから入ってくる。「お怪け我がは──」

「予は無事だ、蘇芳。佳春も療部卿のおかげで無事だ。母上が来てくださっているぞ」

「殿でん下か……」

　蘇芳は、凜子の姿に驚きの声を上げる。「やっとお戻りいただけたのですか」

「だって、あの救慰寮だとわたしのような者でも役に立つんですもの。お城の中でただ座って編み物なんかをしているよりはずっといいわ」

　そう言ったあとで、凜子の声音が慈愛を帯びる。「それにしても、本当にひさしぶりね、蘇芳。もっとこっちへ寄って、お顔を見せて」

　蘇芳たち兄弟は祥琳の子、凜子の孫に当たるのだ。可愛くないわけがないだろう。

「いえ、……このように汚よごれた身では、御おん身みにさわりますから」

　しかし蘇芳は堅かた苦くるしく呟くと、その場でうつむいた。確かに、美しかった礼装は戦せん闘とうを経へたために汚れている。返り血や泥どろが赤い布地にこびりついていた。

「蘇芳、怪我は」

　白雪は思わず立ち上がって尋たずねた。

「俺は平気だ。青磁も、かすり傷ひとつないぞ」

「青磁は、……たくさん、人を斬きったの」

　問う白雪の声が震ふるえる。

「いや」

　蘇芳は首を振ふった。「あいつらしくないことに、動きを封ふうじるだけだった」

「……蘇芳、これお願い」

　白雪はそれを聞くと、握にぎりしめたままだった九く連れん環かん杖じようを蘇芳に押しつけた。

「白雪？」


お行きなさいませ、わがきみ



　九連環杖が穏おだやかに告げる。

　高い沓くつを履はいたまま、白雪は軽かろやかに駆かけ出した。

　飛ぶように、──青磁のもとへ。




　白雪は草地に飛び出しながら、青磁、と心の中で呼んだ。

　何度も繰くり返し、青磁、と──

　ふいに、脳のう裏りに金きん桂けいの茂しげみがひらめく。白雪はその直観のままに、庭園へと足を向けた。

「青磁！」

　鼻先に漂ただよったあまい香かおりに目を上げると、前方に青磁があずまやの下にたどりついたのが見えた。思わずそれへ手を伸のばすと、一いつ瞬しゆん、目の前が白くなる。

　次の瞬間、白雪は青磁の前に立っていた。

「なっ！」

　突とつ然ぜん目の前に現れた白雪に、青磁はのけぞって背後の金桂の茂しげみに突つっ込む。

「きゃ……！」

　不安定な沓のせいで足がもつれ、その青磁に覆おおい被かぶさるようにして、白雪も茂みに倒たおれ込んでしまう。

「どけ！　重てえ！」

「そ、そんなこと言ったって……」

　さっきまで軽やかに走れていた足がもつれる。慌あわてているため動きがままならない。

　青磁は舌打ちをすると、自分だけしなやかな動きで身を起こす。それから茂みに埋うもれて身動きの取れない白雪へ手をさしのべた。

「ありが……っ」

　思わず白雪は目をつむった。金桂の枝に簪かんざしや飾かざりが絡からまって、髪かみの根がきつくひっぱられる。そのせいで立ち上がりきれず、膝ひざ立だちになった。

「いったぁい！」

「しょうがねえなあ。じっとしてろ」

　その場にしゃがみ込んでしまった白雪の頭に、青磁が手を伸ばす。

　絡まった髪と枝を、器用な手先が瞬またたく間まにほどいていく。

「銀ぎん髪ぱつになったり、黒くろ髪かみになったり、おまえはころころ変わるんだな」

「……うん」

　白雪はおとなしく、されるがままになりながらうなずいた。

「銀髪だと、神こう々ごうしくていい」

　青磁が何を言ったか、白雪には一瞬、理解できなかった。

　ほどかれた髪が、ふわふわと肩に落ちる。結われてきつく押さえつけられていたので、やわらかい髪は波打って白雪の首をくすぐった。

「だけど、……黒髪のほうが、……俺は、」

　驚いて、白雪はひたすら瞬しばたたいた。

　その言葉のつづきを待つが、ついにそれは発されなかった。

　しばらくすると、青磁は白雪のくしゃくしゃになった髪を器用に撫なでつけた。どうやら髪は損そこなわれることなく枝からはずされたらしい。

「ほら、立て」

　青磁の手が、白雪の腕を摑つかんで立ち上がらせた。

　白雪が青磁を振り返ると、彼は足もとに散らばった花や木の枝を惜おしむように見ていた。
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「ああ、ひでえ。せっかくの金桂が。三度めの花だったのに」

　金色の小さな花びらが無む惨ざんに散って足もとを埋めている。それに気づいて白雪はうなだれた。

「ごめんなさい……」

「急に現れるから、びっくりしたんだ」

　青磁の口調は言いわけがましかった。

　青磁の姿が最初に見えたときは親王御ご所しよを出てすぐだった。それが、急に視界が白くなったかと思うと、いつのまにかこの庭園にいたのだ。白雪は首をかしげた。一瞬でこの距きよ離りを跳び越こえたのだろうか。

「あの、聞きたいことがあって」

　白雪は、気になっていた疑問を口にする。「蘇芳がさっき言ってたの。青磁は斬らずに動けなくしてたって……殺さずにいてくれたのね」

「おまえが気にしてたからな」

　ふいに青磁は顔を赤くする。「殺すなと、だから、手加減してやったんじゃねえか。結局みんな自害しちまったけどな」

「……ありがとう」

　他ほかに言葉が見つからず、白雪はうつむいて、言った。

　結局、多くの人が死んだ。

　──自分も、殺してしまった。

　それでも、青磁の気持ちがうれしかったのは本当だ。自分の言葉を受け容いれて、殺さないでいてくれた。

「だけど、わたしは、初めてできた友だちを殺してしまったわ……死なせたくなんかなかったのに」

　青磁の顔に、痛ましげな表情が浮かぶ。

「あの子、友だちだったのか」

「うん、……ひいなの、同じ部屋で寝起きして……わたしにやさしくしてくれたの」

　思い出すと、息が詰つまって苦しい。

　この苦しみは、決して忘れてはならない。

　自分の犯おかした罪のしるしだから。

「まあ、確かに……殺さずに済めばそのほうがいい」

　青磁は口ごもりながら言う。「だが、どうしても誰だれかの命を絶たなければならなくなったら……その命を我が身に背負って、生きるしかないと俺は思う」

「背負って……生きて、きたのね、青磁は」

「俺だけじゃない、みんな、そうだ」

　青磁は呟つぶやいた。「人を手にかけた者は、殺した罪を忘れず、魂たましいに刻みつけるしか、償つぐないの道はない」

　白雪は顔を上げた。

　青磁のまなざしは真しん摯しなものだった。

「誰にも、他の命を屠ほふっていい権利はない。命を奪うばうことは罪だ。……そしていつか俺も、」

「そんなこと言わないで！」

　白雪は首を振ふった。髪についていた金桂の花びらがひらひらと舞まい落ちる。

「いやよ……」

「だが、殺した者がのうのうと生き延びることを、何よりも俺が許せない」

　青磁は、腰に差した二振りの刀の柄つかに手を置いた。「覚かく悟ごはできている。おまえが気に病やむ必要はない」

　白雪は、じっとその手を見た。ところどころ返り血で汚よごれている。でもその手は、さっき白雪を助け起こした。絡んだ髪をほどいてくれた。器用な手だ。やさしい、手だ──

　この人と、自分の立っている場所は、世界が違うのだろうか……

　いや、そんなことはないはずだ。人は誰もが同じ場所に立っている、はずだ。

　白雪は泣きたくなったが、涙は出なかった。

　青磁のためにも、自分のためにも、泣くべきではないと思えた。

「俺も兄貴も、子どものころからいやというほどろくでもない目に遭あってきてる。弱いってだけで叩たたきのめされ、誇ほこりを持つことも許されねえ、そんな思いを味わってきた。──おまえにもわかるだろう」

　青磁は白雪から顔を背そむけるように目を逸らす。

「ええ……」

　白雪はうなずいた。

　放ほう浪ろうする竜りゆう珠しゆの父娘おやことして、謂いわれない蔑さげすみや侮あなどりにさらされたことは数え切れないほどある。

　だが白雪はそのことで自分を恥はじたりはしなかった。

　誰が何を言おうとも自分が生き存在することを、誰にも否定できはしないのだ。

「まだ力のない者たちに、自分の子どものころのような苦しみや痛みを味わわせたくない。そのためには、俺が強くなってあいつらを守ってやるしかねえ。……俺はそう思って強くなってきたんだ」

「あいつらって……救きゆう慰い寮りようの子たち？」

「ああ。俺にとっては、家族のようなもんだ」

　ふ、と青磁の顔がほころぶ。何か、とても大切なものを想おもっているような微笑ほほえみ、──それはひどく美しかった。

　白雪はまじまじとその微笑みを見つめる。

　大切な存在を想うとき、人はどんなときよりもやさしい顔をするのだ。白雪はそれを、初めて知った。

「青磁は……やさしいのね」

　白雪は思わず呟く。

　青磁の顔がみるみるうちに赤く染まっていく。耳までがほんのりと上気していた。襟えりの詰まっている服を着ているのでわからないが、ひょっとしたら首まで赤くなっているかもしれない。

　白雪はその反応に驚おどろいて、青磁を凝ぎよう視しした。

「ばっ、ばかもの！　恥ずかしいことを言うなっ」

「琥珀の言った通りね」と、白雪は思わず笑う。「青磁って、とても照てれやさんなんだ！」

「年上の男をからかうもんじゃねえ！」

　青磁は早口でそれだけ言うと、ざかざかと音を立てて、行こうとしていたのとは逆の、奥おく殿どのへ向かって歩き始める。

「待って、青磁」

　白雪は慌あわてて、そのあとを追った。

　高い沓くつがぐらぐらする。白雪は遠ざかる青磁に追いつくために、沓を脱ぬいだ。それを両手にぶら下げ、裸足はだしで草の上を駆かけ出す。

　騎士は、斎宮が追ってくる気配にますます足を速めた。

　その、さらに赤くなる顔を見られたくなくて。










　夜も更ふけかけた闇やみの中、また朱月は庭にいた。

「……ひさしぶりだな」

　水すい盤ばんのふちにすわっていると、ふいに水みな面もが揺ゆれて、するすると銀色の姿があらわれた。

　千白である。白雪の前で見せる姿と異なり、より年かさで、朱月の外見とほぼ同年代に見えた。

　朱月は、目を瞠みはって彼を見上げる。

「おまえは」

「どうやら俺は、ずっとおまえの近くにいたようだ。──白雪に打たれた式シキのせいで、おたがい気がつかなかったようだが」

　千白は、姿と同じく、白雪の前に現れるときとまったく口調も異なっていた。

　その言葉に、朱月は唇くちびるをゆがめた。

「そんなことだろうと思っていた」

「あの娘むすめ、よく育てたな」

　千白は揶や揄ゆを込こめた口ぶりで言った。「いい子だ。おまえが死んだと思い込んでいる。悲しんで、蘇よみがえらせてほしいと望んでいる」

「……父と娘だったからな」

　朱月の答えは短かった。

「肉親を慈いつくしむのはよいことだ」

　千白は言った。「と、あいつは言っていたぞ」

「おまえに、人の情などわかるのか」

　朱月は蔑さげすむように呟いた。

　だが、朱月の予想と異なり、千白は憤いきどおらなかった。

「肉親ではないが、今、俺には白雪がいる。あの子が笑うと、ここがあたたかくなるから……それでいいんだ」

　千白はそう言いながら、自分の胸に手を当てた。

　朱月はそれを、信じられないというように目を瞠みはって見つめる。

「おまえだって、そうだっただろう」

　千白は朱月に微笑ほほえみかけた。「同じ血を持つという理由で白雪を殺せなかったんじゃない。おまえもあの子のひかりに癒いやされたはずだ」

　その瞬しゆん間かん、朱月の浮かべた表情に、さすがに千白もたじろいだ。

「癒されるものか」

　朱月は、低く暗い、だがはっきりとした声で言った。「一族を殺され、自分だけが生き延びた苦しみが癒されることなどあるものか！　すでに人の身ではなくなってもなおも生き延び続ける孤こ独どくが癒されることなど……！」

　まるで自分に言い聞かせているようだ、と千白はぼんやり思った。

　朱月は、自分が癒されることを怖おそれ、拒こばんでいるのだろうか……

「この身は闇を、──くろがねの輝き石せきを制せいして生き延びた」

　朱月は、腕を上げて自分の手を見つめた。それから、ゆっくりと胸の上に置く。

　一度は切り刻まれ、動きを止めたはずの心臓は、今でも強く脈打っている。

　名を得ることなく人の世を漂ってきたくろがねの輝石は、そのころ、朱月の一族によって封印されていた。死者を蘇らせることのできる神のようなものだと知られていたが、それを使おうとする者はいなかった。死者を蘇らせるには多大なる代償が必要であるとも伝えられていたからである。

　──遠い昔、浅緋はそれを朱月の体に埋うめ込み、死線を越こえ天堂に行きかけていた彼を再び現世に引き戻した。

　それ以後、朱月はどれほど深い傷を受けても死なない体となった。ただ、そのとき十四歳だった彼が望む年ねん齢れいまで成長した体に、闇を受け容いれる前に欠かした部ぶ位いは戻っていない。

　だからずっと、朱月の体は人の目にふれることがなかった。布の下に隠かくされた肌はだには無数の傷きず痕あとが残っているのだ。それは、成人していなかった子どもを弄もてあそびながら殺そうとした者たちがつけた傷だ……

　そのせいで、この十四年間ずっと離はなれず傍そばにいた娘さえ、朱月の体を見たことはない。

「何故、そうまでして俺だけが生き延びられたのか、おまえにわかるか」

「……そのことに何か意味があるからだろう」

　千白は答えた。

「そうだ」

　朱月は顔を上げた。そのおもてには凄せい絶ぜつな微び笑しようが浮かんでいる。

「俺が生き延びたのは、俺たちを滅ほろぼした者に、同じ思いを味わわせてやるためだ。惨みじめな死を、酷むごい死を、──十四の俺が言ったように、いっそ殺してくれと懇こん願がんする苦痛を与あたえるためだ！　……それが、俺の生き延びた意味だ」

　何かを言おうとして言葉を探したが、千白は結局、何も言わなかった。

　一度道を選んだ者に、再び同じ選せん択たくを強しいるのは無意味でしかないのだ。

　自分がそうであるように。

「……あの子は」

　千白の顔からすべての表情が消える。「おまえのために生まれてきたのに」

　それだけ言い置くと、千白は姿を消した。

　銀色のひかりが宙を舞まい消えるのを、朱月はぼんやりと眺ながめていた。










　白雪の影かげの中で半ば眠りながら、千白は朱月との再会を思い出していた。

　あの男は、本当に心からそれを望んでいるのか。

　千白には、憑ついた相手の心しか悟さとれない。だから、他ほかの者の気持ちなどわかるはずもなかったし、そんな必要もない。

　白雪が誰かと何かを話しているのが聞こえる。悲しみの気配がするが、それはすぐに薄うすれていった。

　痛みや苦しみは人の体だけでなく心をも疲ひ弊へいさせる。やがてそれらは絶望にすり替かわり、人の心を死に至らしめる。

　心が死ねば、体も滅ぶ。

　あの男が死なずに生き存ながらえたのは、千白の同族の輝石であるくろがねを身に受け容いれたためだけではない。

　絶望しなかったからだ。

　絶望しなかったのは、憎にくしみと恨うらみが何より強かったからだ。

　そして何より、生き延びたかったのだろう。

　生き延びたいという願いは、突つき詰つめれば幸せになりたいという意味を含ふくんでいる。それに、憎しみや恨みの深さは、裏返せば愛の深さでもある。

　そのことにあの男は気づいているのだろうか。

　幸せになるもっとも簡単な方法を、自分が育てていた娘だけが知っていることも。

　白雪だけが、あの男を救える。

　だがあの男はそれを受け容れはしないだろう。

　白雪のためならなんでもしたいと、千白は考える。白雪が望むなら、あの男を救うのも協力しよう。

　だが、白雪の望みは白雪の幸せにはつながらないかもしれない。

　それでも千白は白雪の願いや望みのために力を費ついやさなければならない。

　たとえ白雪が、他の誰かのためだけに生まれてきたのだとしても。
















　千白をゆるせるのは、今や白雪だけなのだから。
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　こんにちは、菅沼です。

　本作は『星宿姫伝　しろがねの誓約』のつづきにあたります。前作をお買い上げくださったみなさまのおかげでつづきが書けました。本当にありがとうございました。

　本作から手に取られた方がいらっしゃいましたら、たぶんお話がよくわからないと思うので、『星宿姫伝　しろがねの誓約』もお読みくださるといいかと思います（必死に宣伝）。




　実は、今回までの話が前作に入るはずでした。でも入りきらなかったんです……書いてるうちに設定がてんこもりもりに増えちゃったせいです（何な故ぜ増える）。

　そして、今回も同じようにこぼれ落ちたエピソードがいくつかあります。とほほです。それらのエピソードがお目見えできる機会はあるのかしら。ありますように！




　お話を書く前に、プロットというあらすじのようなものを提出して、ＯＫをいただくとそれを元にして書き出すのですが、その段階ではこんなにキャラと設定が増えてませんでした。我ながらビックリです。なのに暦こよみとかの環かん境きよう設定を出すの忘れてました。やべっ。

　予定通りに進まないのがお話づくりの醍だい醐ご味みなのかもしれませんが、それにしてもこれはどうなの、と自分を問とい詰つめたくなってます。これまたとほほです。

　寄り道する癖くせをなおそう！　とココロから思いました……寄り道さえしなければもう少し詰つめ込こめたんだろうな、とは思うのですが。




　今回『も』アドバイスをくれた友だちには本当に感謝します。いつもありがとう！　このご恩はいつか誰だれかが必ず返すと思います（自分で返さんのか）。

　絵師の瀬田さんはつづきが出ると決まったとき、お祝いに登場人物のデフォルメ絵でアイコンを作ってくださいました。なんていい人なんだ！　しかもこれがとっても可愛かわいいのです！　そして、キャラ造型や挿さし絵えがいつもイメージぴったりなのにもビックリです。今回の挿絵一枚めなどは、某ぼうキャラが脳のう裏りに描えがいていたイメージまんまだったので、ラフを見た途と端たんひゃっほう♪と踊おどってしまいました。あれだけの描びよう写しやでここまで汲くみ取とっていただけるとは……！　もう大感激です。それに、つづきを書かせていただけたのは瀬田さんの表紙イラストと挿絵のおかげですから！　大感謝ですだよ。や、もうマジでマジで。お忙いそがしいとは思いますが、これからもどうぞよろしくお願いします。

　編集さま、いつもいつもお手数かけてすみません。星宿姫伝の半分は編集さまのやさしさと的確なツッコミと自分には予測不能のアドバイスでできていると言っても過言ではありません。これからもご指導ご鞭べん撻たつ、何とぞよろしくお願いいたします。

　お買い上げくださった読者さま、ホームページやブログや口コミで宣伝してくれた友だちや姪めい、何冊も買ってくれた友だち、すがぬまの友だちの友だち～という近い方も、本当にありがとうございました！　本作、少しでもお楽しみいただけたでしょうか？　二十年生きたねこはしっぽがふたつに割れるそうですが、四十年生きたら二本とも割れて四本になるのか、最初の一本しか割れずに三本になるのか、どっちだと思いますか？　ふと思いついて以来、真しん剣けんに悩なやんでおります。その疑問に対するみなさまのお考えと併あわせてご感想いただけるとうれしいです。

　前作のご感想のお手紙をくださった読者さまには、手製の小冊子をお送りしました。コミティアという創作同人誌イベントで出品した頒はん布ぷ品ですが、今後の頒布予定はありませんので、こちらを返信と代えさせていただくことをお許しください。




　ではでは、またお会いできますように、それまでみなさま、つつがなくお過ごしください。





愛・地球博はリトアニア館が大好き　菅沼理恵　拝　　









　もふもふも日記　http://blog.livedoor.jp/sieraden/
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